
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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プロローグ







「まるで……【神々の宝飾宮殿アルビオンアート】だ」




　妖精たちが密かに『月光に踊る守護姫』と呼んでいる幼い美少女から、感嘆の声がこぼれる。

　その小ぶりな口から『ほぅっ』と熱い吐息が漏れると、白雪のような頰に薔ば薇ら色が咲く。そして内心の歓喜が滲にじみ出てしまったのか、長いまつ毛の下にある空色の大きな瞳が可愛らしく細められた。

　それだけの仕草で、多くの男性傭兵プレイヤーの視線を釘くぎづけにしてしまう事実に、彼女は気付かない。そこへダメ押しとばかりに蒼そう銀ぎん色の長髪、その滑らかな銀糸がなびくと青き星々が踊り散る。

　その麗しさ、まさに『白銀の天使』などと呼ばれる所以ゆえんだろう。




「錬金術は神々が生みし芸術オラクルアートに匹敵、いや、それすら凌りょう駕がする！」




　類い稀まれな美貌の持ち主が口にするは、ゲームで出した成果への喜び。

　興奮気味に熱く語る彼女の前には『合成釜』が鎮座している。どうやら、不遇スキルと揶や揄ゆされる錬金術を発動しているようだ。

「人はなぜ、不可能を覆そうとするのか。幻想などという不確かな未来を追い求めたくなるのか」

　まるで少年のような口調で銀髪の美少女は口ずさむ。

「答えは単純、人には夢想を現実にできる力があるからだ！」

　言い切る彼女は『合成釜』に棒を入れ、懸命にかき回す。




「やはり……この輝きは、まさに【神々の宝飾宮殿アルビオンアート】……」




　遥はるかなる古代、神と呼ばれる存在が確かに息づいていた頃。

【神々の宝飾宮殿アルビオンアート】という、この世ツキノテアのありとあらゆる財宝が、神たちによって収集された場所があった。それは宮殿と称すには、あまりにも広大過ぎる。

　栄華の象徴と富の根源、希望と再生の光を担う『黄金樹の森』。その木々から成るは、全てを焼き尽くす黄金の実、すなわち地平線の彼方より昇る太陽。

　夜天に流るる、星々の輝きが織りなす現界との境界線『三さん途ずの天川』。全ての嘆きを受けとめ、夜空にこぼれた涙の粒は、闇夜を静かに照らす３つの月となった。

　様々な煌きらめきを放ち、あらゆる輝きを創造する【神々の宝飾宮殿アルビオンアート】。その中でも特に異彩を放つのは、後のちに『竜の源泉』となる宝石の泉だ。そこは人の身であれば溢あふれる宝石に全身が沈み、自由に泳ぎ回れるほど宝石に満ちた地だったと伝承に残っている。

　しかも、ただ美しいだけではない。その一粒一粒には、この世の法則を定めるほどの強大な輝きが宿っており、神々はこれらを自身の声を世界に響かせる代弁者と定め、『神託の法石オラクル・ジェム』と命名した。

　そうして法石を核とした超生物、『竜』と名付けられた種族が創造される。神々は竜たちに『法則と秩序を設けよ。後の世は子らに委ねる』と伝え、消えた。世界の覇権が神々に愛されし竜たちに移れば、【神々の宝飾宮殿アルビオンアート】の守護者は竜となった。

　しかし、神々が定めた法、すなわち竜に反旗を翻す者もいた。

　神血を継いだ神々の系譜、『神人デウス』だ。

　竜は不変と安寧を望んでいたが、神人デウスは変化と進化を求めた。

　相容れぬ互いの主張が大戦へと発展し────二種族の争いは、神人デウスの勝利に終わる。




　竜たちは知性を奪われ、多くの強きょう靱じんなる肉体と魂は消失。同時に世界の法則も崩壊し、魔法がより色濃く世界に広がった。逃げ切ったわずかな竜だけが世界の片隅に散り、こうして竜の時代は終しゅう焉えんを迎えた。

　この大戦が世界に残した傷跡は大きく、【神々の宝飾宮殿アルビオンアート】も今は失われし楽園となっている。

　神々が定めた法の呪縛は破られ、自由を象徴する神人デウスが世界の支配者となる時代が到来。しかしそれも長くは続かず、これまでの概念を打ち砕く事件が起きた。

　絶対的な存在である神人デウスを、下等なる人間が殺したのだ。あまつさえその人間が王位につくという、前代未聞の事態が世界を揺るがす。




　それを可能としたのはひとえに竜の遺産の恩恵。

　竜が命を落とす時、神々の残ざん滓しが残る。すなわち『神託の法石オラクル・ジェム』。法石に蓄積された竜の思念が絡み、磨かれた法石は絶大な力を宿す。法則という名の強制力で他者を従わせる『神託の法石オラクル・ジェム』を以って、神人デウスを討滅した人間が現れたのだ。




　人の身でありながら神人デウスを殺められる事実が、欲望の火に油を注いだ。

　そう、現在のクラン・クランは人の世────

　人と人が争い、魔物が跋ばっ扈こし、『神託の法石オラクル・ジェム』を追い求め、戦乱の絶えぬ世なのだ。

　未だ支配者として多くの神人デウスが君臨するも、その未来は定かではない。

　これはクラン・クランのＯＰを見た傭兵プレイヤーたちなら、誰もが知っている世界史。




「人を創ったと言われし慈悲深き創造主。我々、人が唯一その神々と対等に立てる分野、それは無限の広がりを見せる想像力において他にない。賤せん劣れつな人の身であるからこそ、未完成であるからこそ、その心に描いた景色を実現するために、一歩一歩とその頂へと登りつめる」




　そしてまた一人、不遜にも神の領域に足を踏み入れる者がいる。

　銀麗なる声が夢語り、とある輝剣アーツ屋に煌めきを生む。

　美少女はその小さな身体に不釣り合いな、大きい釜へと背伸びをしては中身を眺める。そして合成釜の中身に満足し、不遜に頷うなずく。

　狂気に濡ぬれてもなお、彼女の在り方は魅力的であり、歩む道筋は光に溢れている。




「竜血金属……『竜血を照らす緋色ドラディル・スカーレット』、そして妖精光を元に造った『風妖精の輝き』と、『伝承：在りし火の輝きオールド・フォティア』を合成──」




　それほどにタロ、という傭兵プレイヤーが放つ輝きは強烈だ。

　そんな彼女の手元には、まさに神々が生みし芸術オラクルアートと賛美されてもおかしくない光景が広がっている。

「踊れ、鳴け、創造せよ！」

『合成釜』の中では虹が雨粒となって荒れ狂い、閃せん光こうの嵐が猛威をふるっていた。

　荘厳な美しさを放つそれらは、やがて集束し一つの法ほう玉ぎょくへと昇華する。




「……追いついてみせたぞ、神々よ」




　怪しく笑う彼女が手に持つは、紅玉ルビーと緑柱石エメラルド、そして紫水晶アメジストが複雑に絡み合い、星々の光を閉じ込めたかのような宝石だった。

「ふむ……『聖せい風ふうに愛された竜りゅう鳴めい石』……？」

　彼女はつぶさにその宝石を観察する。

「ふむふむ、タイプ【神託の法石オラクル・ジェム】？　装飾枠の装備品で、ほわぁ!?　ステータス素早さ＋１２００!?　砕けばエクストラスキル【竜鳴魔法】とスキルポイントが15も手に入るのか……」

　それはこのクラン・クランというゲームにおいて、最初に発見された【神託の法石オラクル・ジェム】であった。まさに偉業である。

「んん、装備すれば素早さ＋１２００は嬉うれしいけど……キルされて他の傭兵プレイヤーに奪われちゃったら意味ないからなぁ……」

　多くの上級傭兵プレイヤーたちが血眼になって探し求める装ち備か品ら。

　彼女はそれにあっけなく結論を下す。




「砕くか」




　こうして人知れず、冥界の王ですら欲する稀なる至高石は──

　彼女の手によって容易く砕かれた。




　バキリと鳴り響くその亀裂音は、まるで世界を壊す産声そのものだった。





１話　錬金術士は孤独に笑う







「たろん……？」

　俺はその呼びかけに、しばらく答えられなかった。

「たろん、たろん、かたまった？」

「かたまる？　あたらしい、あそび？」

　３匹の妖精が、無邪気な笑顔を向けてくる。俺に出会えたのがよっぽど嬉うれしいのか、細くて小さな身体をいっぱいに広げてのアピール。背中についた羽をぱたつかせ、空中を可愛らしく飛び回る姿は愛情表現に満ち溢あふれていた。

「たろん、あそばない？」

　うっ。子供に不安げな瞳を向けられる親の気持ちが、少しだけ理解できたような気がする。

　俺だって……いつも通りであるならば、妖精たちの輪に入って一緒に騒ぎ、素材採取でもしながらお喋しゃべりに花を咲かせたい。しかし、ここはゲーム内じゃない。

　妖精が、いるわけがないのだ。

　だってここは現実リアルで、俺の家のベランダで、ありえないその光景を目にして俺は言葉を失っていた。




　と、とにかく……思考を整理しよう。

　さっきまで、ももこと二人でニュースを見ていて、『妖精は昔から確かに存在していて、戦争をする人間を恐れて姿を隠した』だとか『俺が【妖精郷フェアリム】の親善大使に選ばれた』とか意味不明な内容ばかりで……って、ももこに『好きです』とか告白されてッッ!?

　あぁ、頭の中がぐるぐるだ。

　俺は一旦、妖精たちから視線を外して後ろへと振り返る。幼おさな馴な染じみのももこもやはり、と言うべきか。あどけない少女の顔は驚きの表情に染まり切っていた。

　……こうなると妖精へ対応すべきは俺と限られてくる。

　ニュースでは何百年ぶりかに妖精郷フェアリムとの国交が開かれるチャンスで、妙な熱気を帯びていたけど……それってつまり親善大使である俺の双肩に、妖精との友好関係がかかってるのか？

　その考えに至ると胃が重くなった。

　ただでさえこの現象を受け入れるのに相当な負荷がかかっているっていうのに……。

「たろん、無視、良くない」

「たろん、かなしい？」

「たろん、妖精、きらい？」

　しかし、そんな不安を嚙かみ締める間もなく、右肩に感じたわずかな重量にビクリとする。いつの間にか、ちょこんと妖精が着地しては、ぷんぷんと頰を膨らましながら見つめてきたのだ。

　ゲームで見たままの姿に、動揺を隠しきれない。

「あはは……みんな好きだよ。だって、こんなに可愛らしいから」

　乾いた笑みの後に妖精たちへ柔らかな言葉を送る。

　あぁ、もうなるようになってくれ。

　大好きな宮みやノの内うち茜あかねちゃんに、ウン告コく白はくで撃沈した瞬間よりかは衝撃少なめだし、幾分はマシな状況だ。そう思えば、自然とゲーム内で妖精たちと戯れていた時のように接することができた。

「一緒に踊る？　妖精さん？」

　そんな風に妖精たちへと語りかければ──

「やったーん！」

「たろん、だいすき！」

「あそんで、あそんで？」

　妖精たちは大喜びで、周囲を何度もグルグルと飛び回る。それに伴い、妖精の羽から舞い散る燐りん粉ぷんが俺を包み、まるで虹色の粉雪が降り注いでいるかのようだ。

　ゲーム内であったなら、この燐粉は『妖精の粉』という素材としてゲットできる。こんな時でも、なんとなくそう思ってしまうのは、きっと俺だけなのだろうな。

　自分のゲーム脳に呆あきれていると、ももこがそっと安否を確認してくる。

「訊じん太た郎ろうくん……大丈夫、なのです、か？」

「ん、多分……？　ももこもこっちに来てみる？」

　おそるおそるといった様子でももこが妖精たちに近付き、俺はリードするために柔らかなその手を取った。そうして夕闇が迫るなか、妖精たちと一緒に踊る。
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『一体俺はベランダで何をしているのだろうか』と冷静に思考する自分と、『普通に楽しいな、コレ。ゲームよりも現実リアルで見る妖精たちの方がキラキラしてて綺き麗れい』だなんて純粋に感動している自分がいる。

　ももこも心の声は俺と同じなのかもしれない。妖精たちをぽーっと眺めては無邪気な笑みを浮かべる。かと思えば唐突に神妙な顔に戻る、なんてのを繰り返していた。

「あははっ」

　そんな様子がおかしくて、俺はなんだか笑ってしまった。

「素敵な音楽が流れていれば、ばっちりダンスパーティですね。妖精さんたちと、訊太郎くんとこんな風に踊れて、ちょっと嬉しいかも……？」

　こんな状況でありながら、ももこの吞のん気きなロマンチスト発言には余計に笑わされた。

　それから俺たちは妖精に色々と聞いてみる。

　どこから来たとか、どうして俺の所に？　などなど。

「にんげん、まだ知らない場所、妖精郷フェアリムから来たよ」

「ミソラが、たろんなら信用できるって」

「たろんとなら仲良くできるって教えてくれたの」

「にんげん、見ておいでって～！」

「たろんにだけなら妖精郷フェアリムへの入り方！　教えていいかもって！」

　妖精たちの返答によって、俺の中での予想が確信に変わる。

　ゲーム、『クラン・クラン』で起きているイベントが現実に何らかの影響を与えているのだと。

　妖精たちの返答に対してミソラさんに会えないかと尋ねてみれば、いずれは会えると思う、といった判然としない答えで終わった。

「たろん、また明日」

「また来るーん！」

「楽しかったのん！」

　すっかり日も沈みきれば、妖精たちは噓うそのようにあっけなく飛び去っていく。俺とももこはベランダから、妖精たちの姿が闇夜の空へ溶け消えるまで眺め続けた。

「なんだか色々あったね、訊太郎くん……」

「うん……」

　今でも夢かと思いそうになるけれど、頰をなでるぬるい夜風が現実だと主張してくる。




　本当に色々あったな。妖精の出現に、ももこの告白……────

　アッッッ!?

　そういえば、返事がまだだった！




「あ、あの、ももこ。さっきの、返事なのだけど──」

「えっと、その、そろそろ帰ります。暗くなると義母おかあ様さまと義父おとう様さまが心配するから……！」

「えっ？　あ……うん」

　ももこはどこか慌てた様子で俺の言葉を遮った。

　そそくさと帰り支度を始めるももこに、『他に好きな人がいるから、ごめん』と伝えるべきなのか迷う。でも、それを口にするのは憚はばかられた。なんとなくだけれど、ももこの態度が再び告白の話題を出されるのを避けているようだったから。

　情けなく逡しゅん巡じゅんしていると、ももこが柔らかな笑みを向けてくる。

「訊太郎くんは困ると……目が右に泳いでしまいます」

　何年一緒にいたかわかってるの？　俺のことは知り尽くしている、と言いたげな顔で宣言してくる。

　ももこにしてはやけに自信たっぷりだ。

「わたしの気持ちへのお返事は、今はいいのです」

　それよりも、と語気を強くしてももこは続ける。

「今は【妖精郷フェアリム】や、親善大使？など、色々と調べましょう。わたしのお家……古こ都と塚づか家けならもっと詳しく知れるかもですし、義父様や義母様にも聞いてみます」

「あぁ……わ、わかったよ。そういえば、ももこは自分がミナヅキだってことや、病気について晃こう夜やや夕ゆう輝きに伝えるのか？」

　俺の親友たちも同じゲームをやっているから、いずれは接触する機会も増えるだろう。

「それは……いつか、ちゃんと自分から言います。その時までは、訊太郎くんとお揃そろいの秘密ッ子です」

　またもや吞気な笑顔でそんな風に言うものだから、シリアスな気持ちがどこかに吹き飛んでしまいそうだった。

「では、訊太郎くん。またゲームで会うのです」

　こうしてももこは黒服のお兄さん二人に迎えられ、帰っていった。

「ふぅ……」

　一人になった俺はベッドにダイブする。今ではすっかり広くなってしまった、弾力豊かな極楽フィールドへと全身をうずめて力を抜く。

「はぁー、きもちぃぃ」

　ひんやりとした感触に包まれれば、自然と重くなった瞼まぶたが閉じようとする……だけど何かを忘れている気がしたので、もう一度だけ目をパチリと開ける。

　するとチカチカと明滅する光が目に入る。それはスマホで、誰かからの通知を示すものだ。

「……あ！　晃夜や夕輝から連絡が来てたんだった！」

　あいつらから『現実がゲームに浸食されている』、『他の人々は妖精が昔からいると認識してる』って情報が回ってきてからの騒動だったと思い出し、俺は慌ててスマホを開く。




『おい夕輝。訊太郎から、返事ないな……何かあったんじゃ……』

『ボク、さっきニュースで見たけど妖精郷フェアリムの親善大使が訊太郎とまったくの同姓同名だったんだよね』

『そのニュースは俺も見た。だが、親善大使は女子とか言ってなかったか？』

『うん。だから訊太郎ではないと思うけど……でも、何かの事件に巻き込まれていたり……？』

『あー！　こうしてても埒らちが明かない！　もう訊太郎の家に乗り込むぞ！』

『わかったよ、晃夜。色々と不安だしね』




　ヤバいヤバい！

　あいつらに現実リアルの俺を見られたらヤバい！

　俺は光速で話の流れを読み解き、神速で返事を打ち込んでいく。




『悪い。色々と立てこんでて、返事が遅くなった！』

『ったく、心配させんなよ』

『ただでさえ、世界がおかしくなってる時に……おかしくなってる、よね？　ボクは家族に妖精なんていないよね？　って確認したら昔から存在してたよ、とか真顔で言われてさ……』

『間違いなく、おかしくなってる。だが俺の方も弟に聞いてみたら、兄ちゃんは頭でも打ったのかって逆に心配されちまった』

　あんなニュースの内容が公然と放送されているのだ。親友たちの家族の反応が正しいのかもしれない、なんて不安を覚えるやり取りだ。

　それからしばらく二人は言葉を打ち込んでこなかった。

　数十秒が経った頃、ほぼ同時に親友たちからのメッセージは届く。




『訊太郎は、どう思う……？』

『訊太郎も世界がおかしくなってるって、感じるよね？』




　二人の緊張がスマホの液晶越しからでも伝わってくる。

　これはきっと、俺も……他の人たちと同じなのかもと懸念しているのだろう。だから俺は親友たちを安心させるため、即座に返答する。

『おかしくなってると思う。妖精とかいなかったでしょ』

『だよな……よかったわ。お前まで弟と同じ認識だったら、どうしようかと思ったぜ』

『あぁ、本当に救いだよ』

『とにかく、今から直接会って話し合わないか……？』

『ボクもそれがいいと思う』

　親友たちが作戦会議を所望してきた。

　現実リアルで。

『えッ!?』

　それはちょっと、まだ心の準備ができてないです！




◇




　身体が少女化してしまった事実を親友たちから隠すために、俺が取った手段は──

「で……なんでわざわざクラン・クランで会議なんだ？」

「そうだよタロ。ゲーム内で話すより、直接リアルで会った方が……」

　先駆都市ミケランジェロの【太陽を忘れし夜会亭】という酒場で落ち合った二人は、開口一番に尤もっともな疑問をぶつけてくる。

　俺はその質問には答えず、先に店内を見回す。

　傭兵プレイヤーは俺たち以外にはいないようだ。

　酒場全体がやけに暗いな、と感じて上を向けば──なるほど。酒場の名に夜会亭と刻むだけのことはあるようで、天井全体には淡く光る小さな照明が無数にあった。まるで星空を模したプラネタリウムのようだ。

　暗く落ち着いた空間というのは秘密の会話をするにはピッタリだな、と感想をもらしてから、俺は用意しておいた回答を親友たちへぶつける。

「確かに現実で会って話したいけどさ……俺も不安だし。でもこうしてログインしながら話し合った方が、気付く点や見えてくる物があるかもしれないだろ？」

　果たして親友二人は納得してくれるのか。

　数秒間の沈黙が続く。そして俺の緊張も続く。

　暖炉の火がパチパチと爆はぜる音がやけに大きいと感じたのはきっと俺だけだろう。

「そ、そうか……確かにな。間違いなく、この現象はクラン・クランが関係してるわけだしな……」

「言われてみれば、そうだね……こっちでの方が確認できる人数も増えるしね」

　俺の発言にメガネをキラリと光らせ、深く頷うなずいた晃夜。そして爽やかな笑顔で賛同してくれる夕輝。

　親友二人が納得してくれて、内心でホッと息をつく。

「しかし……どうして周囲の人間はあんな平然としてられるんだ？」

「そしてなぜボクたちだけが現実の変化を認識できるか、だよね」

　それは俺もわからなかった点だ。

「だから俺らはすぐに確認を取った。タロに、ゆらちやシズクにもな」

「タロの返信が来るまでボクらも焦って、混乱しちゃってね。でもそれでわかったことがあった」

　俺からの返信が来る間に、そんな確認を迅速にやっているとはさすがだ。

「というと……？　あ、そういえばゆらちたちもこの場に呼んでるんだっけ？」

　親友たちと同じ傭ク兵ラ団ンメンバーの女子たちの話題を出せば、いいタイミングでカランカランと入店の鈴が鳴る。

「やっほータロちゃん」

「こんにちは、タロちゃん」

　まさに噂うわさをすれば何とやらだ。

　ゆらちとシズクちゃんの二人がニコッと笑いかけてくれる。

「おう、これで全員集合か」

「ゆらやシズも交えて話した方が状況を整理しやすいよね」

「結論を言うが──早い話、ゆらちとシズクとでは認識にズレがあった」

　晃夜の説明に『えっ』と馬鹿みたいに口を開けてしまう。

「あたしはユウやコウと同じで……現実に、妖精がいるなんて信じられない派だけど……」

　ゆらちが言いづらそうに主張する。

「私は……妖精は昔からいるって、それは常識で……そういう認識なの」

　そしてシズクちゃんが悲しそうに呟つぶやいた。

「それでね、試しにバカ兄に聞いてみたら、がっつり妖精がいるって信じてるのね。シズと同じなの……」

　ゆらちの言う『バカ兄』とは、晃夜たちと敵対関係にある傭ク兵ラ団ン、『百鬼夜行』の団長グレン君か。彼女とグレン君は確かリアル兄妹だったんだっけ。

「失礼を承知で、マナー違反も甚だしいけど二人にはたくさん質問をしてしまってな。でも二人が協力してくれた結果、俺たちはとある共通点を見つけたんだ」

「聞けば、ゆらちは赤色の髪を除いてキャラの容姿はリアルモジュール……現実の見た目と変わらないキャラで、シズクの方は普通にキャラクリをしているそうなんだ」

　親友たちが発言すれば、ゆらちがシズクちゃんの方をチラリと見る。それから、とても苦しそうな顔になって説明を続けた。

「うちのバカ兄もキャラクリで、その……けっこうなイケメンに変えてるんだよね」

「この二人の情報を元に仮説を立てるのなら……」

「ゆらち、ボク、コウはリアルモジュールで現実と同じ容姿の傭兵プレイヤー。シズクやグレン君は普通にキャラクリ、現実の姿とは違う傭兵プレイヤーとしてゲームをしている」

「おい、まさかお前らが言いたいのって……」

「そうだ。リアルモジュールでキャラクリをしているのであれば現実改変に気付き、普通にキャラクリしてれば認識できない」

　それは、そう……かもしれない。

　俺もリアルモジュールだし……二人の仮説は十分に頷けるものだ。

「と、予測は立ててみたけど、タロが違うしなー」

「だよね。タロも現実改変に気付いてるんだよね。ボクらとしては予測が外れててホッとしてるのだけど」

「「え!?」」

　親友たちの結論に対し、ゆらちとシズクちゃんが仰天する。

「タロの容姿は現実とは違うよ」

「だな」

　あ、いや……その。

　それは、なんて言えばいいのか……。

「え、てっきりタロちゃんもリアルモジュールかと思ってたんだけど」

「うんうん、私も。だって銀髪なんて項目はキャラクリになかったよ？」

「詳しくは言えないが、こいつのはバグなんだ」

　晃夜がぼんやりと、実は俺が男子高校生だというのを伏せて片付けてくれる。

　けれどやっぱり二人はそう簡単には納得してくれなそうだ。

「ほんとかなー。ニュースで発表されてた【妖精郷フェアリムの親善大使】だっけ？　あれってタロちゃんかと思っちゃったもん」

「あっ！　それは私も！　その人の名前は忘れちゃったけど、銀髪の人って日本にそんなにいないから、もしかしてタロちゃんかなあーっとか？」

　ゆらちとシズクちゃん、そんなにジーッと俺の方を見ないでおくれ！

「んん……いや、そんなはずは……？」

「同姓同名……ブツブツ……？」

　わぁぁぁああ！

　晃夜や夕輝まで俺を凝視してる!?

「リアルモジュールうんぬんより、俺はゲームをしてない人にも影響が出てるっていうのがヤバいと思う」

　みんなの視線を遮るために話題転換。

「ん……あぁ、傭兵プレイヤーがどうとかじゃなくて、クラン・クランをプレイしてない人まで現実改変に気付けてないから、傭兵プレイヤーうんぬんは関係ないかもね？」

「でもゲームが関係してるのは間違いないよな」

　いっそのこと、こんな気味の悪いゲームは止やめるべきなのかも。そんな空気になりつつある中、シズクちゃんがおずおずと手を上げた。

「本当に……コウ君やユウ君、ゆらちゃんの言う通りだったら、私、怖いよ……」

　この中で唯一、リアルモジュールじゃない彼女は両肩をかすかに震わせている。

　知らぬ間に自分の記憶や認識が変えられるというのは……それは果てしなく怖い。変化を強要され、しかもその事実に気付けないだなんて、信じたくないはずだ。

「私も……そっち側が良かったよ……」

　こぼれ落ちたシズクちゃんの言葉に、みんなが口を閉ざしてしまう。

　何か、何か言わないといけない気がした。それは表面的な慰めとかじゃなくて、本音のこもった気持ちを伝えないと、シズクちゃんの何かが壊れてしまいそうな、そんな恐怖に駆られる。

「で、でも……こうして気付けて、みんなと話し合えるのは良かった、かな……」

　なんとか絞り出せたのはこれだけだった。

　それでもみんながハッとして顔を上げてくれる。

「タロの言う通りだな」

「ボクたちだけでどうにかできる問題じゃないけど、やれることはやってみようか？」

「ゲームを止めて逃げる、方がもっと怖いよね。もしかしたらだけど、うちらもゲームをやってない人みたいにさ……」

　そう、クラン・クランすらしなくなってしまったら、現実改変に気付けなくなる可能性もある。

　だったら──

「ゲームをプレイして、色々と調べたり察知できる方がいい！　それに……クラン・クラン、面白いじゃん？」

　俺は全員を見渡して、最後にシズクちゃんを励ますために微笑む。

「あははっ、そうだねタロちゃん」

　するとシズクちゃんも少しは元気が出たのか、笑い返してくれる。それがたとえカラ元気だったとしても、『決して一人じゃない』ってことは伝わってるといいなって思う。

「シズクちゃんとクラン・クランを楽しんで、俺は錬金術を極めるぞ！」

「お前は相変わらずだな、タロ。ここはタロの能天気さに免じて、シズクも元気出せよ」

「ボクたちだって怖いよ。改変されちゃった分の歴史とか情報を知らないわけで……とにかくボクたち一緒に頑張っていこう、って話かな？」

「そうよ、シズク！　むしろうちらの方が世間的に少数派なんだから、不安はヤバい……しっかりとサポートしてほしいもん」

「みんな、ありがとうね」

　親友やゆらちがシズクちゃんへと声をかければ、場の空気が一気に和やかなものに変貌する。こうして俺たちが輪になって集まった酒場の一角は、ようやく暖が取れるようになった。

「今後はクラン・クラン内でのイベントには、いち早くチェックしていくか。気になるフィールドや街、情報なんかもな」

「それじゃあ、さっそくだけど既に気になる場所があるんだ」

　情報通の親友たちは声をひそめて言う。

「みんなも知ってると思うけど──」

　そう前置きを入れる夕輝に、俺は『何も知りません』と心の中で返答する。

　ちょっと自分のぼっち加減を思い知る……錬金術に没頭するばかりでなく、もう少しフレンドを増やして情報交換をした方がいいかもしれない……。

「昨日発見された【竜鳴きの谷】というフィールドね」

「あぁ、あそこな。一応調べてみるか？」

　なんじゃそりゃ？

「んー、確かに気になるかも？」

「みんなで今から行ってみる？」

　当然のように、ゆらちもシズクちゃんも知っていた。

　あはは。

　俺はさも知っていたかのように振る舞い、コクコクと頷いて見せた。




◇




「ここが最近発見されたフィールド、【竜鳴きの谷】……？」

　さっそく、気になるフィールドにみんなで来てみたものの……。

「っぽいな」

「うーん……期待外れ感がすごいね」

　俺の疑問に対し、親友たちの反応は薄い。それもそのはずで、赤茶けた渓谷が続く地味な地形だったのだ。しかも巨大な竜がいるのかと思えば、代わりにいたのは全長１メートルの茶色トカゲだ。

　壁を伝って動き回っているのがチラホラと散見できる。

　やっぱりファンタジーに竜は必要不可欠だもんな！　なんて竜が闊かっ歩ぽする景色を期待してしまった俺たちはちょっと落胆気味。

「なんかー、一応はLv３帯傭兵プレイヤーの新しい狩り場になってるらしいよ？」

「あのトカゲさんの経験値が美味しいのかな？」

　フレンドチャットで【竜鳴きの谷】を調べてくれていたゆらちの報告に、シズクちゃんがとりあえず戦ってみようと提案してくれる。

　ちなみに俺はLv４なのでちょっと嬉しかったけど、経験値はそこまで美味しくなかった。

　いざ戦ってみるとあっけないモンスターでけっこう弱い。尻尾だけなぜか再生するのはトカゲならではの仕様なのか。続けて何匹か倒してもドロップ素材すらなく、本当に何もないフィールドだ。

「とりあえずここが現実に影響を及ぼす要素はない？」

　俺の結論に、みんなも頷いてくれる。

「今のところは、な」

「ボクらがまだ知らないだけで、どこかで変化は起こっているのかも？」

「うちらができることって……これからはクラン・クラン内のイベントが現実に侵食してるのか──って、つぶさに確認していくしかないんだよね」

「ゆらちゃん、変だと思ったら教えてね？」

「もちろん。シズこそ、うちらに新しい常識を教えてよ～！」

　互いの不安を塗り潰すようにして俺たちは言葉を交わす。

「早い話、今の段階じゃ俺らにできることはないってわけか」

「というわけで一時解さ──」

　夕輝が解散の号令をみんなにしようとする。

　しかし、親友の口は閉ざされ、言葉は霧散した。それもそのはずで、夕輝と晃夜の目の前をわざわざ歩いて横切る集団がいたからだ。

「ふんっ……邪魔だ」

　しかもあろうことか、親友らを一いち瞥べつして感じの悪い一言までもらすおまけ付き。

　じゃあ違う場所を歩けば？　と言い返したくなるのをグッと堪える。

　数は全部で５人、みんな妙に若い。子供傭兵プレイヤーだけのようだ。彼らは、チラリと視線をこちらに向ける。そのうちの一人が俺を凝視し、ゆっくりと近付いてきた。

　灰色の髪が特徴的な少年で、年齢は13歳かそのへんだと思う。抜き身のナイフみたいに鋭い目つきで、油断なく先頭を歩く様子からＰＴパーティのリーダー的存在なのかもしれない。

　ちなみに『邪魔』と呟いた人物だ。

「ふんっ。大人たちとつるんだって、いいことはないぞ」

　すれ違いざま、ぼそりとそんな言葉を投げかけてきたのにはビックリだ。

　誰に向けた発言だったのか判然としなかったので、思わず振り向いてしまう。すると彼も足を止めてこちらを振り返る。

「お前、騙だまされてないか？」

　次は完全に俺へ向けた言葉だとわかる。そして俺が『誰に騙されてるって？』と聞かなくてもわかる素振りで、少年は晃夜や夕輝、ゆらちやシズクちゃんを順々に目で追った。

「大人って……コウたちは違う──」

「そいつら、15歳以上の傭兵プレイヤーだろうが。お前は違うな、10歳ぐらいか……？」

　あまりに唐突な質問、その失礼な絡み方に戸惑っていると少年はさらに一歩詰めてくる。

「ふん。お前、スキルは何を使う？」

　少年の不遜な態度、そして親友やフレンドを勝手に貶おとしめるような今までの発言にムッとする。

　だから軽く睨にらみながら堂々と答えてやる。

「錬金術だ」

　少年は俺の返答を聞いて、一瞬だけ固まった。そして次には残念な物を見るみたいに何かをあきらめた顔になった。

「……ちっ、使えないスキルか。まぁいい……何か困ったら傭ク兵ラ団ン『一いっ匹ぴき狼おおかみ』に来い。俺は団長のヴォルフだ」

　聞き覚えのある傭ク兵ラ団ン名に首を傾げる。

「ちょっ、何だアイツ……」

　俺が反応する前に彼、ヴォルフは背中を向けて歩き始めた。急に質問して勝手に去っていった彼を見つめ、感じの悪い傭兵プレイヤーだなと思う。でも、まだ中学生ぐらいだし、あの年頃はツンツンしたり反抗期とかもあるしな～なんて内心で先輩風を吹かす。

「タロちゃん、あいつは『一匹狼』のヴォルフだね。前に大人の傭兵プレイヤーに騙されたとかで、15歳以上の傭兵プレイヤーを敵視してる連中よ。自分と同じく酷い目にあった子供たちを集めて、けっこう暴れ回ってる傭ク兵ラ団ンらしい？」

「同じ年頃のタロちゃんを見て、勧誘しようとしたのかも？」

　むむむ、俺はこう見えてあの少年より先輩だ。なんて口には出さずにゆらちとシズクちゃんの説明を聞いてると、胸につっかえていた疑問がスッと流れた。

　思い出したぞ。『一匹狼』は……ミナが前に所属していた傭ク兵ラ団ンだ。つい先日、その子供傭兵プレイヤーが恐喝してきて、戦闘になったのは記憶に新しい。

「そこの団長さん、ヴォルフねぇ……」

　俺は不穏分子の名を呟き、去ってゆく彼らの後ろ姿を眺める。ふと彼らが大きな影に覆われたので、何かなと空を見上げる。

　さっきまで青く晴れ渡っていたはずなのに、今にも降り出しそうな曇天に変わっていた。





２話　忍び寄る影に少女は染まる







「天使さま！　ささっ、見せちゃってください！」

　はにかみ笑顔炸さく裂れつのももこ……もといミナから俺は恥ずかしさのあまり一歩引いてしまう。

　一旦夕ゆう輝きや晃こう夜やたちと別れた俺は、輝剣アーツ屋スキル☆ジョージに来ていた。

　なぜならももことの情報交換のために。そして……フレンドであるジョージが、現実がおかしくなっているのに気付いているかを確認するためでもある。

　正直、ももことは告白の件もあるから少しだけ顔を合わせづらかった。それでも彼女自身、特に気にしてなさそうな素振りなので、敢えてゲーム内であの話題を出すのはダメだと感じた。

　告白の返事をするなら、現実でしっかり顔を合わせながらの方が良いだろう。

　ももことの情報交換でわかったのは【妖精郷フェアリムの親善大使】が30年前に一人だけ選ばれたこと、親善大使は上級国民として丁重に扱われること、そして30年前は妖精郷フェアリムとの国交復活は失敗に終わったそうだ。

　さて、真剣な話し合いが行われるであろう場のはずが──

「ジョージ、これなんだけど……どうかな」

　不思議なことに俺は今、二人の前でミソラさんにもらった『空踊る円ロ舞ン曲ド』を着るはめになっていた。そう、フリフリがふんだんに使われている、空色のロリィタドレス姿だ。

「わぁぁぁ！　やっぱり天使さまはすっごく可愛いです！」

「きゃ・わ・い・い～～～～♪」

　ミナとジョージから歓声が上がった。

「ミナ……あの、早く脱ぎたいんだけど……」

「何を言ってるのですか！　天使さまっ」

　ちなみにミナは、ゲーム内では俺を『天使さま』と呼び続けるらしい。どうやら訊じん太た郎ろうくんと本名で呼ぶのは、いくらリア友でもマナー違反だとか。それなら俺も今までと変わらずに、ゲこーっムちではももこをミナと呼ぶようにしてる。

「そうよそうよぉん♪　もっとあちきたちに、天使ちゅわんを見・せ・てぇん」

「ジョージさんはもう見なくていいのです」

　神速でミナがジョージに眼潰しをした。
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「ぐほぉワッツ!?」

「いやいや、ミナ!?　ミナが【妖精の舞踏会】に着ていくドレス合わせのために、ジョージに見てもらうんでしょ!?」

「それはそうですけど……天使さまの神々しいお姿を、このように軽々しくお見せになるなんて……」

　実はジョージに現実改変の件を尋ねるカモフラージュとして、ミナに似合いそうなドレスがどこに売ってるかを聞く計画だったのだ。いきなり、現実がおかしくなってるよね？　なんて聞きづらいので、まずはゲーム的な会話をし、その中でさりげなく核心に迫れる質問を挟めたらな、というのが狙いだ。

　俺のドレスは既にあると知ったジョージは、ミナが俺と並んだ時を想定して、お互いのドレスデザインが合うような物にした方がいいかもと言ってきた。

　そのために俺のドレス姿をお披露目してほしいと頼まれ……仕方なく、こうしてフリフリドレスを着ているのだ。確かに【空踊る円ロ舞ン曲ド】が何系統の服かもわからなければ、お店を紹介しようがないのはわかる。

　けれど、やっぱり恥ずかしいものは恥ずかしいので、さっさと済ませてしまいたい。

「ほら、ミナ。おいで」

　ジョージがよりイメージが湧くようにとミナの両手を摑つかむ。同時に軽く床を蹴れば、ふわりと俺たちの身体が宙に浮く。足を軽くひねっておいたので、空中でゆったりとクルクル回る俺とミナ。

「これなら、ダンスしてるみたい？」

「ふわああ……」

　ジョージの店の天井に頭をぶつけそうになるけど、ゆったりと降下し始めたのでジャンプ加減は良好だったようだ。

　装備者と触れた傭兵プレイヤーに対し重力が６分の１になる。これが『空踊る円ロ舞ン曲ド』の効果だ。それを見たジョージはまじまじと、俺たちの華麗なる姿を凝視して歓喜の雄叫びを上げた。

「きゃんわいいいいいいいいッ……ヒギイイイイイィィイイッ!?」

　またもやミナが、くるくるーと回転を活かしながらのジョージに眼潰し。

　感動の声の後半は、悲鳴の雄叫びへと変わった。

　ミナ、こええ。

「ちょ、ミナヅキさん……？　さすがにジョージがかわいそ……」

「大丈夫よぉん！　ミナヅキちゃんが天使ちゅわんの可愛らしさを独占したくなる気持ち、素敵ねぇん？」

　ミナの眼潰しから即座に復活を遂げたジョージ。

「やっぱりぃん、裁縫スキルや彩色スキルを上げてる傭兵プレイヤーちゃんとかに、作ってもらった方がいいわねん……ＮＰＣが経営してる装備屋さんに売ってるのもあるけどぉんっ……」

　ジョージは俺をチラリと見てから言う。

「天使ちゅわんと見合うドレスって、装備屋には売ってないと思うわぁン」

　なるほどな。俺が立派なドレスを着ているのに、隣のミナが誰でも着てそうなドレスでは可哀そうだと、恥をかかせてしまうと、そういった了見か。

　さすがジョージ、乙女心を持っているだけのことはある。

「わ、わたしは、べ、別に天使さまと一緒に舞踏会に行けるだけで、十分です」

　いやいやミナさん。

　俺はキミに８万エソという借金をしていて、そこをドレス代で払うってお話だったでしょう？

「裁縫職人さんにオーダーメイドで頼めばいいのか……だけど、俺にそんな裁縫スキルを極めてる知り合いの傭兵プレイヤーなんていないしな……」

　まずは職人探しから、か。

「あらぁん？　あちきの紹介で良ければぁん、い・る・わ・よ？」

　ジョージ神。

　マジ、女神！

「良かったら紹介して！」

「いいわよんっっと、あちきもそのヒトに作ってもらったしねぇん♪」

　ジョージの発言に俺は驚く。行動に移すのが早いな！

「え、もう作ってもらったの？　【妖精の舞踏会】用に？」

「も・ち・の・ロン♪」

　両目ウィンクをバチッとする色黒ジョージ。

　いつもだったら俺はここで一歩引いて終わりだったが、今回は違う。この会話の流れはチャンスだ。

「【妖精の舞踏会】と言えばさ……現実リアルでも妖精が現れたらビックリだよね？」

「ううん？　ニュースのお話かしらぁん？　そうねぇん、ゲームでも現実でも妖精と会えたら素敵ねぇん！　今年は【妖精郷フェアリムの親善大使】が任命されちゃうぐらいだから、とっても楽しみよねぇん♪」

「……あぁ、うん」

　妖精が現実にいるのは当然といったこの反応……ジョージはゲームが現実を侵食しているのに気付けていない側なのか……。

　その事実にショックを隠しきれない。

「あらぁん？　どうしたのん、急に暗い顔になっちゃって。あらあらそうだわぁん！　デザインの参考にぃんっ☆　あちきのドレス姿、見・せ・て・あ・げ・るぅん♪」

　ジョージが決めポーズを取った瞬間、有無を言わさぬ速さでミナが眼潰しをかます。

「ふぎゃああああああんっ」

　色黒細マッチョパンチパーマのドレス姿を今は見る気になれない。

　グッジョブ、ミナ。

「ジョージ、裁縫職人さんの紹介、お願いするよ」

　許せ、ジョージ。

　床でゴロゴロと痛みに悶もだえるジョージを放置し、俺は裁縫スキルを高めたヒトが一体どんな人物なのか想像する。

　まだ見ぬ傭兵プレイヤーへと思いを馳はせても、心に重くのしかかった暗雲は消せない。

「……ッ！」

　ふと気付けば、右手にぬくもりを感じる。

　隣を見ればミナが少しだけ寂しげな笑顔を浮かべ、俺の手を握ってくれていたのだ。

　きっとミナも同じ心境なのだろう。

　それでも『大丈夫』という思いを込めて、俺を励ましてくれているのかもしれない。ここは男として、もっと堂々と構えているべきだ。

「ありがとう、ミナ。きっと大丈夫──」

　だから、俺も懸命に笑顔を作ってみせる。

　上手く笑えていたかはわからない。




◇




　ジョージが裁縫職人さんへ紹介の連絡を入れ、その旨が受諾されるまでの間、ミナと二人で行動することにした。以前みたいに傭ク兵ラ団ン『一いっ匹ぴき狼おおかみ』に絡まれる可能性もあるし。

「ミナ。街中を巡回する神兵デウスの数、ちょっと増えた気がしない？」

　隣を歩くミナへ何とはなしに問い掛ける。

　ミケランジェロの治安を守り、傭兵プレイヤー同士の戦いを制裁する青鎧ブルーメタルに身を包んだＮＰＣ神兵デウス。彼らをやけに見かけるのだ。

「妖精の舞踏会前というわけで、厳戒態勢を取っているそうです」

「ふぅん」

　そういえばゲこーっムちでも、妖精が人に抱く信頼性は低かったんだっけ。どうにか関係を修復したく、【妖精の舞踏会】を開いているとかＮＰＣのテアリー公は言ってたっけ。

　そうなると治安を良好にするよう働きかけるのは道理か。

「なにしよっか……」

　ぼんやりと神兵デウスを眺めるも、何かを積極的にやりたいと思える気分にはならなかった。ジョージと俺では妖精に対する認識が違うのがどうにも引っかかってしまうのだ。

　しかし、こんな時こそ何かに熱中して気を紛らわす方が良いのかも。ざわつく心を整理するついでに、錬金術スキルをちょっと上げてみようかな。

　現時点での残りスキルポイントは22。

　今後、武器スキルを習得した時のことを考えるとある程度は残しておきたい。

「行くか……？」

「天使さま？」

　悩む俺の顔を心配そうに見つめるミナ。

　可愛らしい神官はそのままキュッと俺の手を握ってくる。その小さな手から、温かいものが広がってくるのを感じ、俺は錬金術士だと自分自身を𠮟しっ咤たする。

　迷っている場合ではない。スキルポイント、投入だ！




：錬金術Lv26になりました………錬金術Lv30になりました：

：『魂を抜きし供物』を習得しました：




　Lvアップログを注視していると、妙な名前のアビリティを習得した。

　供物って、生け贄にえに捧ささげるあれだよな……？




『魂を抜きし供物』

【錬金キット『カメラ』と『魔鏡』を使用し、魂の色を抜き取るアビリティ。あの世とこの世を結ぶ鏡で、この世ならざる者の姿を映し出すことができる。カメラでは写真で撮らえた者の魂を色として抽出し、錬金素材や武器素材へと変換させる。神仏に供そなえるにふさわしいモノを生成できる。実体のないモノ、光、幽霊、エネルギーなどからも新素材を発見できる】




　……おいおい。

　目に見えない存在すらも素材の糧にする禁忌の錬金術を習得しちゃったよ。

　それに魂の色……を抜き取る？　実体のないモノ……幽霊や、光、からも素材を採取？

　絶大にその可能性を広げていく錬金術に、感激のあまり全身がプルプルと震えてしまう。

「ふははははっ」

「天使さま!?」

「雲のように摑めぬモノも、その手中におさめ、己が追い求める知の礎へと変えていく！　まさぁに！　錬金術とはすんばらしい！」

　実体なきモノも素材に変化させるとかすご過ぎる。

「ッッッ!?」

　そして俺は、ハッとなる。

　もしかして【竜鳴きの谷】は何の変哲もないフィールドに見えたけど、錬金術なら隠された何かを発見できるのでは!?

　ピンと来た俺は、即座に街の道具屋へと錬金キットを買いに猛烈に駆け出した。

「て、てんしさま」

「悪い、ミナ！　道具屋に行く！」

　突き進む足取りは軽やか。

　突き進む錬金道は無限大。

　未み知ちの道みちを走り続けるこの感覚は、何にも勝る喜びと高揚感。

　そして、道具屋にて錬金キットのお値段をチェック！




：錬金キット『妖しい魔鏡』　　５０００エソ：

：錬金キット『古びたカメラ』　９０００エソ：




「たっか！」

　俺の興奮は値段の高さを目にした途端、一気に氷点下まで下がった。

「総額、１万４０００エソだと……馬車、買えるやん」

　金を生成するのが錬金術であるならば……金がかかるのも錬金術であった。

　神々の理を超越しうる錬金術ですら投資は必要なのか。

　世知辛い。この世界は妙に幻想的じゃない。




◇




　後のちに。

　道具屋の前でしばらく床に手をつき、絶望を落とす銀髪天使幼女と、その傍らで必死に励ます金髪神官少女の姿が見受けられた。その光景は某掲示板にてスクショとしてアップされ、話題を呼んだのは知る人ぞ知る裏話であった。




◇




　俺の懐は９万エソ超え。しかし、そのうち８万エソはミナへの借金であり、自分で扱える金額は１万エソとちょっとだ。それでも俺は『魂を抜きし供物』なる錬金術アビリティをどうしても使用したいがために、『翠玉エメラルドの涙』や『火種を凍らせる水晶フラム・アイシェ・クアルソ』などを生産し、『賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド』へ一心不乱に売り続けた。

　その甲か斐いあってか、夜の７時を過ぎたあたりには錬金キットを買えるエソが貯まり、＋５８００エソの売り上げを叩たたき出す。つまり自分で使えるお金が約１万６０００エソに膨れ上がった。

「つ、つかれた……」

　まだ何点かの『翠玉エメラルドの涙』は売れ残っているが、目標達成だ。

　やはりポーションはアイテム屋の方が安いわけで、お手製ポーションは性能がいいとはいえ、ほとんどの傭兵プレイヤーたちは俺のポーションを買ってはくれない。

「それでも売れ行きはなかなかだったかな？」

　１万６０００エソを握りしめ、俺は道具屋にて錬金キットを購入する。




『妖しい魔鏡』

【幽霊など実体なきモノの姿を映し出す錬金キット】

【光などエネルギー体を吸収する錬金キットでもあり、吸収した光やエネルギーを素材化することができる】




『古びたカメラ』

【撮ったモノの魂色を写真として抜き出す錬金キット。写真に収めた対象を倒すと、完全に写真へと魂色が宿る。採取した色を抜き取るには錬金術アビリティ『合成』にて『インク』と合わせれば、写真にこもった色を素材化できる】




『インク』は道具屋にて１瓶１００エソで販売しており、消耗素材にしてはなかなか高額だ。

　さてさて、色が採取できるというこの優れモノ。

「さっそく試し斬りならぬ、試し撮りをしたい！」

　チラリと横に目をやれば、ミナがいる。彼女は俺が金策をしている間、ログインしっぱなしだったけど現実リアルの方では学校の課題を黙々と進めているらしい。

「あの、ミナ？」

「はい、天使さま？」

「俺、これから行きたい場所があるんだけど、ミナの勉強の邪魔になるようなら俺一人で──」

「わたしも天使さまとご一緒します！」

　こうして頰を上気させるミナを引き連れ、【竜鳴きの谷】に直行する運びとなった。

　ゴォォオーッと時たま風の唸うなり声が聞こえる、うら寂しい谷はやっぱり何の変哲もない場所だ。しかし、今はちょうど朝日が出る頃合いで、どうにも清々しい気持ちにさせてくれる。

　太陽の光を浴びて谷は影を伸ばし、地平の彼方からは眩まばゆい暁が顔を出す。はっきりと明暗の分かれた風景はある種の美しさを纏まとっていた。

「まずは記念に１枚！」

　レンズを覗のぞき込み、シャッターに指を添える。そして赤茶けた谷を遠目からパシャリ。

　するとどうしたことか。

「おお？」

　まさかの素材、いや、アイテム化？

　撮ったモノがインスタントカメラよろしく、１枚の写真としてニュニューッとカメラ下部から出てきたではないか。




『竜亡き無法地帯』【写真】

【多くの竜が存在していた渓谷。しかし今は知能を奪われた竜の残骸、悠久の時を経て劣化種の巨大トカゲが生息するのみ。かつては竜たちが力強く走り回り、竜の声が流れる谷だった。今、谷の間を走るは、寂しく流れる風の音。その悲しき音色は、世界の守護法を壊された亡き竜たちの慟どう哭こくを連想させる】




　ふむふむ、ここでクラン・クランの世界観が登場か。竜は神人デウスとの戦いで滅んだって話だったっけ……。

　って!?　まさかの説明文付き写真じゃないか!?

　撮ったモノを素材化はできなかったが、これは紛れもなく世紀の大発見だ！

　なぜなら撮った景色や事象、物体、全てを写真というアイテムに変換し情報収集ができる、という超便利な錬金キットに他ならない。

「これはすごい！」




：光系統は魔鏡を使って、素材の採取をしましょう：

：カメラでは素材化できません：




「……ん？」

　そんなアシストログを見た俺は、はたと気付く。

　光、光……。

　朝日のことか！　もしかして通常時の太陽光では採取できない可能性もある。

　そう、例えば日が昇りきってしまったら──だとしなくても、普通の太陽光より朝焼けや夕焼けの光は貴重だから採取しない手はない。

　俺はその考えに至るとすぐに『妖しい魔鏡』を取り出す。




：実体なきモノを映しますか？：

：実体なきモノを吸収しますか？：

：実体なきモノを物質化しますか？：




　幽霊などの存在を映し出したい時は一番上の項目を選べばいいのか。

　となると、今は光の採取をしたいわけだから、吸収を選択する。

「早くしないと、まずい」

　日がどんどん昇ってゆく。

　時は金なり。いや、時は黄金あさひなり。

「黄金は決して手をこまねいて待ってはくれない！」

　一日の始まりを告げる夜明けを失わないように……１分１秒が惜しいとは、まさにこのこと。

　錬金術は時の真理すらも、こうやって気付かせてくれるのだ。

「光を我が手に！」

『妖しい魔鏡』を握りしめ、頭上高く掲かかげる。

　寂れた谷の前で俺少女が叫ぶ。

　右手で手鏡を天へと向け、左手を腰に当て、決めのポーズをとること１分。太陽は完全にその身を青空へと浮上させた。




：『竜血を照らす緋色ドラディル・スカーレット』が『妖しい魔鏡』に溜たまりました：

：光を物質化、色として抽出する時は、なるべく光のない暗い場所で行いましょう：




「『竜血を照らす緋色ドラディル・スカーレット』……」

　もしやこの赤い谷は、神人デウスに倒された竜の血で染まり現在の色になったのかもしれない？

「この調子で、カメラと魔鏡を使ってどんどん採取だ！」

　俺は歓喜にうち震えた。




：光系統は錬金キット、『鎖のレンズ』『望遠鏡』『星々の海鏡ルーペ』『ちりばめられた天鏡』『博士の愛したモノクル』などを併用して採取すると、より品質のいい光色が採取できる：




「ふむぅ」

　アシストログを見る限り、まだまだ『魂を抜きし供物』で使う錬金キットは多種多様であるようだ。

　俺は左手に『妖しい魔鏡』を持ち、右手に小太刀『諫いさめの宵よい』を握りしめ、首から『古びたカメラ』をさげて『竜鳴きの谷』へと足を踏み入れる。

「なんだ？　あのヘンテコな女の子は」

「でも、可愛いよな」

「そうだけど、なんかおかしな行動をしてなかったか？」

「朝日に向かって変なポーズとってたよね（笑）」

　近くで、俺と同じく『竜鳴きの谷』へ入ろうとしていた傭兵プレイヤーたちが何やら言っていた気がするが、今はそれどころではない。

「ミナ！　行くぞ！」

「はいっ！」

　まずは大トカゲの魂の色を採取だ。

　谷の岩肌に張り付く大トカゲをパシャリと写真に収める。




：『古びたカメラ』で『大トカゲ』の魂を抜き撮れました：

：撮った大トカゲを討伐すれば『大ガ地イにア染ーみスつ・くブ土ラ気ウ色ン』が写真に宿ります：




　うわぁぁあ！

　どんどんロマン溢あふれる色が採取できそうだ！

　あとはチロチロと舌を出しながら岩肌にへばりついている大トカゲを討伐すればいいだけだ！

「フッ、まずは俺が先制する！」

「はいっ！　『風の刃よ、我が剣となりて猛威を振るえ』！」

　ミナの詠唱から魔法発動まで平均３～５秒。それまでに俺は岩肌を蹴り上がり、素早く大トカゲへと接近する。ついで小太刀を右に斜めに振るっての二連撃。

『グキュウッ』と痛そうな鳴き声を上げた大トカゲからすぐさま飛び離れる。

「『断フ絶ィをロそ・よエ風スに乗パせてダ』！」

　どうやら無事、ミナは魔法を発動するための詠唱問題を正解できたようだ。

　ミナが右手を振るえば、見えない剣が瞬く間に大トカゲの頭をスッパリと切り裂いた。岩肌からボトリと音を立てて落ちた大トカゲはうねうねと身体をひねっており、まだ息があった。

　しかし、俺がトドメの一撃を頭部へと突き刺せばすぐに微動だにしなくなる。

「ふぅ」

「やったです！」

　安全を確保できたと確認し終えた後、撮った写真を観察する。




『小さき竜の残ざん滓し』【写真】

【竜の再生力をごくわずかに継承した大トカゲ。特に尻尾の部位は切られてもすぐに新しく生やす】

【大ガ地イにア染ーみスつ・くブ土ラ気ウ色ンが抽出できる】




　よし。この写真を持ち帰り、『インク』と『合成』して色を抽出すればいいんだな。

　しかし、錬金術には失敗はつきものだ。上手く色を写真から造り出せる保証はない。

　ストックをいくつか持っているべきだろう。

「さて、大トカゲ狩りといきますか！」




◇




「天使さま、綺き麗れいですね」

「うんうん。こんな所にひっそりと植物が生えてるのは予想外だ」

　茶色ばかりが続く谷でも、珍しく緑溢れる場所を発見した俺たちはそこで小休憩を取っていた。

　膝丈ほどある背の高い草花に囲まれて、自然の香りを楽しむ。花からは無数の白い綿毛がふよふよと浮き、この一帯をより幻想的に演出しているのだ。

　せっかくだからこの景色も撮ってみようと『古びたカメラ』を構える。

　カメラのファインダーを覗き込んだ時──

　視界に鈍色のトゲトゲとした武器が横から突如として出現した。

「わっ」

　驚いて、身を引きながらファインダーから顔を離す。

　どこから現れたのか、俺たちの前には二人の傭兵プレイヤーがいた。

　一人は見たことのある人物で灰髪の少年だ……腰にサーベルを携たずさえ、動物の毛皮を使用した立派な防寒マントをはためかせている。長いマントの下には鉄製の鎧よろいが見え隠れしており、実力派領主の跡取り息子といった風格すら感じさせる。

　彼の傍らにはそこそこ長身の傭兵プレイヤーが、全長１・５メートルはありそうな金棒を片手で悠々とぶら下げている。身につけているモノは銅色の大きな胸当てと革の腰巻き、腕と脚をガードする鉄防具だ。

　カメラ越しに突如として映ったのは、この野人みたいな傭兵プレイヤーが持つ武器だろう。

　トゲトゲのついた金棒をプラプラさせながら、こちらに気だるげな視線を送ってくる。

「ヴォルフ、こいつが例の傭兵プレイヤーなのか？」

　野人の方が毛皮マントへ、退屈そうな口ぶりで話をふる。

　すると灰髪の少年は、フンッと何かの獣がするような仕草で鼻を軽く鳴らした。

「目が覚めるような銀髪、その銀糸に青い星々の煌きらめきを宿らせた少女。間違いないな、ヴァイキン」

　ヴォルフと呼ばれた少年は俺を値踏みするように観察してくる。そう、彼は先ほど晃夜たちと一緒にいた時に会ったばかりの少年だ。

『何か困ったら傭ク兵ラ団ン【一匹狼】に来い』と話しかけてきた時とは違い、その目つきが異様に鋭いから少しうろたえる。

「ふんッ……こいつが噂うわさの『天使ちゃん』で間違いないだろう」

　かなり恥ずかしい表現で俺を分析しているようだが、決して友好的な空気ではない。と、なると戦闘になるかもしれないと懸念し、俺は油断なく身構える。

　横にいるミナをチラリと見る。

　ミナは目を大きく開け、少し怯おびえているようだ。

　無理もない。どう見てもあちらの方が、傭兵[image: ]傭兵ＰｖＰの経験が豊富そうだ。悔しいが、俺たちは奴らがここまで接近しているのにまったく気付けなかった時点で、こちらより上うわ手てと判断する他ない。さらに言えば奴らは先手を取れるにも拘かかわらず、余裕然とした態度で何もしてこなかった。きっと相手の一人デカブツが持つ武器の間合いに入っているのだろう。

「ほんとかよ？　役立たずのミナヅキは別として、賢者ミソラと一緒にいたって情報が入ってる、天使野郎だろ？　そんな傭や兵つが警戒もせず、俺たちがここまで近付くのを気取れないなんて、ありえるかぁ？」

　がなりたてる野人のモノ言いにムッとしつつも頭は冷静に働かせる。

　どうやら目の前の二人が、俺に近付いてきたのはミソラさん絡みのようだ。

【妖精の舞踏会】が間近に迫っているこの時期だからこそ、こういう輩が出てくるのは十分にあり得る。

「ミナ、確か傭ク兵ラ団ン『一匹狼』って……」

「……はい。以前、わたしがお世話になっていた傭ク兵ラ団ンです……」

　俺が奴らから視線を逸らさずに質問をすると、ミナは今にも消え入りそうな声で返答してきた。

「あ、あのお二人は……『一匹狼』の団長さんと、副団長さん、です」

　ミナの怯えるような説明を聞いて納得する。

　ゆらちたちが説明してくれた内容を思い返す。15歳以下の傭兵プレイヤーばかりが集まって構成されている傭ク兵ラ団ン、『一匹狼』。彼らは子供である利点を活かし、『15歳以下を対象とするファーストアタック不可システム』で大人たちを手玉にとるという。

「おい、ミナヅキ。ザコが勝手に喋しゃべってるんじゃねぇ」

　ミナの発言に、ヴァイキンと呼ばれた野人は一方的な態度でミナを恫どう喝かつする。

　さっきから何なんだこいつは。

「叩き潰すぞ？」

　ズシンと金棒を地面に置き、こちらを威圧してくる。

　その横暴な態度に、俺が進み出て文句を発しようとした時。

「ふんッ……やめろ、ヴァイキン。今日は傭兵[image: ]傭兵ＰｖＰをしに来たわけじゃないだろ」

　それを先に制したのは、サーベルを帯剣する団長ヴォルフだ。

「っち。ヴォルフがそう言うなら……」

　不承不承といった体ていで、ヴァイキンとやらは一歩、身を引いた。

　その代わりというように、ヴォルフが前に進み出てくる。

　俺たちとの距離は２メートルもない。

「それにヴァイキン。ふんッ……ミナヅキはそう使い物にならない傭兵プレイヤーでもないだろ？」

「ああん？」

「よくやったな、ミナヅキ」

　ヴォルフはそう言って、両手を広げながらこちらへとさらに進んでくる。

「噂の銀髪天使に取り入って、上手く情報を聞き出すって約束は順調そうだな？」

　油断のならない笑みを浮かべ、ミナを見据えるヴォルフ。

　俺は一瞬、彼の発する言葉の意味がわからなかった。

　ミナが俺に取り入って、情報を聞き出す約束？

「あぁ、そうか。そうだったな。ザコのくせになかなか使えるじゃねぇか、ミナヅキ？」

　ヴォルフの言にヴァイキンも同調しながら、近付いてくる。

「約束通り、お前を傭ク兵ラ団ン『一匹狼』に戻してやってもいい。銀髪天使とお前が、カイトやヒロシたちをキルしたのは大目に見てやる」

　前に衝突した少年傭兵プレイヤーらの名を引き合いに出しながら、ヴォルフは手を差し伸ばす。

　あれは少年たちが恐喝まがいなことをしてきたから反撃したのだと言い返そうとするも、続くヴォルフの言に機先を制されてしまう。

「それに、ふんッ……銀髪天使。お前もうちに入ったらどうだ？」

　ヴォルフの相手を値踏みするような視線がミナから移動した時、その双そう眸ぼうが卑しく細まった。その欲が見え隠れする瞳と相対した時、言いようもない嫌悪感を覚えた。

「うちの傭ク兵ラ団ンは15歳以下の傭兵プレイヤーで構成されている。見たところ、お前も15歳以下だろう。これはさっきも確認したな？」

　俺が持つミソラさん絡みの情報は貴重なのだろう。それらを狙って、ミナは俺に近付き、親密になったとでも言うのか？

　そして最初から『一匹狼』に手引きしようとしていた？

「……ミナ、本当なのか？」

　俺と出会い、一緒に冒険をし、その全てがこいつらとの約束だった？

　さっき、錬金術の話に興味深そうに耳を傾けていたのも、この傭ク兵ラ団ンに再入団したいがための演技だったのか？

　小さく震えるミナは、下を向き黙っている。

「ミナ？」

　俺の再三の問い掛けに、ミナはハッとした表情で俺を見る。

　そして、ゆっくりと俺へと手を伸ばす。

「じん、たろうくん……」

　本名で、本気で俺の名を呼ぶももこ。その不安に揺れる瞳には怯えの色が濃い。そして、その恐怖の対象は俺ではなく、眼前の二人に向けられたものだと直感的に理解する。

「ミナ……」

　そっと伸ばされた小さな手をしっかりと握る。

「大丈夫。言ってごらん」

　俺の励ましにミナは意を決したようにこくりと頷うなずく。

　金髪少女ミナは、ヴォルフとヴァイキンに向き直りゆっくりと、しかしハッキリとした口調で言葉を吐き出す。

「わ、わたしは、あなたがたの団に、戻る気はありません。わたしはあなたがたに言われて、天使さまと一緒にいたわけではありません。そんな作り話は、やめてください！」

　言い切ったミナが、ギュッと手を握る力を強めてくる。

　それを見たヴァイキンが金棒を肩に担ぎ、しかめ面を作った。

「っち。おまえはバカだな。おまえみたいな奴がこのクラン・クランで、大きな被害を受けることなく楽しくプレイできると思ってるのか？　話を合わせて、おまえからも天使野郎を勧誘してれば……どっちもハッピーエンドだったのに、つくづく使えねえ奴だな」

　彼はイラついたのか、腹立ち紛れにゴスンッと金棒を地面に叩きつけた。それによって舞った土つち埃ぼこりは小さな俺たちにふりかかり、続けて野人は小馬鹿にした口調で悪態をつく。

「ったく、使える情報を手元に確保するのは常道だろうがよ。やっぱり戦闘も弱けりゃ頭も弱よええなぁミナヅキぃ」

　ミナがどうして、この二人に対してこんなにも怯えているのか。彼女と『一匹狼』のしがらみを俺は知らない。だけど、この場で、ミナのフレンドとしてできることはあるはずだ。

　俺はミナを庇かばうように背中で隠し、腰にあった小太刀へと手を伸ばす。

　緊張が一気に高まるのを感じる。

「ふんッ……傭兵プレイヤーとして生きる。それは確かに自由でもあるが、自由は危険と背中合わせだ。自由であるとは何をしてもいいし、何をされても文句は言えない」

　暴力を絵にしたようなヴァイキンを背後に従え、ヴォルフは静かに俺たちに語りかけてくる。

「子供たちを使い、自分たちだけが甘い汁を吸っている卑ひ怯きょうな大人たちもいる。ならば子供である俺たちは、狡こう猾かつに奴らを出し抜く必要がある」

　ヴォルフは毛皮のマントをはためかせ、鋭い眼光をこちらに向ける。

「ふんッ……話を、仕切り直そうか」

　そして、ゆっくりと腰につけたサーベルを鞘さやから引き抜いた。

「一人じゃ何もできないミナヅキを、俺たちがまた保護してやるって言ってるんだ。ただし、見返りと言っては何だが有益な情報、賢者ミソラに関する情報を持ってそうな銀髪おまえも一緒に入団するのが条件だ。お互いウィン・ウィンな提案だろ？　もし、この話を吞のめないのであれば……」

　シャリンッと透き通った音と共に、サーベルの剣先をこちらに向けてくる。

「そのどうしようもない臆病者ミナヅキと一緒に、この場で俺たちの狩りの餌エサにでもなってもらおうか。15歳以下同士の傭兵プレイヤーに、攻撃不可対象システムは作動しないからな」

　なんて強引な勧誘方法なんだ。

　キルされたくなかったら、傭ク兵ラ団ンに入れだなんて。

【妖精の舞踏会】が間近な今、賢者ミソラに関する情報を欲しているのはこいつらだけじゃないのはわかる。俺がミソラさんとミケランジェロにいたのを、多数の傭兵プレイヤーに目撃されていたのは認知していたし、こういう絡まれ方もするのだろう。

　でも、そんなことよりも、癇かんに障さわることがある。

「ミナを悪く言うのは、やめてくれないかな」

　気に入らない。

　最初から最後まで、ミナを見下した態度で心ない言葉を発してくるコイツらが。さらに、ミナがあるまじき悪質行為に加担していたというウソまでついて。

　そして、何より……。

　一瞬でもこんな奴らの話に動揺し、ミナを疑ってしまった俺自身に強い怒りを覚える。

　許してくれミナ。二度はない。

「あ？　叩き潰すぞ？　チビ野郎」

「俺が小さ過ぎて、鈍いお前の金棒じゃかすりもしないな」

「ってめぇ……」

　俺は挑発しつつも、手持ちのアイテムストックを確認する。

　魔ま笛てき『戦せん慄りつの調べ【月夜の晩に】』を吹いている隙はない。となると今のミナではＭＰブーストをかけられないので、初級魔法しか撃てない、か。

　そもそも詠唱している間を与えてもらえる気がしない。速攻性かつ攻撃性があるのは、『狙い撃ち花火（小）』ぐらいだ……しかしコレも、この距離で使用する暇を相手が与えてくれるとも思えない。

　あとは『翡翠エメラルドの涙＋２』と、初の対人戦で目くらましとして活躍した『ケムリ玉＋２』。

「ヴァイキン、落ち着け……。ゴミスキルの錬金術をとっている銀髪相手に本気になる必要はない」

「はっ。確かにそうだな。ザコのミナヅキに加え、ガラクタしか作れない錬金術じゃあ何の役にも立たないな！」

　錬金術すらも愚弄する二人に、俺はギリッと奥歯を嚙かみ締める。

「試してみるか？　少なくとも元団員をいびるだけしか能のない、孤高のお一人様を気取った狼もどきにひと泡吹かせるぐらいなら簡単だぞ？」

　粋がってはみるものの、勝ち目は非常に薄い気がする。

　だが、こいつらの横暴に屈するのはすごく不愉快だ。だから、できる限り抗ってやる。

「ふんッ……。やれるものなら、やってみろ」

　ヴォルフがそう告げて、サーベルを持っていない方の手をあげた瞬間、ざわりと草花が鳴る。

　その音に目を向けると、あたりには他に４人の傭兵プレイヤーが潜んでいた。

　見た目からして12～14歳の少年ばかり、一目で『一匹狼』の団員だと判断できる。

　最初から身を隠し、俺たちを囲んでいたのか……。

「『一匹狼』っていうわりにずいぶんと群れてるみたいだな。そんなにミナや俺が怖いわけ？」

　隠蔽スキルや暗殺スキルに関して学ぶ必要があると強く後悔しつつ、俺は絶望的なこの状況をどうにか打破できないか思案する。

「てんめぇ……」

　さて、どうするか。

　手持ちのアイテムを駆使しても、さすがに２対６は切り抜けられないだろう。

　ヴァイキンとヴォルフだけでも戦力差はすごくありそうだし……。

「さて、どうする？」

　俺の内心を読むように、ヴォルフはジーッと俺を見据え、こちらの出方を窺うかがっている。

　それは威圧するように、脅おどすように。

「くっ」

　一いちか八ばちか。

　ここは悔しいが逃げの一手に賭けるしかない。

『モクモク草』と『石ころ』、『紅い瞳の石レッド・アイ』を合成して作った、ピンクの『ケムリ玉』を握り、素早く地面に叩きつけようと己の右腕を振りかぶる。

「ばほふぅッッ!?」

　しかし、俺の一連の動作は背後から首を押さえ込まれ、そのまま地面に顔を叩きつけられたため、中断せざるを得なかった。

「だ、誰!?」

　ミナの怯える悲鳴が上がり、周りが一斉にざわついた。

　そして『ポコンッ』と間抜けな音が響いたかと思うと、続いてドサッドサッと何かが倒れていく。

　頭を押さえつけられた俺はどうにか状況を把握したく、地面に顔をくっつけたまま周囲に視線を巡らす。

　すると、さっきまで俺たちを囲んでいた『一匹狼』の団員４人が草むらに倒れているではないか。傍かたわらには、一瞬で無力化を敢行したと思われる新たな傭兵プレイヤーが二人、ゆらりと立っている。一体、どのような手法を使ったのだろうか。

　そこまで把握できたところで、急に頭を押さえつける力から解放されたので、俺は慌てて顔をあげる。

　一体、どこの誰が俺の頭を摑んでいたのだろうか。そんな疑念は彼女を見た途端、すぐに解消された。

　俺の傍らには、黒髪ポニーテールの麗人が立っていた。
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　そしてそのヒトは言った。

「『さて、どうする？』だなんて言葉は、私たちがおまえに問う台詞だ」

　双剣を腰に携え、漆黒のマントを優雅にはためかせた姉あねがそこにいた。




◇




　瞬く間に『一匹狼』の包囲網を破壊し、４人の傭兵プレイヤーを狩り獲ったのは、まさかの姉とその仲間たちだった。

「これは驚いたな。傭ク兵ラ団ン『首狩る酔狂共』が俺たち『一匹狼』に何のようだ？」

　ヴォルフは俺たちと相対した時とは違い、警戒をあらわにした。体勢を低く身構えたその姿は、まるで獲物を狙う狼を連想させる。

「少し癇に障る光景が目に入ったから、ちょこっと子供たちには眠ってもらっただけ。晩ばん酌しゃくに子が供きを付き合わせるほど、非常識なことはしないわ」

　対する姉は、どこ吹く風といったように、近所で散歩でもするかのような余裕の態度だ。

「ふんッ……15歳以下の傭兵プレイヤーに対して、外傷行為を実行できないシステム。だが、それはステータス異常の特化アビリティは例外か。睡眠状態にするのは可能だと……これは勉強になった」

「勤勉なことは美徳だけれど、坊やたちは寝る時間だ。とりあえず、うちの子にちょっかいを出すのをやめてくれたなら、夜更かしも許してあげようかしら」

「まさか団長である『風の狩人』シンご本人自らの宣言か。だが、獲物を横取りするなんてマナー違反だぞ？　そこの銀髪が、おまえらの団員だと聞いた覚えはないんだがな」

「個人的にこの子はウチの子でね。聞いてないのかしら？　手出しするなら狼のひよっこに、本物の狩りを身体で教え込むことになりそうだけど。もっと勉強していく？」

　姉のヴォルフを睨にらむ目つきに険けん吞のんさが増していく。

　背後で姉の仲間であろう傭兵プレイヤーたちも、ジリジリとこちらににじり寄ってきている。

「ふんっ……。お前らみたいにやたら軽々しく首を狩るほど、分別のない子供ではないのでな。今日はこれにて撤退するとするか」

　子供に子供と言われ、皮肉をもろに受ける姉。

「そういうことは、大将首を討ち取る力をきちんと携えてから言うものね。負け犬の遠とお吠ぼえかしら？　あら、失礼。一応は狼のひよっこだったわね」

　さすが姉。きっちりと皮肉を返してらっしゃる。

「っち……ヴァイキン。分ぶが悪い、退くぞ」

「おうよ……」

　そうして『一匹狼』の残党たちが姿を消すのを油断なく注視する姉。彼らがいなくなるのを完全に確信した頃、ミナの両脇で待機していた姉の仲間とおぼしき二人の傭兵プレイヤーに頷く。

　そして『はぁ……』と溜ため息いきをつき、俺の頭にポンッと手を置いた。

「太郎……キャラバグはまだなおってないようね？」

　俺とミナを救い出してくれた姉は、怪け訝げんそうに眉を寄せる。そしてどこか不機嫌そうな目を向けてきた。

　ほっと息をつくのも束の間で、姉に『性転化病』かもしれないって伝えなければと胸が締め付けられる。人一倍、心配性な姉が他から俺の状態を耳に入れたらヤバいことになりそうで……だからこれは俺の口から言わないといけない。

　わかってはいるのだけれど……友達や家族に、現実でこの姿を見られるのを想像する。

　もし、もしも。

　俺と認知してくれなかったら。

　ゲームの中では、『ゲーム』だから受け入れてくれている親友たちや姉も……。

　現実で、この銀髪幼女の姿を目の当たりにしたら、きっと今まで通りの仏ふつ訊じん太た郎ろうへの対応ではなくなるのではないのだろうか。

　ミナへ打ち明けられたのは────ももこは特殊なケースだったから、俺と同じく身体に大きな変化が生じていたから、あんなにすんなりと受け入れてくれたんだ。でも、みんなは違う。

　みんなの気持ちが、見えない。

　その恐怖で……口が動いてくれない。

　俺は、今は姿が変わってしまっているが、16年間を男として生きてきた仏訊太郎だ。

　自分の容姿を見るたびに、そう強く思うようにしている。

　保っている。

　でも、夕輝や晃夜が。

　姉が。

　俺の姿を見て……態度を変えてしまったら、否応なく自分は変わってしまったのだと認識させられる。自お分れが自お分れでなくなってしまったと、そう思うのが酷く怖い。

「あぅあ……」

　何とも言えない間抜けな返事が、俺の口から漏れ出てしまう。

「あんな奴らに絡まれたからには、もう知ってると思うけれど。太郎を賢者ミソラの件で狙う輩は出てくる。そのキャラは目立つわ。さっさと運営に報告しなさい」

　有無を言わさぬ姉の口調に、思わず口ごもる。

「で、でもっ」

「私が太郎を監視っ……たまたま太郎の傍にいたからよかったものを。またあんなのが出てきたら、助けられないかもしれない」

「……姉。今、監視って言わなかった？」

「そんなのはどうでもいいわ」

「いや、良くないかと……」

　俺たちが微妙な空気を出す中、なぜか背後では盛り上がりを見せ始めた。

「姉し妹まいゲンカはいい酒の肴さかなになりそうだなぁ、トム？」

「そんなこと言ったらマズイぜ、ジェリー」

　それは姉の仲間たちの話し声。

　俺と姉がきょうだい、だというのは事前に姉から聞いていたのだろうか？

「なにがマズイんだよ？　トム」

「いつもシンさんが俺らを罵ののしってくるじゃねぇか。飲んだくれって。まさにその通りになっちまうぞジェリー」

「いいんじゃないか？　おれたちは『首狩る酔狂共』なんだからよ」

「ガハハハッ確かに飲んだくれだわ！」

　笑い声を上げる姉の傭兵団員クランメンバー。

　助けてもらったわけだし、これぐらいのからかいは別に気になったりはしない。

　だが、どうしてもツッコミをいれたい部分がある。

　姉妹ゲンカではない。

「「姉きょう弟だいゲンカ（だ）です！」」

　見事に俺と姉の叫び声は、重なったのであった。





３話　紅に決意を







「姉あね……助けてくれて、ありがとう」

　とにもかくにも、『一いっ匹ぴき狼おおかみ』のヴォルフとヴァイキンの強引な傭ク兵ラ団ン勧誘から助け出してくれた姉にお礼を述べておく。

「お礼なんていい。太郎は私の弟だから」

　淡々とした口ぶりで、さも俺の手助けをするのは当たり前といったスタンスでのたまう姉。

　姉の何気ない弟発言に、俺の胸につっかえたものがスッと溶けていくのを嚙かみ締めながら、姉を見つめる。

　少し吊り目がちの姉はいつも通り、凜りんとしていて心強かった。

　そんな姿にホッとしつつも、俺ってこんなにシスコンだったっけと頭を傾げる。

「太郎。そのキャラバグの件にしても、私は心配だけど……賢者ミソラと行動を共にしていたと噂うわさされている方も心配だわ」

「それは……」

　やはり姉もミソラさんと俺がミケランジェロを歩いていたという情報を摑つかんでいたか……。

「太郎はわかっていないようだけど。各都市で開催される【妖精の舞踏会】、私の傭ク兵ラ団ンはミケランジェロの舞踏会に出席する。その意味を理解してる？」

「えっと……」

　それは……正直わからない。

　この前のラインで、俺と同じく姉も初期街である先駆都市ミケランジェロの舞踏会に参加すると聞いていたけど……その理由が何かは知らない。

　俺の様子を見て、それを悟った姉は小さな溜ため息いきを吐つきながらつらつらと説明してくれた。

「ミケランジェロの【妖精の舞踏会】には、第一級傭ク兵ラ団ンばかりが来るわ。いわゆる、最前線で攻略している手強い傭兵プレイヤーばかりが集うってこと」

「初期街なのに、なんで？」

「初期街だからこそよ」

　姉は真剣な顔で、俺の疑問に言葉を被せる。

「今回のアナウンスで、【妖精の舞踏会】が開催されると同時に、その都市の支配層が治めている区域が開放されるって告知されたでしょ。つまり、ミケランジェロを支配しているＮＰＣに会えるかもしれないってこと」

「でも他の都市もそうなんでしょ？　なんでミケランジェロに上級傭ク兵ラ団ンがこだわるの？　最前線の都市の方が色々と実りが多そうだけど……」

「都市を支配できた傭ク兵ラ団ンは、その都市に関して様々な恩恵を享受できるのは知ってる？」

　確か晃こう夜やから聞いた話だと、支配した傭ク兵ラ団ンがプレイヤーバザーでもある『賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド』の税率を変えたり、その税収をもらえるんだっけ。

「『賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド』の税収？」

「それだけではないけれど、そうね。そこだけの観点から見ても、ミケランジェロは美味しい都市なの」

　そうなのか？

「クラン・クランはサービスを開始したばかりのゲーム。初期街に人口が集中しているの。つまり、ミケランジェロの『賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド』を利用する傭兵プレイヤーの数はどの都市よりも多い。確かに、最前線の街で取り引きされている武器や防具は第一級傭兵プレイヤーたちが使うだけあって、どの都市よりも高い値で取り引きされている。だから単体での税収は高いかもしれない。けれど出品数は少ないわ。買い手も、一つ一つが高額商品だから消費数は少ないの」

　となると、ミケランジェロを制した傭ク兵ラ団ンは、他の傭ク兵ラ団ンよりも経済的に一歩、抜きん出るというわけか。

「初期街は、このクラン・クランをプレイしている全ての傭兵プレイヤーが利用したことのある街になるわけで。その街を支配した傭ク兵ラ団ンの名は誰もが知る物になる。その名声は、傭ク兵ラ団ンの勧誘に役立つはず。また、目ぼしい傭兵プレイヤーを他の傭ク兵ラ団ンが引き抜く前にスカウトできるチャンスも増えるわけ」

「なるほど……総合的に見ても、ミケランジェロをおさえた傭ク兵ラ団ンのメリットは大きいと」

　俺の結論に深く頷うなずく姉。

「そういうこと。それにミケランジェロは今のところ、一番規模の大きな都市だしね。そこは男の性さがだかなんだか知らないけれど、ウチの傭兵プレイヤー連中は『一番でかい都市を支配してなんぼのもの』とか訳のわからない戯言垂れ流して息巻いてるわよ」

　確かに先駆都市ミケランジェロの面積は広大だ。

　現在、開放されていない城の区画も含めればさらなる大きさを誇ることになるだろう。

「だからね、太郎」

　姉は俺の思案を遮るように、先ほどよりも数段、冷たく低い声で俺に呼びかける。

「【妖精の舞踏会】の会場は、各都市の支配層が管理してる区域でしょう」

「確かにそんなアナウンスだったような気がするね……」

「先駆都市ミケランジェロの支配を目論むためにも、現在のミケランジェロの支配層を一目拝おがめるチャンスがあるのなら──」

　獲物を狙う残忍な狩人のように、姉はほくそ笑む。

「行くしかないだろう？」

「姉、怖いよ……」

　俺が半ば、身を引きずるように下がる。

「シンさん、そんな小さな妹さんを怖がらせちゃいけないぜ」

「シンさんは同じ傭ク兵ラ団ンの俺らでもこええからなぁ。ビビるなって言う方が無理だろ」

「ちげえねぇ」

　俺の疑問とは裏腹に、姉の背後ではゲラゲラと愉快そうな笑い声が上がる。姉の仲間たちが、俺たちの一連の受け答えを聞いて、べしべしとお互いの肩をどつき合っている。

　ミナはそんな二人に挟まれて、縮こまっている。

　おっと。すっかり、姉との話に夢中になっていたから忘れていたことがあった。俺は急いで談笑をかわす姉の仲間へと走り寄る。

「太郎？」

　姉の呼びとめる声に片手を上げて応え、改めて姉の仲間たちに向き直る。

「俺たちを助けてくれて、ありがとうございました」

　ぺこりとお辞儀をし、二人のおっさん傭兵プレイヤーにお礼を述べておく。

　俺の感謝の言葉に、おおうと、のけぞる姉の仲間たち。

　そして俺はさりげなくミナの手を取り、もう大丈夫だねって頷く。すると彼女は弾かれるように俺に倣ならって頭を下げた。

「あ、ありがとうなのですッッ」

　ミナに続き、俺は二人のおっさん傭兵プレイヤーに笑いかける。

「いつも、姉がお世話になっています。これからも、姉のことをよろしくお願いします」

「おおう……こりゃぁ……」

「いやはや……えれぇこったな……」

　すると、どうしたことか。

　姉の仲間たちは、先ほどまでのはしゃぎっぷりをすっかり収めて、まじまじと俺とミナを見て、最後にジーッと俺を凝視する。

　穴があくほど、俺を無言で見る二人に俺は首を傾げる。

「あの、どうかしましたか？」

　俺の問い掛けに、二人はビクンッと背筋を伸ばし赤ら顔で頭をぽりぽりとかき始めた。

「い、いやぁ。嬢ちゃんに、そんなことをお願いされたらなぁ」

「し、シンさんのことは俺らに任せておけぃ」

　しどろもどろに答えるオッサンたちの背後には、いつの間にか移動したのやら。腕を組み、仁王立ちした姉が二人を睨にらんでいる。

「あなたたちの面倒みてるのは、私の方でしょ」

「ひぃッ」

「ふぅッ」

　振り向いて、姉の顔を見た二人はビクついた反応をする。

「……ま、まぁ、今回は。協力してくれて、あ、ありがと……」

　そんな二人に、目を合わせないでボソッと小さな声でお礼を述べる姉。

　その姉の様子に、二人は頰を緩ませる。

「やっぱ、おりゃあシンさん派だ」

「俺は一瞬たりともブレたことはないぜ。お前と違ってな」

「おい、てめえ。さっきそこの銀髪嬢ちゃんに照れてたじゃねえか！」

「おまえこそ！」

「な、なんだ、お前たちは。うるさいぞ！」

　口くち喧げん嘩かを始める二人を諫いさめる姉を見て思う。

　ガヤガヤと騒がしい二人に囲まれて、姉は笑っていた。

　きっと、二人は姉にとって信用のおける仲間で、姉はこのクラン・クランを心底楽しんでいるんだなって思えた。

　そんな３人を眺めていれば、自然と笑みは深まる。

『よかったな姉』と胸中で呟つぶやけば、ふと姉と目が合う。姉の細まった瞳はゆっくりと、ミナと繫つながれた俺の手へと落とされていった。

『仲良くやりなさいよ』

　耳元で急に姉の声が聞こえ、思わず身体がピクッと反応してしまったが、すんでのところでなんとか耐える。姉が唐突に口パクをしたと思ったら、フレンドメッセージで通話を飛ばしてきたのだ。

　そして姉はいたずらっ子のように口角を持ちあげたのだった。




◇




　今後もさっきみたいな危険があるかもしれないと提言した姉の意向に沿って、俺とミナはミケランジェロへの帰路を姉とその仲間たちに送ってもらっていた。

「姉…………」

「うん？」

　クラン・クランの世界はもうすぐ夕刻時で、西の彼方へと太陽が徐々に傾き始めている。

　紅に染まる世界が、俺の中で広がる焦燥感に拍車をかける。しなくてはいけない質問があるのに、なかなか口に出せないのはやっぱり怖いから。

　暗い不安が広がるなか、俺はゆっくりと口を開く。

「あの、さ……姉」

「ん？　なによ？」

「昨日、今日のニュースは見た……？」

「いや？　一昨日からほとんどログインしっぱなしね。それ以外の時間は室内運動に割いてるわ」

　ニカッと潔く笑う姉にどう反応していいものやら。

　俺もヒキコモリがちだが、姉の方はもっとらしい。そういえば一度姉のマンションに行った時、ネットで買い溜めした食料品の山を発見して驚いたっけ。

「あはは……身体に悪いからご飯ぐらいちゃんと食べてる、よね……？」

「少量は食べているし、水分も十分取っている。次のランウェイまでに１キロ絞らないとだから、ちょうどいいダイエットになってるわ」

「……そうですか」

　とにかく姉はまだ……現実がゲームに浸食されているのを知らない、もしくは気付いていない……のかもしれない。細かく説明して、確認した方がいいのだろうけど……俺の重くなった口は閉じたままだ。

　これが夕ゆう輝きや晃夜が感じた恐怖。

　ジョージの時にもショックを受けたけれど、家族や周囲の人間と自分の認識に差異があって……それぞれまったく別の世界を生きているような感覚。それがもし、姉と俺の間に生じたらと思うと絶望でしかない。

　でも姉のキャラクリはリアルモジュールだからきっと大丈夫なはず。そう結論づけても、なかなか言えずに逡しゅん巡じゅんしていると、姉からの質問がきた。

「それより太郎。太郎は、その容姿のことをしっかり理解してるの？」

「この姿？」

『始まりの草原』についたあたりで、姉が俺のキャラについてツッコんできた。

「そうよ……まったく、太郎がお礼を言った時のトムとジェリーの反応を見ればわかるでしょ？」

　姉に付き従うように背後を固めている、姉の仲間。

　トムとジェリーさんを、視線だけで指し示す姉。ちなみに彼らは、見た目こそ四十代のキャラだけど、中身はどうやら二十代らしい。

　どうしてそんなキャラクタークリエイトをしたのかと尋ねたところ、二人揃そろって『傭兵プレイヤーといえば、渋いオッサンに限るだろ』と答えてくれた。

　見た目はともかく、言動や態度が全然渋くない二人に思わず笑ってしまったら、二人は気を悪くするどころか嬉うれしそうに頰をぽりぽりとかいていた。

　そんな二人に対しなぜか姉は鋭い視線を送っていて、ミナに至っては小声で『ロリゴン』などと毒づいていた。

「太郎のキャラは、すごく目立つの。この時期に、あんな噂が流されてれば余計にね」

「やっぱミソラさんのことか……」

「ミケランジェロという、今、最も活気のある都市の覇権を狙って、第一級傭ク兵ラ団ンが集結するの。そんな渦中に賢者ミソラと関わりがあるなんて囁ささやかれている太郎が、放っておかれるなんてあるかしら」

「ない……」

　姉の言う通り、『一匹狼』のような気に食わない態度の輩が、今後も絡んでくるかもしれない。

　さらに妖精たちの存在を知って、妖精たちの力を強引な方法で利用しようとする傭兵プレイヤーが出てくる恐れもある。

　そうなったらと思うと、妖精と人の間に挟まれた俺の立ち位置は非常に難しくなりそう。

　先のことを考えると、胃がきりきりと痛んだ。

「そういうこと。でも、不思議なのは私が予想していたより、太郎を狙う傭兵プレイヤーが少ない」

「そうなんだ」

「これも憶測と事実がとびかってるのだけど……とある傭兵プレイヤーたちが団結して、太郎に害なそうとする傭兵プレイヤーをひねり潰してるそうよ。太郎、何か心当たりはある？」

　えー。なんだそれ。

　自分の与あずかり知らぬところで、一体何が起こっているのか。

　もしかして、晃夜と夕輝たちが何かしてくれたとか？

「変な侍サムライ口調の傭兵プレイヤーを中心に、太郎を守る運動みたいなのが始まってるとか、なんとか」

「……それ、本当なのか姉」

「私もこの眼で見たり、直接会ったりしてるわけではないから確証はないけど。オンラインゲームのアップデート前とか、イベント前って色々な噂が出始めるから、ただのガセネタかもしれないわ」

「そ、そうか……情報、ありがとう……」

　姉はやっぱり姉で、どこまでも俺を心配してくれていた。

　同じ傭兵プレイヤーとしてかなり気になってもおかしくない、賢者ミソラさんに関する情報を一切聞いてこようとしないのが、何よりも俺の安全に意識が集中している証拠になっていた。

　そんな姉に……。

　俺はまだ、リアルでもこのゲームキャラと同じ姿になってしまったのを伝えていない。

　ゲームが現実に浸食しているのに気付けているのかという質問すら、できずにいる。

　俺は鬱うつ々うつとした気持ちで自身のキかャらラだを眺める。

　小さな体たい軀くは、まさに俺の小心っぷりを体現しているようだ。頭の後ろで流れる長髪の銀糸。それらは淡く、青く、微粒子を携えて光っている。

　いくつかの光たちはふわふわと頼りなげに姉の前に漂い、そして触れる前に霧散していった。

　姉が吐き出すどの言葉からも、俺を心配してくれているのが嫌でも伝わってくる。

　俺の心は不安と疑心に苛まれ、申し訳なさでいっぱいになってしまう。

「太郎……」

　そんな風に思考を巡らしていたからだろうか。

　姉がジッと俺を見ているのに気付けなかった。

「まだその小太刀を使ってくれていたのか」

　姉が指差すのは、クラン・クランで初の戦闘をした際に、譲ってもらった武器。小太刀【諫めの宵】。これに装備を替えたら、あっさりスライムを倒せるようになったことを、ふと思い出す。

　まだ数日前のことなのに、ひどく前の出来事のように思える。

「これ、使いやすいから」

「そ。ならいいけど。そういえば太郎、私がソレをあげた時の言葉を覚えてる？」

　姉から妙な質問が出ると、少しだけ冷たい風が吹いた。

　揺らされた漆黒の前髪を姉は耳にかけ、前を向く。

「は？」

　俺の小さな疑問の声は、サラサラと草の葉が揺れる音にかき消される。

　沈みゆく西日が姉の横顔に影を作り、姉の真意を窺うかがうことができない。

「ほら、太郎は恩に着るぜ、とか言ってたじゃない」

「あー、うん？」

　確かに小太刀【諫めの宵】をもらった時にそんなことを言った気もする。

「私、言ったわよね。『気にしなくてもいい、それ相応の対価は後ほどもらう予定だから』って」

「え……あ、うん」

　そういえば、そんな悪寒を覚える発言をしてたかも？

　……まさか、姉。

　今、その対価を俺に求めるのか!?

　一体なにを要求されるのか……恐怖に怯おびえる俺に対し姉は変わらず前方にだけ顔を向け、淡々と喋しゃべり続ける。

「忘れてないのなら、よかった」

　つかつかと前を歩く姉に、俺は置いてかれまいと歩む速度をあげる。

　姉が何を考えているのか不安になる。

「太郎は気にする必要ないの。太郎が大きくなったら、お姉ちゃんはたくさん恩返ししてもらう予定だから」

　だから、と続ける姉の声は優しさに満ちていた。

「何かあったなら、姉であるこの私に、何でも言いなさい。頼りなさい」

　姉の言葉は。

「これ、命令よ。私の弟に拒否権はないわ」

　俺が姉に心配をかけてしまうという罪悪感を、いとも容易たやすくぬぐい去ってしまった。

「それが、きょうだいってものでしょ」

　そう言いつつ、ツンと澄ました顔であさっての方向に視線を流しながら、頭をなでなでしてくる姉。
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　その掌は本当に温かくて。

　思わず、鼻の奥がツンとしてしまった。

　ずるいぞ、姉……。

「まったく世話の焼ける弟だこと」

　横からチラリと覗のぞき見した姉の顔は。

　西空に沈む夕焼けを浴び、口元には柔らかな微笑みを浮かべていた。

　温かなオレンジ色が、俺たちを包み込んでゆくなか──

　俺は静かに決心する。

「姉、次にうちに帰ってこれるのっていつ？」

「どうしたのよ、急に」

「あーうん……あのさ、直接会って話したいことがあるんだ」

「そう。じゃあ三日後の【妖精の舞踏会】が終わったら、そっちの家に一度戻るわ」

　よし。それまでに自分でできることはしておこう。

　市役所に行って、性転化病の報告と手続きぐらいは俺一人でもできるはず。そして妖精郷フェアリムの親善大使に関しても……聞いておかないといけない。





４話　魂を抜きし錬金術士







　大トカゲを狩り終えた俺たちはホクホク顔で先駆都市ミケランジェロへ帰還。姉たちに別れを告げるとミナも夕飯の時間らしく、ログアウトしていった。なので今は俺一人、早く錬金術を試したいと逸る気持ちを胸に街を足早で移動する。

『古びたカメラ』で撮った写真から魂の色を取り出すには、『インク』が必要なので道具屋へと向かう。

「心配なのはこっちなんだよなぁ」

　魔鏡を右手に取り出し、眺める。

「ううーん……」

『妖しい魔鏡』の説明文によれば、光から色を抜く時は明るくない場所がお勧めらしい。鏡に溜たまっている『竜鳴きの谷』で取れた朝日、『竜血を照らす緋色ドラディル・スカーレット』を上手に抽出できる場所はあるのだろうか。

　貴重な素材を抜き取る方法に懸念を抱きつつも、俺は道具屋で『インク』を13瓶ほど購入しておく。

　自分で使えるお金がほとんどなくなったのは心配だが、また『翠玉エメラルドの涙』を作成して売ればいい。

「よしっ！　輝剣アーツ屋スキル☆ジョージへ！」

　こうして足繁しげくジョージの店へと通う。

　フレンドリストをチェックすると、店主ジョージはまだログインしているようで、どこかでＰＴパーティを組んでいるようだ。

「いらっしゃいませ」

　出迎えてくれたのは女性ＮＰＣの店員。

「こんちゃー」

　手早く『インク』と『小さき竜の残ざん滓し』【写真】を合成して『大ガ地イにア染ーみスつ・くブ土ラ気ウ色ン』を作り出そう。

　ＮＰＣを完全スルーして『合成』に想いを巡らす。

「写真は11枚。インクは13瓶。チャンスは11回か……」

　合成釜を弱火にして写真をペラリと投入。

　次に『インク』瓶を釜に掲げて気付いた。合成釜の中身が曇ったのだ。

「ウソだろ……相性が合わないってどういうことだ？」

『古びたカメラ』の説明文には写真とインクを合成すればいいって表記されているのに……また『妖精の粉』頼りになるのか？

「しかたない、か……」

　今まで俺の錬金術は『妖精の粉』ありきのパターンが多い。『妖精の粉』万能説、と声高に叫ぶのは簡単だが、そこに納得できなくなってる自分がいる。これで真の錬金術士と言えるのか？

　いつまでも『宝石を生む森クリステアリー』の妖精たちにおんぶにだっこでいいのか？　と……。

　そんな葛藤を胸に『インク』瓶を合成釜に追加投入し、アビリティ『飽くなき探求』を発動して３つ目の素材をビーカーに入れる。

　キラキラと光る『妖精の粉』は途端にビーカーの中で黄金色の液体となる。

「あとは『妖精の粉』を注ぎ込むタイミングだな」

　釜の中は弱火なのにグツグツと煮えたぎっており、ドロリとした暗雲が垂れ込めていた。

「むむむ……」

　一向に変化しようとしない曇天模様に、俺は『妖精の粉』を入れるタイミングがなかなか摑つかめなかった。気付けば唸うなっているだけで、合成失敗のログが流れてしまう。




：合成に失敗しました：

：『小さき竜の残ざん滓し』【写真】、『インク』、合成素材は失われました：




「くっ……」

　めげずに２度目の挑戦。

　今度は３つ目の素材を投入するタイミングを見計らうのをなるべく省略。写真とインクを投入してから、ちょっとだけ様子を窺うかがってから『妖精の粉』をビーカーで注ぎ込んでみる。




：合成に失敗しました：




「なんだと……万能であるはずの『妖精の粉』を追加しても失敗？　素材も全ロストか……」

　残りのチャンスは９回。

「考えろ、考えるんだ……」

『写真』と『インク』。

　そういえば写真と相性のいい素材を先に探していたけど、次は『インク』を先に投入し、『インク』と相性のいい素材を模索してみれば？

「よし！」

　しかし、『インク』を釜に投入して、素材を順々に掲げていく途中で失敗のログが流れた。




：合成に失敗しました：

：『インク』は失われました：




「早過ぎるぞ……インクは溶けてなくなるとか、耐久力が少ないのか……？」

　アビリティ『合成』は手持ちの素材が多くなっていくと、釜に入れた素材と相性のいい素材を探しているうちに失敗するという弊害が出てくる。

「インクを余分に買っておいてよかった……」

　残るインク瓶は10。

　あきらめずに、俺は再び『インク』を先に釜へと入れる。先ほど、試し切れなかった手持ちの素材を素早く釜の上に掲げていく。




：合成に失敗しました：




「なんということだ……」

　端的な結論を述べると相性の合う素材は存在しなかった。

『インク』は予備があったため、手持ちの全素材との相性を試すことができたが、『写真』の方は予備がない。

「それでも残された手段は、素材を知るしかないんだ」

　素材との対話。未知との対話。

　それこそが錬金術の真骨頂なのだ。

『インク』と同じように『写真』と相性の合う素材を探るべく、俺は写真を合成釜に投入する。

　そしてできる限り素早く、迅速に、注意深く釜の空模様を観察しながら２番目に投入する素材をどんどん掲げていく。




：合成に失敗しました：

：『小さき竜の残ざん滓し』【写真】は失われました：




　こうして２枚の写真を犠牲にして導き出した答えは──

　相性の合う素材はない、だ。

「『妖精の粉』ですら相性が良くないって、初めてじゃないか……」

　未知なる領域に手が届きそうで、届かない……俺の錬金術は行き詰まった。

「残りの写真は９枚。インクは９瓶。チャンスは９回」

　考えるんだ……。未だに試してない方法は。何かヒントはないか。

　写真に合う素材は手元にない。インクと合う素材も皆無。

「写真。インク……『大ガ地イにア染ーみスつ・くブ土ラ気ウ色ン』という色の抽出……」

　色というのは塗料？

　塗料というのは液体であることに他ならない。

『写真』と混ざり合いやすい物体は俺の知識には存在しないが、インクはどうだろうか。インクも液体だ。液体と液体は混ざり合いやすい。そんなのは小学生だってわかる常識だ。

　考えが堂々巡りになっていく。

　液体と液体……。

「！」

　俺は少なくなった『インク』を、震える手で合成釜に投入した。

　そして２つ目の素材に『妖精の粉』をキラキラとまぶし入れる。

　合成釜の内部はどっぷりと曇っている。

　これは予想済み。敢えて言うなら、『妖精の粉』は保険だ。

「ここからが本番だ」

　アビリティ『飽くなき探求』を発動。

　右手に握る錬金キット『ビーカー』に『小さき竜の残ざん滓し』【写真】を入れる。すると、アビリティの効果で３つ目の合成素材となるべく、もちろん写真はビーカーの中で液体化する。

　液体と液体が混ざり合いやすいのならば──

「探求とは、まさに飽きないッ永遠の遊びだ！」

　ビーカーの中にある、暗く茶色の液体をちゃぷちゃぷとくゆらす。

　自然と笑みがこぼれる。

「さぁ、その色を我に咲かせてみせよ」

　俺は盛大にビーカーを、『小さき竜の残ざん滓し』【写真】を合成釜に振りまいた。

　すると、どうだろうか。

　釜の内部は晴れ渡り、静かな星空が映り出す。

「やった！」

　そこを『かき混ぜ棒』で優しく、湖面を揺らすように混ぜる。

「フフフ……」

　しばらくして、成功の狼煙のろし、青い煙がモクモクと立ち込める。




：インク＋妖精の粉＋小さき竜の残ざん滓し【写真】　→　『大ガ地イにア染ーみスつ・くブ土ラ気ウ色ン』がレシピに追加されました：




　ガラス瓶に詰まった新素材を俺は眺める。

　底が六角形の細長いガラス瓶には、濃い茶色がゆらめいている。その液体は暗い色の中で、赤黒く明滅を繰り返している。まるで地中に紅ル宝ビ石ーが埋まっているかのような演出に、ある種の美しさを感じる。

　俺はアビリティ『鑑定眼』を使い、その妖しい液体を見極める。




『大ガ地イにア染ーみスつ・くブ土ラ気ウ色ン』

【塗料として、武器、防具、素材に塗布すると様々な効果を生み出す。竜血が染み込んだだけの、不完全な竜の系譜だが、わずかな再生能力だけが取り柄となる】

【防具に塗布すると、ＨＰが10秒間に５回復する効果を付与する。持続時間は４分間】




「わずかな再生能力……このへんはトカゲのしっぽを示してる？　ふむ、４分間で合計１２０回復か」

　普通のポーションは毎秒２回復だ。10秒で20回復、持続時間は１分間で計１２０回復する。つまりポーションより性能は劣るけど、一緒に併用すればなかなかいいかもしれない。

「魂の色すらも手中に収める、か。これが錬金術」

　しかも、その色は……この世界に数多あまたに存在しているはずだ。そして、色の効果は一体どれほどの種類があるのだろうか。

「魂の数だけ、色が存在し、効果が存在する」

　武器や防具に塗布して、効果を即応的に付与することもできれば、素材に塗り、その素材を使ってアイテムや、武器、防具を作成すればどんなものが生み出せるのか。

「魂のこもった色にはすごい可能性が秘められている……まさに、まさに可能性は無限大！　くははははは！　ふはははは！」





５話　色彩の姫武者







　次の日。俺は朝からクラン・クランへとログインし、ミケランジェロ内にある呉服屋に足を運んでいた。

「はじめまして、吾わたしはアンノウンと申します。お嬢さん方」

　そう会え釈しゃくをし、俺とミナに挨拶をしてくれたのはカラフルな和装を見事に着こなす女性傭兵プレイヤーだった。黒い烏え帽ぼ子しを被り、漆黒の長髪を後ろに垂らし束ねている。まるで平安時代の貴族にいそうな佇たたずまいだ。

　十じゅう二に単ひとえのような何層にも重なった衣を羽織り、こちらに涼しい笑みをむけてくる。

「は、はじめまして。タロって言います」

「ミナです」

「はらはら、可愛らしいお客様なり。あの女人ジョージからの紹介だから、どんな屈強な輩が来るかと思へば、天あま使つかいと巫み女こが訪れてこようとは夢にも思わなんだ」

「ジョージにはいつもお世話になってます」

「あの女人ジョージがねぇ……」

　アンノウンさんは長い袖そでを口元に持っていき、フフフッと上品に含み笑いをした。
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「さて、今こ宵よいはどんな御用事で？　タロ氏うじにミナ氏うじ」

「実は……」

　俺は羞恥心を抑え込み、『空踊る円ロ舞ン曲ド』をアイテムストレージから出して、ワンタップで瞬時に着替える。

　３度目の着用となるが、やはりロング丈とはいえ女性モノのひらひらとしたスカートには慣れない。

「……いとをかし……」

　アンノウンさんは俺の蒼あおいドレス姿を見て、ホッと感嘆の吐息をもらす。

　その仕草が妙になまめかしい。

　キャラの外見的にアンノウンさんは俺と同年代に見えるが、ちょっとした仕草や口調が大人の色香というのだろうか、年季を感じさせる。

「妖精の舞踏会にこれを着て行こうと思ってます」

「はらはら……」

　アンノウンさんのドレスを見る目つきが鋭くなる。

「それで、ですね。こちらのミナにも似合うドレスを見繕えないかなって」

「げに、美しゅう……」

「え？　えっと」

「その服はいずこにて、まうけたのかしら？」

　袖で口を隠し、半月形に両目を細める和人。

「そ、それは……」

　ミソラさんとの約束のため、答えるわけにはいかない。しかし、ミナのドレスを作ってほしい手前、この人の機嫌を損ねたくもない。

　俺が答えあぐねていると、アンノウンさんはフフフと笑い、質問を重ねてきた。

「はらはら、門外不出のモノかしらぁ」

「は、はい」

「承知した。タロ氏のお願い、承りました」

「え、本当ですか！」

　拍子抜け、とはこのことだ。

「ええ、もちろん」

　あっさりと承諾してくれたのに驚き半分、喜び半分。

　振り返ると、ミナも嬉うれしそうに微笑んでいた。

　やっぱり女の子なのだ。綺き麗れいなドレスを着て舞踏会に行ってみたいという欲求はあったのだろう。

「やったな、ミナ」

　ミナへと右手をあげる。ジョージが現実改変を認識できていないと知って、暗くなっていた気分も喜びのハイタッチで高揚させよう。

　俺の動作に呼応すべく、ミナもゆっくりと、優しく、チョンッと自身の人差し指を重ねた。

　掌をちょこりっとなぞられた感覚は、くすぐったい。

　ん……これは、何だ？　ハイタッチではないけど、ちょっと温まる……？

「はい、天使さま！　ありがとうございます」

「いやいや、お礼を言うのは俺じゃなくて、アンノウンさんにね？」

「タロ氏、お礼をいふのはまだ早いですわ。吾わたしは効率を重んじ、色を愛す者」

　アンノウンさんは、ちょっと意地悪気な含み笑いをもらした。

「タロ氏の依頼は承りました。しかし、こちらから条件が一つあったれば、果たして、子供であるお嬢さん方にこの条件がのめるかどうか……」

「む」

「吾わたしは強い防具を作るより、彩色する方を好くのです」

　むむ。アンノウンさんは裁縫スキルを鍛えているキャラであるから、魔導師が使うようなローブ系統の防具を作成するのが得意なはず。

　その防具に色を塗る？方が好きと言っているのかな？

　そんなことができるんだ……。

「くだらない色恋沙汰におぼれるなかれ。色は恋より魅惑的であります」

「は、はぁ……？」

　確かに、アンノウンさんが身につけている和服も赤、紫、黄、白とカラフルだ。

　色への情熱はそこはかとなく伝わってくる。

「条件とは、その色を作るうえでの素材採取に同行してもらうこと」

　つまり、一緒に素材集めをしろと？

　それは願ったり叶かなったりだ！

「どこへですか？」

「こわーいこわい、【墓場】と噂うわさされている処ところへ」

　なぜか、両手を幽霊のように『恨めしやー』のポーズをしながら、あやしく微笑むアンノウンさん。

「か弱い女おな子ご方には不向きな処」

　よくわからないが、こちらとしては胸躍る冒険が待っていそうだ。

　一体どんな場所で採取するのか、錬金術士にとっては非常に魅力的な提案だ。それに色というのは新しく習得した『魂を抜きし供物』とも関係がありそうだし。

「行きます！　地の果てまでついていきます！」

　俺はアンノウンさんにとびっきりの笑顔で宣言する。

　その勢いに、終始摑つかみどころのないアンノウンさんが、少しビクついていたのが面白かった。




◇




　所変わって、ここは『始まりの草原』を西に進むと行きつく荒れ地。

　赤茶の大地が夕日に照らされ、うら寂しさが一層増していく。

　地平線に沈む太陽を、俺とミナ、それにアンノウンさんは眺めている。

「思ふところ、ここに吾わたしの求めるものありき」

　採取と言っても、モンスターが出現するフィールドらしいので、俺たちは完全武装をしてここにいる。

　アンノウンさんも先ほどとは装備を一新し、和装の上に右肩部分が大きく開いた暗い紅べに漆うるしの鎧よろいを着込んでいる。

　メイン武器となる薙刀なぎなたを荒野に立て、烏帽子の下の艶やかな黒髪を夕風になびかせる姿は、姫武者を連想させる。

「求めし色がここに──」

「色だったら、この俺に任せてください！」

　なにせ俺には世界のあらゆる魂の色を採取できる『古びたカメラ』があるのだ。

　アンノウンさんはおかしそうに首を傾げるだけで、すぐに前方へと向き直ってしまう。

「そろそろ、『浅き夢見し墓場』が出いづる頃ころ」

　彼女がそう言えば、荒野に夜の帳とばりが下り始めた。

　夕刻は現うつし世よと虚かくり世よの境目が生じる時刻と、昔の人々は囁ささやき慄おののいていたようだ。

　大量の魂が憑く場所が──

　境界があいまいになった瞬間を狙い、自身の拠り所を求めて生者の魂を奪い取るべくその姿を現す。

「ここが、『浅き夢見し墓場』……」

　先ほどまで、何もなかった荒野に──宵よい闇やみと共に、無数の墓石が出現した。

　それは幻のごとく、ゆるやかに──

　不気味に──

　そっと死の匂いをまき散らす。

「……て、天使さま」

　後ろにいたミナが、不安に思ったのか俺の袖をキュッと握ってくる。

「大丈夫」

　彼女を安心させるように、不遜な笑顔を向けてやる。

『浅き夢見し墓場』。

　夜の時間にしか出現しない特殊なフィールド。ほんの一時の短い時間しか存在しない墓地。

　いわく、浅い夢を見る暇いとまもなく。

　酔いしれることもできない。

　そう囁かれる墓地が、西空に沈む真っ赤な夕日を背景にうっすらと姿を現し始めた。

　紅の光が透明な墓標に差し込むさまは、思わず見み入いってしまうほどに美しい風景を作り出している。

「絶景だ……」

　俺はなんとなく『古びたカメラ』を取り出し、この光景を保存してみたい衝動にかられる。そっとファインダー越しにシャッターボタンを押してみる。




『夕闇おちる巨人墓地』【写真】

【かつて精強を誇った東の巨人王国ギガ・マキナのなれの果て。竜族に滅ぼされた巨人たちの魂が怨念となり、この墓地を夜な夜な具現化させる。夕日に染まる紅い墓地は、巨人たちの憤怒の色を表しているのだろうか】




　ここは、巨人族の墓地？

　巨人たちを滅ぼしたのが竜、そんな竜ですら結局は神人デウスとの大戦で敗北しちゃった設定を思い出す。哀愁漂う風景はまさに盛者必衰って感じだ。

「『スケルトン・ダークグレイ』……吾わたしが新しく習得したレシピによって作りたい袴はかまには、この色が必要なのです。しかし見つからずの色だともいわれ、未だ手にした傭兵プレイヤーはいず……」

　アンノウンさんいわく、装備を彩色する際にパレットのようなモノが浮かび上がり、そこから選択可能な色が表示されるらしい。

　詳しくはわからないが裁縫スキルには彩色スキルへと派生する二次項目があるらしく、レベルやアビリティによって認識できる色の種類が増えていくらしい。

　今回、ミナに作ろうとしている袴は、アンノウンさんがレシピを習得したばかりの最新デザインの装備らしい。その袴を作成する時に一つだけ、見慣れぬ色の名前を発見したそうだ。

　それが『スケルトン・ダークグレイ』。

　ちなみに銀髪洋物ドレスの俺に、金髪和テイストの袴というミスマッチなタッグはアンノウンさん的にかなり燃えるそうです。

「色の名前からして、スケルトンが関係しているのは間違いないと思ふ。つまりは魔物であるスケルトンが出現するここで採取ができよう……」

　別にその色にこだわって色を塗る必要はない。しかしあくまでもアンノウンさんは、その新色を使ってみたいらしい。

「未だ見つからずの色、それすなわちレアドロップと思ふ……」

　墓標が次々と浮かび上がってくる中、スケルトンがどんなモンスターなのか想像するまでもなく予想がつく。骸がい骨こつ系のモンスターだろうなぁ。

　実はアンノウンさんはこれまで、スケルトン・ダークグレイを入手するためにスケルトンを３００匹以上倒しているそうだ。つまりここの常連らしい。

「夜明けが来る前に、狩り尽くそうぞ」

　姫武者は妖艶に微笑みながら白骨が転がる墓地へと足を踏み入れる。

　ちなみに『浅き夢見し墓地』の推奨レベルは４～10らしい。なぜ推奨レベルがばらつくのかというと、深部へ行けば行くほど出現するモンスターが強くなるからだそうだ。




アンノウン　Lv11　ＨＰ２３０／２３０

ミナ　　　　Lv８　ＨＰ１１０／１１０

タロ　　　　Lv４　ＨＰ50／50




　パーティを組んでわかったが、アンノウンさんはレベルが高い。

　そして、ミナはLv８。

　なんだか俺だけ場違いな気がしなくもないが、お目当てのスケルトンはわりと弱かったりした。

「て、天使さまはわたしがお守りしますっ」

　可愛いかけ声と共に、のそりと動く骸がい骨こつへメイスを叩たたきつけていくミナ。

　バキュッ、バキッ、ガガッと、骨の砕ける音が妙にリアルだ。

「ふふっ。スケルトンは打撃武器に弱い。ミナ氏のメイスはいと嬉し」

　夜闇の墓地にて、神官服でメイスを振り回し、のろのろと徘はい徊かいする白骨モンスターを蹴散らす金髪童女の姿は、それはそれでありかなと思ったりした。

「ドロップしてないです……なかなか『スケルトン・ダークグレイ』は出ませんね」

　そのまま、ガイコツさんたちよ安らかに眠って……とか十字を切って祈ってくれたりしたら様になるなーなんて吞のん気きに考えていたりする。

「やはり……悲しさ深きこと、げに思ひ嘆く……」

　ちなみにスケルトンからドロップするのは、『白い骨』という謎の素材のみ。

　俺としては未知なるドロップ素材なので、喜ばしい。しかしこの素材を見飽きているのか、アンノウンさんは意気消沈している。

「少し、待ってもらえますか」

　俺はスケルトンを『古びたカメラ』で撮ってみる。試しにシャッターを押せば──




：『古びたカメラ』で『スケルトン』の魂を抜き撮れました：

：撮ったスケルトンを討伐すれば『透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイ』が写真に宿ります：




　というログが流れた。

　キタ！　キタよ！　スケルトン・ダークグレイきちゃったよ！

　アンノウンさんが求めてやまない色が手に入るチャンス！

　あとはこちらに向かってのろのろと歩を進める骸骨スケルトンを撃破すればいいだけだ！

「アンノウンさん！　『透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイ』！　ゲットできるかもです！　あのスケルトンを倒してください！」

「タロ氏は何を……？　カメラ、写真撮影を好いている……？」

「俺を信じてください！」

「ふふふ、タロ氏は不思議な子なり」

　こうしてスケルトンを激写しては屠ほふり、パシャっては砕くを繰り返す。

　しかしいくら動きの鈍いスケルトン相手とはいえ、無傷では済まない二人。

「アンノウンさん！　ミナ！　こっちへ！」

　だから俺は合図を送り、左手に新武器を携える。

　いよいよ新アイテム、『色』が活躍する瞬間だ。

　現時点で判明している『色』の活用方法は２種類。




　１つ目は『合成』。

　素材やアイテムと合成して色をつける。そして新しいモノが出来上がる。

　例えば、素材だったらミケランジェロの石畳から取れた『先駆者の踏み石プロケル・サトル』に『大ガ地イにア染ーみスつ・くブ土ラ気ウ色ン』を混ぜると『竜憑つき赤レンガ』になった。ちなみにこれは建築、もしくは家具や庭具あたりで使えそうなアイテムだけど……竜の呪いが憑いたレンガで、赤と茶の不気味な模様があるので誰も使いたくないと思う。

　また、アイテムに至っては『翠玉エメラルドの涙』と『大ガ地イにア染ーみスつ・くブ土ラ気ウ色ン』を合成したところ、『大地に眠る緑湖水グリンダ・プラネット』という新しいアイテムに進化した。まるで緑の宇宙みたいに光り輝くポーションの効果はかなり絶大だ。




　そして、色の使い道の２つ目は『塗る』だ。

　これは今、俺が右手に持つ専用装備『射いろ筆』という装備品を併用して効果を得る。これで装備品に色を塗り、様々な効果を付与するという優れモノだ。




【射ろ筆（小）】

装備条件：知力１００　力１　ＭＰ20

レア度：１

ステータス：色い力りょく（色彩ボーナス）　直じか塗り【Ｆ】飛び塗り【Ｇ】

射程範囲：３メートル




　という感じの装備品なのだが、装備条件にゴミステータスと言われている知力が１００も必要であり、肝心の『色』に至っては効果を付与するような存在が今までなかった。だから街のＮＰＣが経営している店頭で５００エソという安価で売られていたものの、何の要素に使えるかまったくわかっていなかったらしい。

　だが今は違う。

　少なくとも、俺の手に渡った時点でこいつは立派な武器となりえる。

　この筆の使用方法は、使いたい『色』をアイテムストレージから瓶ごと出すと、筆の先がその『色』に染まる。

　あとは『直塗り』か『飛び塗り』で装備品目掛けてひと撫なですれば良い。そうすると『色』の効果が武器や防具に付与できる。

　直塗りは直接、筆先が装備に触れて色を塗布する方法。

　飛び塗りは筆の先を向けると、射程範囲内であったら『色』のポインタが出現する。『射ろ筆（小）』の場合、射程範囲は３メートルと表記されているので、きっと３メートルまでポインタが出現するはず。そのポインタを照準として、上手く装備ターゲットに合わせて筆を振り、命中判定がくだると『大ガ地イにア染ーみスつ・くブ土ラ気ウ色ン』の効果を付与することができるのだ。

　ちなみに的まとから外すと『色』は使用したとみなされ、消失するためけっこうシビアだなと思っていたりもする。また、ステータスの色彩ボーナスという項目の通り、直塗りの方が『色』の効果付与ボーナスが高く、飛び塗りの方が低いようだ。

「染色できるのは裁縫職人さんだけじゃないですよ！」

　俺は声高らかに宣言し、アンノウンさんの鎧へと『大ガ地イにア染ーみスつ・くブ土ラ気ウ色ン』を直塗りする。
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：傭兵プレイヤーアンノウンに、４分間【10秒ごとにＨＰ５回復】（ボーナス・防御＋10）のバフが付与されました：




　ログを読んだアンノウンさんは、ポカンとした表情で俺を見つめている。

「こんなッッ!?　彩色で癒やしとステータス強化ができる……!?　色にこだわる吾わたしですら見たことなし、聞いたこともなし……？」

　色彩にこだわる傭兵プレイヤーらしく、何やら小声でブツブツと呟つぶやきながら俺が塗布した色を吟味しているようだ。

　気に入ってくれるといいな。

「お次はミナと俺に！」

　素早く塗りたくり、これで準備万端！

　こうして結果的に合計９枚の『透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイ』が宿る写真を手に入れた。




『巨人墓地の骸骨スケルトン』【写真】

【東の巨人王国ギガ・マキナに仕えていた奴隷人間が、巨人の怨念に引っ張られて亡者と化した存在。特に目的もなく彷徨さまよい続けている。弱点は頭蓋】

【透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイが抽出できる】




「クククッ、大量大量……」

　手に入れた写真を眺めていると、不意に周囲の風景が霧のようにかすれ始める。

「朝です、天使さま」

　ミナが荒い息を吐き、さすがに連戦だったから疲れてしまったのか腰を下ろした。

『浅き夢見し墓場』は日の出と共に溶けるように消失し、何の変哲もない荒野へと変わる。

「スケルトンから何もドロップせず……？」

　訝いぶかしむアンノウンさんに、俺は『まぁ任せてください！　ちょっと時間はかかりますが問題なしです』と自信たっぷりに返事をする。それから俺たちは、墓地が消えてしまったのならこれ以上ここにいても仕方ないので帰路につく。

「タロ氏、ミナ氏、フレンドになれて嬉しいでありんすよ。また会あはわむん」

　アンノウンさんは『先駆都市ミケランジェロ』に着くと別れの挨拶を交わしてきた。ちなみに彼女とはフレンド登録もしてある。

「またです、アンノウンさん」

「またです、アンノウンさん」

　ミナがエコーのように俺の台詞に続く。アンノウンさんと別れた俺たちは、職人を紹介してくれたジョージに直接お礼を述べに行くために輝剣アーツ屋スキル☆ジョージへと赴いた。

　二人で瀟しょう洒しゃな色ガラスがはめられたドアを開け、店内へと入る。今回の店番はジョージが雇ったであろう、ＮＰＣの女性だった。

　ジョージはいないのか。フレンドリストにはさっきまであった名前も、今は暗くログアウト表記になっていた。

　別に何か物足りなさを感じているわけではないが、なんとなくあのショッキングピンクアイシャドウな友人がこの店にいないと、そわそわしてしまう。

「んー。ジョージがいないならLv５のレベルポイントをステータスに振り分けるか……」

　大トカゲやスケルトンを大量に倒したおかげで、俺のLvは５に上昇していたのだ。




傭兵プレイヤータロLv５

ＨＰ60 → 70　ＭＰ40 → 50　力１　魔力14　物理防御２　魔法防御８

素早さ１４０ → １７５　知力１５５ → ２００

残りスキルポイント32




　やはり素早さ、知力重視で、ほんのりとＨＰとＭＰを添える方針だ。

「あの、天使さま。わたしはそろそろ昼食の時間ですので」

「あっ。俺も昼飯にしようかな」

　そういえばけっこうお腹が空いたかも？

　そう意識すると現実の方で『クゥ～』っと腹から音が鳴ってしまった。腹の虫に従い、こうして俺たちは一旦ログアウトした。




◇




「んん……カップ麵ばかりじゃ身体に悪いか？」

　買い溜めしておいた豚骨醬しょう油ゆラーメンを食べ終えた俺は、ごくごくまっとうな独り言を呟く。

　とにかくサラダだけでもと、近くのコンビニに２００円ぐらいで販売されているお手軽な物を買おうと思い立つ。

　服装は学校のジャージ一択。サイズがすっかり大きくなった分、ハーフパンツの腰こし紐ひもをキツく締めて結ぶ。Ｔシャツの丈は端っこを絞っておいてブカブカ感を緩和、鏡で見た俺はバスケクラブに所属してそうな美少女だった。

「あっついなぁ……」

　クーラーが効いた楽園から一歩出れば、地獄かと錯覚するほどの熱気が襲いかかる。

　そしてしばらく街を歩けば、嫌でも気付いてしまう点が目に付き始める。

「あはは……ほんと、ファンタジー……」

　ゲームをしても現実なんてちっとも変わりはしない。

　そんな常識を覆す光景が目の前には広がっていた。正確には、突き抜けるような晴天が驚くほどの変貌を遂げていたのだ。

　見上げた空は確かに青かった。しかし、半透明な……オーロラのような緑が流れ、森そのものが空に浮かんでいるような景色を目にして平静でいられる方がおかしいだろう。

　そう、ゲーム内の『宝石を生む森クリステアリー』そのものがぼんやりと日本の上空に出現していたのだ。急いでスマホで『空、森』と検索すればそれらは『決して触れられない妖精と幻想の森』と称され、妖精郷フェアリムとの国交復活を期待する記事がごまんと出てきた。

「確かに綺麗だけどさ……」

　何かの前触れ、前兆であるような気がしてならない。

　もし、ゲーム内のイベント【妖精の舞踏会】が失敗に終わったら、あの大空を制する森との関係性はどう変化してしまうのか。そんな不安を覚えながら、街をねり歩く。

「妖精関連のグッズが目立つな……」

　道行く店頭に並ぶのは、妖精をモチーフにした商品ばかりだ。

　さらには青い制服を着た警官の姿も多く見かける。パトロールに精を出してくれるのは大助かりなのだけど、ミケランジェロを徘徊する青鎧ブルーメタルのＮＰＣ神兵デウスの数が増えたのと何か関係しているように思えてならない。

「本当にゲームが現実を浸食してるんだな……」

　それから俺はござる口調の一風変わった店員のいるコンビニで２２０円のサラダを買い、一人でトボトボと帰路についた。

　いくら目を逸らそうとしても、不安の影はヒシヒシとその足音を立てながら近付いている気がした。





６話　宝剣の箱庭







　サラダを食べ終えてから俺は現実がどのように変化したかをつぶさに調べた。そこで一つわかった事実は【妖精郷フェアリム】との国交がなぜここまで望まれているか、という理由だ。

「妖精たちが生み出すエネルギークリスタル、『黒い花の幻晶核プルトニア・クリスタ』ね……」

　在るもの全てが幻だったと錯覚させるほどの威力で消し飛ばし、爆発という名の漆黒の大輪を咲かせる結晶。核兵器の原材料、プルトニウムだそうだ。

　アメリカは資源が豊富とされている土地柄だが、その多くの恩恵は先住民の虐殺、すなわち妖精虐殺によってもたらされた富らしい。妖精が生み出した力ある宝石やクリスタルの数々、それらを活用して今の生活基盤が成り立った。

「つまり妖精たちから大量に奪ったエネルギークリスタルを元に、今のアメリカの武力と繁栄が築かれたと……そのクリスタルが日本でも手に入る可能性があるなら、あらゆる面で政府は妖精郷フェアリムとの国交回復を望むだろう。もちろん、その富にあやかれる日本国民の気持ちも同じか」

　様々な歴史改変に俺は恐怖した。

　詳しく調べれば調べるほど、妖精と人間の歴史は闇深いものだった。あまりに驚きょう愕がくの連続で夢中になり過ぎていたのか、気付けば夜中の０時を回っていた。

「……そろそろ寝る準備、するか」

　シャワーを浴びるためにジャージを脱ぎ、ぺたぺたとフローリングの床を進む。するとお風呂場前の大きな鏡に少女の裸体が映り──何もかもが小さくなってしまった自分に、思わず溜ため息いきをつく。

　俺は──俺たちはちっぽけで、あれらの問題に何かを成し遂げられるはずがない。

　適当に髪の毛を洗い、ばさばさとタオルで水気を拭き取りササッとドライヤーで乾かす。

　そしてベッドへダイブ。

「…………」

　やっぱりなかなか寝つけない。

　頭の中で『核兵器の原材料』『妖精の舞踏会』の２ワードがグルグルと渦巻いていて、悶もん々もんとしてしまう。

　漠然とした不安が俺の心を押し潰そうとしているかのようだ。

「……ログイン、するか」

　そういえばまだ『透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイ』を作ってなかったと思い出す。

　きっと錬金術をしていれば少しは気分が晴れる。そんな淡い期待を抱きながら俺はクラン・クランへと再びダイブした。

　一人、輝剣アーツ屋スキル☆ジョージに来て合成を試みる。

　いつもだったら浮き立つ気持ちも、今ばかりはどんよりと靄もやがかかった状態だ。

『大ガ地イにア染ーみスつ・くブ土ラ気ウ色ン』を作った時と同じ要領で、『インク』と『巨人墓地の骸骨スケルトン』【写真】を合成してゆく。

　やがて成功の狼煙のろし、青い煙が合成釜からモクモクと立ち込める。




：インク＋妖精の粉＋巨人墓地の骸骨スケルトン【写真】　→　透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイがレシピに追加されました：




　ガラス瓶に詰まった新色を淡々と見つめる。

　底が六角形の細長いガラス瓶には、透明な灰色がゆらめいている。その液体は、透き通っているにも拘かかわらず、重く暗い。

　……なんだろう、今の俺の気持ちを如実に表したような色だ。『俺なんかが何もできるわけない』という結論は明確に、それこそ透明クリアに出切っている。でも重い陰りが心に垂れこめてくるのだ。

　俺はアビリティ『鑑定眼』を使い、自身の気持ちを体現した液体を見極める。




『透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイ』

【塗料として、武器、防具、素材に塗布すると様々な効果を生み出す。夜の外套ヴェールに包まれた死人の灰は、アンデッド属性のアビリティに微弱な抵抗力を持つと言われている。また幽霊のごとく、存在を希薄にし、透明化して死人に近付ける色】




「夜の外套ヴェールに包まれた、死人の灰……」

　なんだか少しだけ怖くなってきた。

　ふと目を横に逸らせば、ジョージが雇ったであろう女性ＮＰＣの無機質な視線とかち合う。そこに他意はないけれど、俺の挙動を逐一観察しているようでちょっと不気味に思えてしまった。

　そんな風にうすら寒さを感じるのは、深夜に一人でゲームをやっているからだろうか。さらにはなんと間の悪いことか、一抹の恐怖心に追い打ちをかけるがごとく『ピコーン』っと唐突に着信音が響いたのだ。

「ひぐっ」

　フレンドメッセージの音にビックリして、思わず身体が飛び跳ねてしまう。

『タロ氏うじ。幼子がこんな丑うし三みつ時どきまでログインしているなんて、感心せず』

　俺をビクつかせたのは、先ほどフレンドリストでチェックした時はログアウト表示だったはずのアンノウンさんだ。

『あれ？　アンノウンさんこそ、どうしてこんな時間にログインを？　さっきはインしてなかったはずなのに』

『良きかな良きかな、夏休み』

『あ、アンノウンさんも夏休みなのですか』

　てっきり社会人ぐらいのヒトかと思ってた。

『然しからば、タロ氏も？』

『はい！』

『左様なりか。さてさて、タロ氏はこんな夜更けまで何をしていたので？』

　その問いに俺はピンとくる。

　何をしていたかだって？　アンノウンさんが求めてやまない『色』の作成をしていたのだ。

　そして、いましがたその色、『透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイ』は完成したばかり。

　これを彼女の元に届けよう。そしてミナの袴はかまを作ってもらうのだ。

　今度はこちらが驚かす番だ。

　彼女の顔が驚愕に染まるのを想像して、自然と顔がニヤける。

『アンノウンさん。今、ちょっと会えたりしませんか？』

　現実改変の件ですっかり冷え切っていた心に、少しだけ温かみが灯った。
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「ミナに作る袴に、この色を使ってください」

　誘いにすぐ乗ってくれたアンノウンさんは、わざわざ俺のいるジョージの店まで足を運んでくれた。そんな彼女にできたばかりの『透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイ』を手渡す。

　譲渡された『色』をアンノウンさんは目にすると、瞳に妖しい光をたたえ、粛しゅく々しゅくと驚きの意を示す。

「これはこれは…………タロ氏は、げにおもしろき童女なり」

　何気なく発せられたアンノウンさんの言葉に、ピクリと反応してしまう。

　……童女、か。

「タロ氏みたいな幼子には、夜更かしもほどほどにと言いたいところ……されどッ」

　色の詰まった瓶をじっくりと眺めていたアンノウンさんは、視線を俺へと向ける。そして彼女はキョロキョロと周りを確認した後。

「タロ氏！　タロ氏～！　タロちゃーん！　お手柄よ！」

　若干、素の喋しゃべり方が交じったアンノウンさんが歓喜の叫びを上げながら抱きついてきた。

「まっこと、ほんっと！　タロちゃんはすっごい！」

　なぜか俺の頰にスリスリと頰をくっつけてくるアンノウンさん。彼女の着る何重もの衣が、腕や胸部にサラサラとすれてくすぐったい。

「あ、あっ、あん、のうん、さんっ」

「げに素晴らしきかな！」

　興奮気味な彼女にしばらく頰をすりすりとされ続け、俺は呆ぼう然ぜんとセクシャルガードの部分を増やそうかなと思案するのであった。

　それからしばらくすると、アンノウンさんは平静に戻った。

「然してもそれにしても、タロ氏は童女とは思えぬ……」

　あ、口調がアンノウンさんに戻った。

「錬金術士ですからね」

　さも偉ぶるように、おどけて言う。

　俺を童女と称するアンノウンさんの言葉に少し引っ掛かりを覚える。けれど、素知らぬフリでエッヘンと胸を張る。

「このお礼はいかにしたら良きかな、銀麗の錬金姫？」

『色』を改めて受け取ったアンノウンさんは、背筋をピンと伸ばし頭を下げてきた。

「いえいえ、もともとは俺たちが服を作ってほしいという依頼から始まったことなので」

「されど、吾わたし一人じゃ、決してこの『色』は容易に手に入れることはできなむ。では、袴のお代は色を付けるでありけむ」

　色を付けるっていうと高くなっちゃう？　あ、いやこの場合はサービスって意味で安くしてくれるのか。

「ありがとうございます」

　服の値切り交渉も円滑にいったので、ほくほく。

　何より、イベント【妖精の舞踏会】でミナが着る袴の目途が立って嬉うれしい。

「ところで、タロ氏」

　長い袖で口元を隠しながらアンノウンさんは両目を細めながら尋ねてきた。

「いかにして、この『透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイ』を得たので？」

　やっぱり、この質問がきたか。

　半ば予想されていた言葉に俺は一瞬考え込む。

　別に正直に言ってもいいような気がしたけど、色を扱うアンノウンさんですら見つけられなかった色なのだ。俺はどのように裁縫職人が染料を作り、集めているかを知らない。

　そのへんも教えてほしかったりするので、敢えてこう答える。

「企業秘密ですよッ」

　なので近々、詳しい話をお互いにしましょう、といった意味合いも含めて提案をしてみる。

「俺も裁縫職人さんの手際を知りたいです。よかったら今度、また一緒に冒険してくれませんか？」

「それは願ったり、叶かなったり」

　俺の誘いを快く引き受けてくれた彼女は、袖で隠していた口をあらわにした。

　彼女の唇は弧を描いている。

「では、よろしくお願いしますね？」

　ミナの袴も、という意も込めてアンノウンさんを見つめる。

　彼女はこくりと頷うなずく。

「そろそろ夜も深まりき頃、お暇いとましま──」

　アンノウンさんの別れ文句は途中で止まる。なぜなら『チリンチリン～♪』と店の扉が開く音が鳴ったから。

「お話はそこらでお終しまいかしらぁん？」

　扉を開いたのは、店主であるジョージだった。

　ジョージはいつもの装いと違い、ピンクのレオタードを着込み、その上から銀色の胸当てを装着していた。ハイレグの角度が妙にキツイ。

　ほんとにキツイ。まじめにアバンチュールなもっこり……いや、これ以上は口に出すまい。

「はらはら、ジョージ氏うじ。お邪魔していたなり」

　あの恰かっ好こうに何のツッコミもいれずに受け入れてるアンノウンさん、すごい。

「ジョ、ジョージ……その装備は……あ、いや、それよりどこかに行ってたの？」

　どうしても、きわどい部分に視線がいってしまうのは俺だけだろうか。

　いや、俺は屈しない。屈しないぞ。

　決して、ジョージのもっこり装備なんかに目を奪われるなんてありえないんだ。

「ちょっとねぇん♪　ダ・ン・ジョ・ン・攻略よぉん！　そのまま男攻略もしたかったのだけどぉん！　あちきにふっさわしぃん攻略対象はいなかったわぁん☆」

　……今日も無事、クラン・クランの男たちの平和は保たれたようだ。

「ジョージ氏はいずこのダンジョンへ？」

「『暗き灰王の門』へ行ってたのよぉん☆　ほらほらぁん、天使ちゅわんたちに必要な『スケルトン・ダークグレイ』を探すついでにぃん、レベル上げや素材採取も兼ねてねぇンっ。ダンジョンの名称的に、いかにもドロップしそうな場所だしぃん？」

「新しく見つかったという、件くだんのダンジョンなりか。かなりの強敵がポップするとか」

「そうねぇん♪　おかげでこの通りッ」

　むふんっと唸うなりながら力ちから瘤こぶを作る仕草をしたジョージは、その後自分の頭の上を指す。

　そこにはジョージのレベルが表示されていた。

　ジョージ　Lv14。

「まーたまた、あちきと対等に戦える漢オトコが少なくなったかしらぁん？」

　寂しそうに自分の頰に手を当てて、しなを作る色黒パンチパーマ。

「はらはら、現段階での傭兵プレイヤーレベルはトップクラスなり」

「そうだけどもぉん。残念ながら、天使ちゅわんたちが探してる素材は見つからなかったわぁん。あそこはただ、暗いだけの憂鬱なダンジョンだったのよぉん」

　わざわざ俺たちの求めている色を探してくれていたとは……やはり人情深い奴だな。

　装備はもっこりだけど。

「ジョージ。透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイなら手に入ったんだ。わざわざありがとう」

「あらあらぁん！　よかったじゃなぁいいん！　さすがは天使ちゅわぁん！」

　ジョージは嬉しさを身体全身で表現したのか、クネクネとよじり出す。股の膨らみもその動きに呼応してもぞもぞとしているのが、俺のテンションを著しく下げる。

「じゃあ、あちきは、あの暗いダンジョンに用はもうないわねぇん！　素材もたーっくさん手に入ったことだしぃん☆」

　暗い、といえば……。

『妖しい魔鏡』に溜たまった『竜血を照らす緋色ドラディル・スカーレット』を取り出すには、なるべく光のない暗い場所で抽出するのがいいと思い出す。

「そうだ、ジョージ。どこか暗い場所はない？」

「あらぁん？　急にどうしたのぉん？」

「錬金術に必要で……でもジョージが行ったダンジョンは高レベル過ぎて俺じゃあ行けないだろうし……ジョージは他に光の届かない暗い場所を知ってる？」

　アンノウンさんが錬金術と聞いてピクリとした。

　それをチラッとジョージが横目で確認し、腕を組んで何かを思案し始める。

「うううぅ～ん……あるには、あるわねぇん」

　ジョージはしばらく唸った後に腕を解き、自身のパーマをもさもさと両手で整えながら呟つぶやいた。

　整えるべき部分はそこじゃない。装備を整えてくれ、節度のあるやつで頼む。

　切なる願いを口に出さず俺は話を進める。

「それってどこ？　良かったら教えてほしいんだけど……」

「じゃあ、天使ちゅわんは残ってぇん。アンノウンちゃんはダーメ。今より輝剣アーツ屋スキル☆ジョージは閉店よぉん」

「はれはれ、吾わたしだけ仲間外れかや？」

「ジョージ、閉店って。何もそこまで俺のためにしなくてもいいよ」

　少し焦って、ジョージに待ったをかける。

　急展開だ。

「アンノウンちゃん。貴方も職人なら、わかるでしょぉおん？」

　だが、ジョージは俺の遠慮も気にせず、アンノウンさんに向かって両目閉じウィンクをする。

　何がなんだかわからないまま、俺は二人を交互に窺うかがう。閉店にする意味と、アンノウンさんを外して話そうとするジョージの意図が見えない。

「天使ちゅわんの言葉を借りるならばぁん」

　ジョージは俺を愛しそうに眺め、小指を口に当てながらアンノウンさんへと語りかける。

「ここからは企業秘密よぉん」

　うん……？

　確か俺がその台詞を言った時、ジョージは店内にいなかったはずだ。
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　アンノウンさんが店から出たのを確認したジョージは、ショーウィンドウの上部に備えつけられていた垂れ幕を下ろし、閉店クローズと表記された看板を店のドアにかけた。

　垂れ幕は外からの光を遮り、店内は薄闇に包まれる。

　うん……？　これは……ピンクレオタードなモッコリ色黒パンチパーマと暗闇密室!?

「さぁーってとぉん。これで外から見えなくなったわねぇん。店には誰も入れないようにっと設定もしゅうりょぉおん♪」

　台詞や状況だけを考えると、俺ってピンチなんじゃないかな。

「…………」

　そんな心情など我関せずといった顔で、ジョージは金の小さなベルを取り出した。それをチリーンと１回鳴らせば、ベルを中心に空中へと金色の波紋が広がり、店内を淡い輝きが満たす。

　暗がりに伝わる金の波紋は、少しだけ綺き麗れいだなと思った。

「それは、なに？」

「『背徳者を叫ぶ鈴』よぉん。暗殺スキル、いわゆる盗聴、透視、隠蔽、聞き耳スキル関連のアビリティが、この鈴の音が届く範囲で発動していたら、金色ではなく赤色に輝くのよぉん」

　なるほど。

「そこまで警戒してるんだ」

「天使ちゅわんは無む垢くだから気付いてないけどねぇん、この世界では傭兵プレイヤーと傭兵プレイヤーが常に戦闘を繰り広げているの。警戒して損はないのよぉん。特に一流の職人であるならば、ね」

「ほぇえー……」

　一流の職人さまね。ジョージはやっぱりすごい奴なのかもしれない。

　何度も言うが、ピンクのレオタードの上に胸当てを着込むぐらい常軌を逸した奴だから、ある意味すごいっていうのはわかっていたけどさ。

「鈴の波紋を見る限り、大丈夫そうねぇん。じゃあ着替えるわぁン」

　まさか俺の内心を察したわけじゃあるまいな。

　ジョージは宣言通り、服装を即座にチェンジ。というか、なんかすごくカッコイイ装備になっていた。

「これで、準備はいいかしらぁん」

　白を基調としたサーコートを上から羽織り、インナーは刺し繡しゅうの細かい上品な絹服。コートの袖口には小さな宝石が華美にならない程度にちりばめられており、手元が優美にキラキラと光っている。

　不意にジョージがコホンッと咳せき払ばらいをしたので、見上げるとそこには不器用な苦笑いが浮かんでいた。

　俺がジーッと装備を見ていたので照れたのか、頰をぽりぽりとかいている。

「装飾スキルを発動する時わぁん、これを着てないとそわそわするのよねぇん。案外、あちきは形から入るタイプなのかもしれないわぁん♪」

　そう両目閉じウィンクをかまし、スゥーッと息を吸い込むジョージ。

　一体、何をするというのだ。暗い場所を教えてくれるのに装飾スキルを発動する必要があるのか？

　ジョージはゆっくりとカウンターへと歩んでいき、何もない壁へと右手を伸ばす。

「生ある者は、みな等しく美しさを求めん。我ら装飾の信徒は、彼らの望みを叶えるを至高とし、自らを着飾る剣とする。なれば指し示し、宝剣の箱庭への道を磨き開かん」

「!?」

　ジョージが、かっこいいだと!?

　彼女の右手が眩まばゆい光に包まれたかと思うと、その輝きは壁へと染み込んでいく。そして幾筋もの光の線へと分かたれたのだ。

　そのまま光の流れは何かを象かたどるように、とあるモノを描き始める。

　それは扉。

　光のインクが紡ぎ出したのは、直径２メートルに届くほどの扉の模様。それが数瞬のうちに壁がせり出し、立体化して本物の扉へと変貌したのだ。

「かくし……とびら？」

　それとびらを無言でジョージは押し、内側へと開ける。

　扉の奥には──

　真っ暗な部屋があった。

　いや、ジョージがその一歩を踏み出すと、床が淡い光を帯びていく。ジョージの一歩一歩を照らし出すように、足元にのみ反応して光の道みち標しるべが生成されていくではないか。

　さらに、ジョージがこの隠し部屋に入室したのが条件なのか、暗闇に閉ざされたはずの空間は次第に明るさを取り戻していく。

　その光源の正体は室内のそこかしこに置いてある、水晶だ。

　色はバラバラで、サイズも小粒のモノから岩ぐらいのモノまで大小様々。

　それら全てがジョージに呼応するかのように、ぼんやりと明滅し始める。水晶の光は用途不明な数々の器具を照らし、俺に隠された姿を見せつける。

「ここで、あちきは傭兵プレイヤーにスキルを託す、輝剣アーツを作っているのよぉん」

　傭兵プレイヤーにスキルという力の恩恵を与える宝剣、輝剣アーツ。

　水晶に突き刺さった輝剣アーツが、そこかしこに安置されているこの場所は──

　まさに宝剣の箱庭。




「ようこそぉん、天使の微笑みスイート・エンジェル」




　腰を折り、優雅に一礼するジョージ。

　友人にあるまじき慇いん懃ぎんな所作がサーコートをはためかせ、装飾として付いていた宝石たちがその煌きらめきをアピールしてくる。




「あちきの『輝剣アーツを生み出す工房』へ」




　暗がりの工房は、光り輝き──

　一人の装飾職人が宝剣の箱庭に立つ。

　思わず見み惚ほれてしまうほどの幻想的な風景、そして友人の職人としての凜り々りしい姿に俺は感動を隠せなかった。

「ジョージ……すごく綺麗だ」

「あらぁんやだもぉん！　天使ちゅわぁんたらぁん！」

　速攻でクネクネモードに戻ったジョージであった。





７話　集約されし光と竜血の鼓動







「工こ房こが、天使ちゅわんのお望みの場所かしらねぇん」

　水晶の輝きに照らし出されたジョージが、両手を広げて工房を指し示す。

「でも、ここはジョージが輝剣アーツを作る工房なんだよね……それに全然、暗くないと思う。光がたくさんあるよ」

　魔鏡に蓄たくわえた光の抽出には暗がりが適している、らしい。ここは淡い光源に満ちていて、その条件には当てはまらない。

「そうねぇん。でもこれらの水晶は、あちきだけに反応するのよぉん？」
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　ジョージが右手をパチンッと鳴らすと、先ほどまで水晶光が溢あふれていた部屋は一瞬で暗黒に吞のまれた。

「こ、これって……」

「そういうことぉん。水晶たちの力を目覚めさせようとする装飾アビリティ、『宝晶と語り部』を発動しない限り、この子たちは大人しくしているわぁん」

「なるほど……これなら光の届かない暗がりだね。でも、ここはジョージの工房でしょ？　俺はここで錬金術を試そうとしているんだけど……」

　人払いをしたのだから、ジョージにとって重要な施設ばしょだとわかる。

　ここは職人にとって、自分の居城であるのと変わりないはずなのだ。

　それを他人である俺が使っていいのか……？

「わかってるしぃん、構わないわよぉん？」

「本当に!?」

「えぇん！　もちのロンッ☆」

　俺の懸念を払拭するように、笑みを浮かべて快諾してくれるジョージ。

「ジョージ、ありがとっ！」

　思わずジョージの手を握ってブンブンと上下に振ってしまう。

「じゃ、じゃあ、さっそく錬金術をしてみても？」

「いいわぁん。あちきも天使ちゅわんが、今度は何をしでかすか楽しみで仕方ないものねぇん」

　ジョージはなかなかに未知に対する探求心をわかっている。

　いや、それもそのはずか。彼女は、世間の道理に縛られない自由な恋愛観念を持っているゆえに、錬金術士おれの良き友であるのかもしれない。

「じゃあ、さっそく！」

　光が閉ざされた工房で、俺は『妖しい魔鏡』を取り出す。




：実体なきモノを物質化しますか？：




　迷わずイエス！

　光を物質化とか、何ができるのだろうか。




：魔鏡をゆっくりと、横へと振ってください：

：出現した延べ棒が崩れないように注意しましょう：




　アシストログを読み、俺は推察する。

　金の延べ棒でも出てくるのか？　速く振り過ぎると崩れたりするのか？

　いくつもの予測が浮かび上がるが、とりあえずはやってみるしかない。

「ふるふる……振るのですな」

　失敗はしたくないので細心の注意を払い、手鏡をしっかりと構える。

　そして、慎重に横へと振ろうとした。

　瞬間、鏡面から光り輝く紅がニョキリと出現したかと思うと、サッと砂のように崩れていった。

「なっ！」

　流れ落ちる砂粒を凝視する。

　それは地面に落下すると、不思議なことに跡形もなく消失していった。

　……なぜだ。

　振るのが速過ぎたのか……？

　焦った俺は、ピタッと魔鏡を動かす手を止める。

　生成されるはずだった紅色の延べ棒の崩壊を止めはした。が、同時に出現も停止した。

　……し、失敗、したのか？

「はふぅん……」

　ジョージの吐息が耳元で聞こえる。その息づかいは、突然の発光に対する驚きと緊張に満ちている。

　暗がりの中、傍かたわらでジョージ友が息を吞みつつも見守ってくれているのだ。

　その音で俺は冷静さを取り戻す。

「ふぅ……」

　そうだ。まだ失敗のログは流れていない。

　であるならば、錬金の途中であるに他ならない。

「ここからだ……」

　先ほどよりもゆっくりと、ゆっくりと魔鏡を横へと振っていく。

　もはやその速度は振るというよりは動かすに近い。

　手鏡を持つ腕がぷるぷるする。

　俺の手の動きに合わせて鏡は右へと移動し、鏡面から四方２センチに及ぶ棒がニョキ、ニョキ、ニョキリと形を成して、出てくる。

　慎重に、崩れないように。

　どう言い表していいのかわからないが、延べ棒が出てくる重さで、手鏡を振る最適の速度が決められるのではないかと予測できた。

　確かな手ごたえを感じつつ、俺は延べ棒をついに出しきった。




：『竜血を照らす緋色ドラディル・スカーレット』【延べ棒】【小】が生成できました：




　俺は見事、ジョージの工房で棒を取り出すことに成功した。

　朱しゅと金が混ざり合った棒は熱く、危険な輝きを放っている。さっそく滅びと血の色をはらんだ黄金あかつきの延べ棒をアビリティ『鑑定眼』で見定める。




『竜血を照らす緋色ドラディル・スカーレット』【延べ棒】【小】

【光の終わりを告げる紅色が込められた竜血金属。『インク』と合成すると、塗料としても使用できる。また、このままでも武具の素材として扱える。血の祝福、呪い、竜の吐く緋ひ色いろの炎に希望の光を見み出いだすか、絶望の闇を生み出すか、それは創造する者の手に委ねられる】




　まさかの色兼金属が作れちゃいました。

　塗料にして、気軽に俺色に塗り尽くすもよし。

　はたまた、金属として高値で取り引きするもよしってところか？　もしくは『合成』してものすごいアイテムを作ってみたり!?

　この延べ棒がどのような効果を秘めているか詳細は不明だが、期待は膨らむばかりだ。

「天使ちゅわん……それって」

　いつの間にかジョージが装飾スキルを発動していたのか、気付くと工房は水晶の光に包まれ、俺が手にした紅い延べ棒を凝視していた。

「延べ棒っぽい」

「金属を生み出したって言うのぉん？　鍛冶師スキルすらない貴方がぁん？　採掘スキル持ちでもない天使ちゅわんが？」

「う、うん。まぁ」

　塗料としても使えるらしいけどね。

「ツキノテアで金属を最初に生み出した錬金術士ちゃんになったわけねぇん……」

「それはどうだろう……他にもいるかもしれない」

　おそらく、神しん智ちの錬金術士ニューエイジ・サンジェルマンとか、創世の錬金術士ノア・ワールドとか。どちらもミソラさんから聞いたＮＰＣキャラだけど。

「クラン・クランの錬金術スキルで金属が生成できた、なんて情報は聞いたことがないわぁん」

「それは傭兵プレイヤーの中ではそうかもしれないね」

「それは一体……」

　どういう意味？　と続く言葉を消すジョージ。

　俺の表情を見て、それ以上の質問をするのをやめてくれる。きっと賢者ミソラさんの言葉を思い出して、俺が他言はできない状況にあると理解してくれているのかもしれない。

　今回の話の内容は直接ミソラさんと関係していないので、言っても問題はないはず。でも俺の目標に近い存在について、正確な情報を持っているわけではないから、なんと話せばいいのか……。

　黙る俺に、ジョージは分厚い唇をつり上げる。

「いいわぁん♪　もともと、そのつもりで天使ちゅわんに工こ房こを明かしたわけだしぃん？　今まで天使ちゅわんばかり錬金術を披露してくれていたものねぇんッ☆」

「んん。それは一体……どういう意味？」

　ジョージが飲み込んだ言葉を、俺は吐き出す。

「あちきのぉん、装飾スキルを魅せて、ア・ゲ・ル、わぁん！」

　装飾スキル……気になってはいたけど、一度もジョージがそれを発動しているのを見たことはない。

　ついに、隠されたジョージの秘業が明かされるのか？

　そう思うとちょっとワクワクしてしまう。

「装飾スキルわぁん、傭兵プレイヤーのアクセサリを作ったり、家具や庭具を作ったりもするのよ。うちのお店の調度品は全てあちきのハンドメイドってことぉん♪」

「ふむふむ」

　家具や庭具も作れるのか……。

　俺もいつか自分の店を出せた時には、ジョージに何か頼もうかな。

「そっしてぇん！　知っての通り、傭兵プレイヤーにスキルを習得させる輝剣アーツの作成ねぇん！」

　輝剣アーツ。それはクリスタルのような水晶に、短剣が突き刺さっている。

　水晶には神々の力が宿っており、それが短剣に込められる。傭兵プレイヤーは己の胸に短剣を突き刺して、スキルを習得する。俺も錬金術スキルをジョージのお店で買い、自分の胸におっかなびっくりしながら刃を突き立てたのは記憶に新しい。

　そんな輝剣アーツを作るのが専業と豪語したジョージは、近場に安置されていたサッカーボールほどの大きな水晶を手に持った。

「『永ウィ劫ンタのラ冬ー・・雪フ溶ラけンぬネ炎ー水ヴ晶ェ』よぉん。氷と火と相性が良いなんて、まったくもってんっ加工に失敗し続けた水晶よぉ……入手もボスからのレアドロップだから……これが最後の１個よぉん。今度こそは成功したいわぁん！　新素材も手に入ったわけだしぃん！」

　ソレを熱い視線で眺めたジョージは「いい子ちゃんねぇン♪」と、ゴニョゴニョ呟つぶやきながら、空いた左手でジャラッと巻き革を広げた。

　革には20個以上のポシェットがついていて、そこには彫刻刀らしき道具が収納されている。

「さぁ、美しき子よ。あちきの刻む美によってぇん♪　華麗に舞い、華麗に踊りぃん、より華麗に生まれ変わりなさぃん」

　ジョージはそう言うと、床にあぐらをかいて座り、両足の裏で水晶をガッチリと挟み込む。

　そして天に掲げるように、シャラッと２本の彫刻刀を両手で持つ。

「『満ち欠けの標しるべ』！」

　何かのアビリティをジョージが発動したようだ。

　ジョージの持つ彫刻刀は眩まばゆい光を放つ。

「ふぅうううううんッ！」

　ついで、ジョージの表情は鬼神のそれになった。

　まるで木彫りの神像を創り上げる修行僧のような気迫で水晶を削り出したのだ。

　彼女が繰り出す彫刻刀の道筋は──

「はふぅんっ」

　時に神をも畏れぬ大胆さで豪快に切り出し。

「あふぅんっ」

　時に赤子へ慈愛の抱擁を交わすように、優しくなでつけ。

「ほっふぅん！」

　時に激しい豪雨のように細かく刻みつけ。

「ぬふぅううううぅぅうううううううん！」

　時に地の底まで追い込む、地獄の番人さながらにえぐり出す。

　ちなみに、ここだけ超重低音ボイスがジョージの唇より震えながら吐き出され、マジで怖かった。全力で踏ん張ったのはわかるがキャラを通してくれよ。

「ふしゅるるうううう」

　全ての工程に緩急があると、観察していて理解できた。そして、ジョージの動きは神がかっていた。ありていに言うならば異様なスピードを誇っていた。素早い動きで上半身の残像がゆらめき、あらゆる方向から彫刻刀を水晶へと刻みつけてゆく。

「ふぇいっ」

　どうでもいいけど彫刻刀を握る手が、なぜか小指だけピンッと立っているのがちょっと気になる。

「いい感じにできたわぁん♪　このアビリティって時間制限があってぇん、ここまでの動きをこなせるのに苦労したわ。それでも間に合わず、満足のいく形に削り出せるってなかなかないのよぉねぇん……」

　とは言っているが、俺からしたら相当な手際だったと思う。

　先ほどまでゴツゴツとした不ぶ恰かっ好こうな水晶だったモノは綺き麗れいなカットを施され、店先に並んでいる輝剣アーツと形状が似てきている。

「こ・れ・に、新素材をっと☆」

　ジョージが新たに取り出したのは、透明感のない真っ黒な石塊だった。

「『暗き灰王の門』で採掘してきた『黒鉄』よぉん。あちきの見立てでは、かなーり強い刺激を与えないと、従順にならないみたいなのぉん♪　そして火と相性がいいらしいのぉんッ」

　なるほど。

　晃こう夜やの真似をするならば──

「早い話が、丈夫で硬く、扱いづらいってわけか」

「その通りねぇん。そ・し・て、そんな頑固な子にはぁん、共通のヒ・ミ・ツがあるの」

　ジョージはその黒い鉱石を右手に載せ、左手に万年筆のような器具を取り出す。

「『水晶宮への招待状』」

　ジョージがまたもやアビリティを発動したようで、彼女の左手に握られた万年筆の先が高熱を帯びたかのように赤く光り始めた。

　その筆先をゆっくりと、黒い鉱石へと這はわせていく。筆先が触れた場所から石はかすかに溶け、薄い溝を生み、滑らかに万年筆を滑すべらせる。

　そして見慣れない紋様を鉱石に刻みつけたのだった。

「一筆、上々に描けたかしらぁん？」

　ジョージが満足そうに呟くと、『黒鉄』が闇色の光を発した。その発光が終わる頃には、『黒鉄』は透き通った物体へと変貌を遂げたのだった。

　さっきまで真っ黒に濃かった色が数瞬で薄く、透明になったのには驚きだ。

「ようこそ水晶の世界へっ♪　招待に応じてくれてありがとんッ」

　そう『黒鉄』だったモノに口付けをするジョージ。

「す、すごい」

「初めて試した素材にしては、いい方ねぇン。少し濁りが残ってしまったけれどぉん」

「ジョージ……そのアビリティって」

「鉱物や金属を、水晶に変えるアビリティよぉん。誇るべきカターイモノをそなえた子たちは大抵、水晶化できるわぁん♪」

　装飾スキルすごいな。どんどん水晶を作れちゃうじゃん。

「ふんうふん……『黒水晶』ねぇん……」

　俺の感動とは裏腹にジョージは神妙な面持ちで、水晶化した『黒水晶』とやらを眺めている。

「これは前にも『永劫の冬・雪溶けぬ炎水晶』に『封晶』を試して上手くいかなかった水晶だわぁん……」

　しょんぼりジョージ。

「『封晶』？」

「あぁん。水晶はねぇん、在るべき姿に成ると力が宿るのぉん」

　ジョージは先ほど、カットして形を整えた『永劫の冬・雪溶けぬ炎水晶』を俺に見せる。

　なるほど。水晶を切り崩し、あるべき姿に近付けると、その水晶にスキルの力が備わる、と。

「スキルの力がこもった水晶は、そのままでは成り立たないのぉん。その力を熟成させる必要があるのぉん♪　水晶の種類にもよるけどぉん、数時間から数日、指定の場所に保管しておく必要があるのよねぇん」

「ふむ？」

「それは例えば、鉄と火が行き交う街道とか、暴力と欲が渦巻く湿った路地裏とか、水のせせらぎが豊かな河原とか、小さな木漏れ日の春吹く森とか、暗く光の届かない洞窟とか、月光が降り注ぐ丘とかねぇん？」

　謳うたうように各場所を口に出していくジョージは、どこかウキウキとしていた。

　熟成か。ワインみたいですな。

　というか、そんな所に放置したら誰かにかすめ取られたりしないのかな。

「水晶を置くってことだよね？　大丈夫なの？」

「天使ちゅわんの心配もわかるわぁん。でもね、水晶は保管した傭兵プレイヤーしか手出しできないのぉん。ただし、その水晶は他の傭兵プレイヤーからも水晶のオブジェクトとして視認できるのぉん。回収時が一番難儀ねぇんッ」

　なるほど。

　つまり、水晶のオブジェクトがあれば、それを取りにくる装ジ飾ョ職ー人ジがいるわけで、回収のタイミングを狙い、待ち伏せして強奪を目論む奴もいるわけか。

　やっぱりジョージってLvが高いのもそうだけど、ＰｖＰも強いのかな。

「その『熟成』なのだけどぉん、水晶って放置していると、どぉんどぉん宿った力が抜けていくのぉん。自然に還っていってしまうのねぇん」

「それを防ぐのが『封晶』ってこと？」

「ご名答よぉん！　スキルの力が水晶から抜けないように、相性が良さそうな別の水晶をコーティングして力が抜け出すのを防ぐの。それが『封晶』なのねぇん！」

「それでさっきカットして形を整えた『永劫の冬・雪溶けぬ炎水晶』に、以前『黒水晶』を『封晶』としてコーティングしたけど失敗したってわけか……」

「そうなのよねぇん……残念だわぁん」

　なかなか輝剣アーツを作るのって難しいものなんだな。

　錬金術同様、甘いスキルではないようだ。

　熟成というシステムがある以上、対人戦も考慮しないといけないとかハードルが高い。

「だいたいぃん、火と氷が同時に存在するなんて、ありえないのよねぇん」

「……ん？」

「あら、天使ちゅわん、どうかしたのぉん？」

　火と氷。

　決して相容れないはずのモノが融合している水晶。

　俺は『賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド』に出品しておいた、とあるアイテムの存在を思い出す。赤魔法が得意なグレン君との戦いで、迫りくる彼の炎へとぶつけると即座に氷へと変質させた代物。

『火種を凍らせる水晶フラム・アイシェ・クアルソ』だ。

　システムメニューを開き、『賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド』にて３０００エソと強気な額で出品中、かつ売れ残りでもある『火種を凍らせる水晶』の出品取りやめをタップしてストレージへと戻す。

「ジョージ、もしかしたらなんだけど……」

　無色な氷塊に、揺らめく炎が封じ込められている『火種を凍らせる水晶』。氷と炎、同時に存在することを許されていないはずの物体を取り出す。

「なぁにぃん？」

「これって使えたりしない？」

「それって確かぁん……この前作っていた物よねぇん？　でも水晶系統はレアドロップで手に入れるか、装飾スキル持ちしか作れないはずだけどぉん」

　訝いぶかしみつつも、俺の手にある『火種を凍らせる水晶』を凝視するジョージ。

「まさかと思うけどぉん、それって水晶ってことはないわよねぇん？」

「わからないけど、名称に水晶ってあるよ」

「ホワッツ！？！？！？！　それマジりすボンぬ!?」

　驚きょう愕がくするジョージのパカッと開いた大口から『ぷるんぷるん』と、のどちんこが震えている。

　このゲームをプレイし始めて、一日一回は色黒パンチパーマののどちんこを目にしている気がする。

「う、うん……ジョージにあげるから、『封晶』に使えるか試してみてよ」

「そんな代物、聞いたことないわぁん……アイテム兼、水晶系統だなんて……」

　腕を交差して、らめ～とか言って遠慮するジョージ。

「いいからいいから、俺もジョージの作る輝剣アーツを見てみたいしね？」

　そんなジョージをなんとか押し退け、俺は『火種を凍らせる水晶』を譲渡する。

　正直に言うと、装飾スキルがすごく気になる。

　ここまでの工程を見ていて思ったのは、面白そうの一言。そんなコンテンツに、もし、もし錬金術で出した成果を加えられたなら──

　それは、製作への無限の可能性を示すのではないだろうか。

　俺は期待に膨らむ目でジョージを見つめる。

　ジョージはメキョッと音が出そうなほど、『火種を凍らせる水晶』を眺め、ポツリと呟いた。

「これ……水晶だわぁん。しかも、氷で炎を封じるアイテムではあるけれど、由縁は交わるはずのない炎と氷が相あい俟まって存在してるぅん。火に触れて爆発的に凍らせることができるのは、火と氷が融合しているからに他ならないわぁン」

「つまり？」

　俺はニヤッと笑みを浮かべる。

「相性バッチリよん！　これなら『封晶』ができるかもしれないん！」

　輝剣アーツという短剣を担う装飾職人と、未知の道を探索する研究家の錬金術士。

　ここに夢のコラボレーションが実現しようとしていた。

　それは短たん剣けんと探たん研けんの冒険コラボ。

「…………」

　本来であればとても、とても胸躍るはずなのに、内心ではテンションが上がり切らない。

　それがどうしてなのかは理解している。

「天使ちゅわぁん、ありがとおおおおん♪　こんな子、ハ・ジ・メ・テ！」

　ジョージは無邪気に、楽しそうに、何の不安もなくゲームをプレイしている。

　俺だって本当は心の底から互いのコラボを楽しみ、その嬉うれしさを共有したい。でも俺たちは、現実改変という恐怖を一緒に共有できない。

　ジョージの嬉しそうな顔を目にすればするほど、妙な疎外感を覚えて心の温度が下がってゆく。

「…………」

　胸の奥底に閉じ込めたはずの、行き場のない虚しさが小さな波紋を呼ぶ。

　込み上げる寂しさから逃れるように、俺は装飾スキルが見せる世界へ没頭した。





８話　深い夜に沈む、救いの手







　ジョージは見事にカットした『永ウィ劫ンタのラ冬ー・・雪フ溶ラけンぬネ炎ー水ヴ晶ェ』を様々な器具が置いてある作業テーブルに載せ、俺が譲渡した『火種を凍らせる水晶フラム・アイシェ・クアルソ』を左手でつまんだ。

「今まであちきが可愛がってきた水晶この中で、断トツ小さな水晶ねぇん……やっぱりアイテムでもあるからなのかしらぁん」

　しばらく、氷の中に炎が揺らめく水晶を観察していたジョージだが、ゆっくりと作業テーブルにあった鉄色のランプを手に取った。

　ランプといっても明かりを灯す方のランプではなく、こすったりすると魔人が出てきそうな、あの魔法のランプっぽいやつだ。

「このサイズなら、コレで十分だわねん」

　そう言ってランプのフタをパカッと開け、『火種を凍らせる水晶』をコロンッと入れた。

　そしてフタを閉める。

「『蜜みつ月げつを刻む溶とき』」

　ランプがじわっとオレンジ色に光り、ジョージが何らかのアビリティを発動したことがわかった。

　蜜月。それは関係が親密であるという意味。

　仲が良い。それは『封晶』を施す水晶とコーティングされる水晶、両者には必須条件ってことか？

「天使ちゅわんからもらった水晶をランプの中で『蜜みつ』にするの。そして、ソレをぉん」

　ランプを傾け、その差し口から『火種を凍らせる水晶』だったモノを少しずつ、部分的に『永劫の冬・雪溶けぬ炎水晶』へとかけていく。

　水晶へと滴したたる蜜は煌きらめき、トロリと美味しそうな輝きを放っていた。

　ハチミツが食べたくなってくる……。

「『久く遠おん結び』」

　ジョージの発動したアビリティに応えたかのように、重力に従って流れ落ちていた蜜は一瞬にして固まった。

　その様子をあらゆる方向から、じっくり観察するジョージ。

　永久に２つの結晶を一つに結ぶアビリティってわけか。

「あちきのスキルレベルだと、『蜜』を凝ぎょう固こさせるチャンスはあと５回しかないわぁん。このコーティング具合で、『封晶』の出来栄えが決まるのよぉん」

「むらなく、隙すき間まなく、全体的に？」

「隙間がないのは絶対ねぇん。他にも重要なのは、水晶の尖とがっている箇所に厚くコーティングしないといけないのん。これがなかなか、骨が折れるのよぉ」

　口ぶりからして相当失敗してきたのだろう。

　実際、見ているこっちも難しい作業だと感じる。滴り落ちる蜜の鈍いスピードや量を先読みし、凝固させるタイミングを見計らう必要があるのだろう。

　一朝一夕では身に付かない技術だ。

　そうして、ジョージは慎重に蜜を垂らしていき、絶妙なタイミングで装飾アビリティ『久遠結び』を発動しては、水晶をコーティングしていった。

「ふぅん……成功だわぁん」

　ジョージは頰を伝った汗をぬぐい、無事に『永劫の冬・雪溶けぬ炎水晶』に『火種を凍らせる水晶』を用いて『封晶』を施したことを告げる。

　だが、彼……彼女の表情は未だに緊張をはらんでいた。

「最後の仕上げねぇん」

　ジョージはアイテムストレージから短剣らしきものを取り出した。

　普通の短剣には対象を傷つける刃、握り手を守る鍔つば、握りの部分、そして握りがすっぽぬけないように柄つか頭がしらがある。

　それらは各部位ごとに違う金属が使用されていたり、加工や装飾が施されている。しかし、ジョージが持っているのは、鉄をそのまま短剣の形にくりぬいただけのような粗末なモノだった。

「これわぁん、専用の装飾キットを使ぃん、インゴットを削って短剣を象かたどったものよぉん」

「ほぇ」

　まったく武器として機能しないような代物だった。

「これを水晶に突き刺して、終わりぃん！　てぃん！」

　ジョージは変なかけ声と共に、水晶へと模造短剣を突き刺した。

　するとただの鉄色だった短剣が、みるみる姿形を変貌させていく。

「できたわぁん……」

　それは、蒼そう宝ほう玉ぎょくの透明さを誇る水晶。

　そこに突き立つは深紅の短剣。その刃から炎が水晶へと流れ込んでおり、赤き揺らめきが絶妙な色彩美を放つ。

　それは錬金術に負けず劣らずの美しさを誇っていると言ってもいい。

「……綺き麗れいだ」

　ジョージは興奮した様子でできた輝剣アーツを俺に近付ける。

「この輝剣アーツは天使ちゅわんにあげるわぁん。天使ちゅわんのアイテムがなければ、この輝剣アーツは、生まれなかったもの！　『熟成』が終わったら必ず貴方に譲渡するわぁん」

「いや、それは悪いって……」

「いいのよぉん？」

　さすがにこれは受け取れない。見た目からでもわかるように、この輝剣アーツはかなり価値の高いものだと判断できる。

　実際、ジョージが販売している高額な輝剣アーツと同等以上であるような存在感を放っている。

「いや、ほんとにさ」

　遠慮する俺に鼻息荒く顔を近付けてくる色黒ジョージ。

「じゃぁん、『熟成』させて回収する際に天使ちゅわんの力を借りてもいいかしらぁん？　それなら貴方がこの輝剣アーツをもらってもいい理由になると思うけれどぉん？」

　この輝剣アーツの生誕に俺が携わり協力すると。

「ううーん……」

　どう答えても、ジョージはこの件に関して折れないような気がした。

　それだけの勢いがある。ならば、ここは快く受け取っておくのが礼儀なのかもしれない。

　実際とても嬉うれしいことだし。

「それなら、喜んで」

『熟成』を終えた輝剣アーツを取りに行くというのは、もし輝剣アーツを発見していた傭兵プレイヤーがいたら、待ち伏せされてる可能性もある。おそらくだがジョージと比べ、俺はかなり戦闘力に欠ける。そんな俺なんかが参加していいのか、と感じる部分もある。だけど、輝剣アーツをもらい受けるなら、なるべく輝剣アーツ作成に携わって力になりたい。

「俺なんかが役に立つのなら、がんばるよ」

「じゃぁん、商談成立ね？　ささっ、あちきたちが作った輝剣アーツを早く見てあげてん☆」

　所有権の話ですっかり意識が輝剣アーツから遠のいていた。

　俺は改めて、『鑑定眼』を発動させて、深紅が宿る蒼そう穹きゅう色の水晶へと目を向ける。




スキル『冬の落とし子』

【タイプ：輝剣アーツ】

【熟成：雪に覆われた大地に安住の場所はない。流浪の民はこの厳しい寒さに凍えないよう、一時の寄る辺べとして灯ともしびを焚たくだろう】




【スキル：炎によって天へと昇った水は、やがて氷結され雪へと生まれ変わる。このスキルは雪を操るアビリティを習得できる】




　雪だと……？　もしかして雪だるまとか作れちゃう感じなのかな。

　精巧な雪ウサギとかも作りたいし、かまくらとかもできちゃったりするんですかね！

「雪だよジョージ……雪！　ジョージ、こんなスキルって今まであった？」

「もちろん、ないわよぉん」

　新スキル誕生！

　俺はジョージへと右手をあげる。するとジョージはなぜか自分のパーマなアフロヘアーをこの手に押しつけてきた。

「いや、ハイタッチだから……」

「あらあらぁん。装飾スキルを頑張った、あちきへのご褒美のなでなでかと思ったわぁン♪」

　もしゃもしゃとした何とも言えない感触が俺の掌を包み込む。思わずワシャッと握ってみると、ジョージのアフロのさわり心地は可も不可もないものだった。

「それにしても、この輝剣アーツの熟成場所って……」

　俺はジョージの頭をモシャクシャしながら、輝剣アーツの【熟成】について疑念を投げかける。

「うぅーん……一応、心当たりはあるわぁん。『氷ひょう狼ろうの縄張り』ってフィールドがあってねぇん……集落とまではいかないけど、安全地帯セーフティがあるのん。そこに傭兵プレイヤーたちが休む施設や焚たき火びもあったはずだわぁん」

　そうか、焚き火……ジョージは【熟成】の説明欄から推察したのだろう。

「ふむふむ」

「今わぁん、【熟成】の心配をするよりもぉん、あちきたちの子供の誕生を喜びましょ？」

　両目閉じウィンクをかまし、愛おしそうに新しくできた輝剣アーツ【冬の落とし子】に熱い視線をかますジョージ。

「確かに。今は同志との傑作に大いなる喜びを感じずにはいられないね」

　俺もこの輝剣アーツには特別な思い入れがあるのは間違いない。

　錬金術スキルによって生み出された『火種を凍らせる水晶』。

　装飾スキルによって削り、力を磨かれた『永劫の冬・雪溶けぬ炎水晶』。

　その２つが合わさり、いわば共同製作で輝剣アーツの創造が実現したわけだ。

「やっぱり、これって業界初だったりする？」

「もちのロンよッ☆」

　そして同志はジッと俺を見つめてきた。

「……企業秘密にするしかないわねぇん」

　なぜか野太いイケメンボイスで、悪友に微笑むかのように語りかけてくるジョージであった。

　そんな友人を見て胸の内にポッと温かみがさす。

　少しの間、現実改変の不安を溶かし、忘れさせてくれたジョージに感謝した。




◇




「いつものぉん、天使ちゅわんの調子を取り戻したわねん？」

　一通り、『冬の落とし子』である輝剣アーツを愛めで、互いの考察を出し尽くした俺たちは店のカウンターへと戻った。そこでジョージが不意にそんなことを言ってきたのだ。

「ん？」

「天使ちゅわんが、何に悩んでるのかわからないけどねぇん？」

　なんと、ジョージは俺が現実改変について不安がっていたのをどことなく察していたようだ。

「がんばる気持ちが大事よん！　素敵な結果をきっと呼べるわぁん♪」

「あはは……確かに、そうかもな」

　本心からジョージの言葉に同意できるわけがない。ただ、それでも否定しなかったのは励ましてくれるジョージが眩まぶしいから。

　こうやって一緒にゲームをしていたとしても、俺たちはどこまで行ってもただの他人なはず。でもジョージは相変わらず俺に良くしてくれる。

　そう、ジョージはたかがゲームで知り合った他人なのに……どうしてこんなに苦しいのか。

　どうしてジョージは現実改変を認識できない？　どうしてジョージと一緒じゃなくて……欲しいのは共感で、そう願っても俺にできることはない。

「でも、俺はきっと無力かも……」

「そうねぇん。あちきも、なぁーんにもできなかった時の方が多かったわぁん……」

　ジョージにしては珍しく、憂いの帯びた瞳で遠くを見つめながら呟つぶやいた。その様子は親しかった誰かを、大切な誰かを思い浮かべているかのような表か情おだった。

「あちきがここで天使ちゅわんを抱きしめて、天使ちゅわんの悩みを、痛みを分かち合って天使ちゅわんを救いたいけど……無理なのよね？」

　そう、現実改変を認識できないジョージから何を言われたって納得できない。俺の不安な気持ちを理解できるはずがない。

「よく聞いてねん。あなたは、あなたのやり方で、あなたを幸せにできる」

　力強く、ゆっくりと言い切るジョージ。発せられた声音の温度は陽だまりのような温かみに満ちていた。

「天使ちゅわんはどうせ前を向いて、歩いていけるのよねぇん」

　これはエール。

　俺なら大丈夫だと、応援してくれているのだ。

　ジョージの優しい真意に触れて、思わず身体が震えてしまう。

「それに天使ちゅわんは錬金術スキルを、あちきは装飾スキルを極めようとしてるん♪　お互いまったく別のものを見てるのに、ほら不思議☆　力を合わせたらこんなに素敵な子が作れちゃったでしょ？」

　にっこりと微笑むジョージを目にし、『見えてる世界は違えどわかり合える』と言われたような気がした。

「それでも、もし泣きたくなったなら……あちきがいるわよん」

　静かな笑みをたたえながら、ジョージは俺から視線を逸らさない。

　ただ、その瞳の奥から『傍にいることはできる』、『互いの力になれる』という強い意志だけが窺うかがえた。




「だって、それが友達フレンドってやつでしょん☆」




　不器用な両目閉じウィンク、それからニシシッと笑みを飛ばすフレンド。

　俺はそんなジョージがとても好き過ぎて、ありがた過ぎて……ポロリと涙をこぼしてしまう。

　頰を伝う熱い筋が、羞恥心と情けなさを刺激する。けれど、ジョージの前ではそれすらも柔らかく溶けていきそうで、隠さずにみっともない素の自分をさらけ出せる。

　それからジョージは無言で、ぽんぽんと何度も背中を叩たたいてくれる。その手からは温かい感触が伝わり、焦る必要はないとなだめてくれる。

　そう、初めから晃こう夜やたちも言ってたじゃないか。できる限りのことをしようって。自分のやれる範囲でいいんだ。

　ちょっとぐらいは何かを、自らの手で変えられると信じよう。




◇




「さてとん、今ならいいかしらねぇん？　この話題を出してもン☆」

　しばらくして、ジョージは空気を切り替えるようにして明るい声で語りかけてくれる。

「んぐ、……グスッ……ん……？」

「商談の話をしようかしらぁん」

「……商、談？」

「天使ちゅわんの商品をうちのお店に出してみてはどうかしら。『賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド』に出品すると税の分、売り上げが減るけどぉん。うちに品物をおろすなら税金は取られないわよぉん？」

「ふむ……」

　それはとても魅力的な提案であり、俺には利益にしかならない話だ。

　商談と言うからには、ジョージにも何か得する要素がないと話は成立しないはず。俺が作り出すアイテムをジョージのお店で売るとして、ジョージには一体何のメリットがあるのだろうか。

「見返りは、天使ちゅわんの錬金術よ」

　俺の思考を先読みするかのようにジョージが答える。

「どういうこと？」

「いい、天使ちゅわん？　よぉく聞いて。情報というのは、この世界では特に価値のあるものなの。クラン・クランに攻略本はないし、攻略サイトは全て公式が潰してるわぁん。それらの主おもだった言い分としては、この世界を楽しむためのネタばれ防止ってね」

「それは聞いてるけど……」

「あらゆるジャンルの情報にすごい価値があるの♪　それは錬金術に関してもよぉん！」

　ジョージはまじまじと俺を見る。

「天使ちゅわんはクラン・クランが正式サービスを開始して、たった５日で誰も到達しえなかった錬金術スキルの領域にいるわぁん。あちきはベータテストを含めたら４週間はこの世界をプレイしているの。そのあちきが言うわぁん」

　おおう……。俺ってけっこうジョージに認められてる？

　運と称号に恵まれていた部分が大半だったものの、こうやって自分よりも格上の傭兵プレイヤーから褒められるのは多少なりとも嬉しい。

「あなたは生産方面に関してあちきと同等レベルになりつつある。この意味わかるわねぇん？」

「あ、ありがとう……！」

「さぁて。情報が何よりも大事なこの世界で。自分の手の内、あちきの工房まで公開した意味が、天使ちゅわんにはわかるかしらぁん？」

　なるほど。今までなんとなく見せてきた俺の錬金術の成果は、貴重な情報の一つだったと。そして、今後も俺が歩む錬金道を見ていたい。だから、ジョージも自分の手の内を明かしたと。

「あちきと天使ちゅわんの合作アイテムについてわぁん、利率は半分こが妥当かしらぁん？」

　さらにはこの道程れんきんじゅつに、自分ジョージも一枚かませろと。

　今回、二人の力が合わさって作成できた『冬の落とし子』輝剣アーツの存在を考慮しても、ジョージ自身にも大きなメリットを生む。

　だが、それはジョージだけじゃなく、俺にとっても同様だ。

　お互いの持てる全てをかけて新しいモノを生み出したい。ジョージも俺と同じ気持ちであると、この話を持ち出された時点ですぐに理解できた。いや、もともと俺を工房に案内した時点で、商品を店頭に出品してみないかという提案をするつもりだったのかも。

　それは俺が錬金術をジョージに見せてきたから、その見返りに。

　でも、今ではジョージの装飾スキルも目にしている。工房まで見せてもらった俺に、この見返りは受け取れないし、やっぱり俺しか得をしていない。店を持つのがどれだけ大変なのかは知らない。だが、店持ちの特権である免税を甘受するなんてフェアじゃない気がした。

　それなのに敢あえて、ジョージあちきは工房も見せたのだから、錬金術を見せるのが対価に値する、なんて嫌な言い方をするのか。

「ジョージはどうしてさっきから、自分が悪者に聞こえるように話すの？」

「……誠意、かしらぁん」

　ふむ。

　今まで俺は無自覚とはいえ、ジョージに対して錬金術を披露していた。それを横で眺めていたジョージは、その行為には高い価値があり、それを自分が得ていたと正直に言ったわけか。

「天使ちゅわんと、今後もこういった製作をしてみたいわぁん。うちのお店に出品する見返りは、天使ちゅわんの錬金術」

　俺の方が断然メリットが多い、この提案。これはきっと、ジョージの厚意なのだろう。

「でもぉ、あちきと組んで、他の傭兵プレイヤーに目をつけられて危険が及ぶ可能性もあるしねぇん」

　確かに、今回のように続々と新輝剣アーツを開発していったら、いずれは狙われるかもしれない。でも、錬金術に危険はつきものだ。実験なのだから。

　それにジョージは、俺が断りやすいような話し方をする。こんなに内情をひけらかしてくれ、優しく、いい奴と組めるチャンスを逃す理由はない。

「答えは決まってるよ。ジョージと共同でアイテム作成だなんて、わくわく過ぎる！　ぜひ、やってみたい！」

「オホッ!!」

　歓喜の表情を浮かべるジョージに、俺はニンマリと微笑む。

「それに、ジョージ」

「なにかしらぁん？」

「どうして、情報が何よりも大事なこの世界で。自分の手の内、自分の工房まで俺に公開したのかな？」

　それはきっと信頼の証。

「あちきは自分の工房を誰にも見せたことはないわぁん。は・じ・め・て・よぉん♪」

　その一言が無性に嬉しかった。

　この工房に俺を入れた時から、俺のことを一人の職人として、共に歩むべき仲間だと見てくれていたのかもしれない。

　つまり、全幅の信頼を置いて工こ房こに招いてくれたというわけだ。

「……ジョージの信頼に応えられるようにがんばるよ！」

　つい笑みがこぼれてしまった。

「もぉん！　その答えが、既にあちきの魂にビンビン応えまくってるわよぉん！　あなたが男だったらあちき、絶対に逃してないわぁン！」

　そして、即座に俺の笑顔は凍った。

　俺は心に誓う。

　実は男だってこと、ジョージにだけはバラさないでおこう。




◇




「ジョージ氏うじ」

　話し合いも終わり、輝剣アーツ屋スキル☆ジョージから外へと出ると、ジト目でジョージを睨にらむアンノウンさんが店の前で出迎えてくれた。

「タロ氏うじはまだ幼き女子。そろそろ寝床に就かせるのが良き成人では？」

　あ、そろそろ寝ないといけないな……。

　時間を確認するとリアル時刻は３時を回るところだった。

「確かにそうねぇん。こんな愛くるしい少女を遅くまで引き留めるなんてレディの風上にも置けないわねぇン！　あちきったら、興奮しちゃってンッ！」

　女子とか少女という言葉がチクチクと刺さる。

　でも、これは自業自得だ。女体化した事実を親友にも言えず、フレンドたちにも明かせず、ただ目を背け続けている。

　さっき、ジョージは言ってくれた。『俺ならできる』って。

　自分の身体の変化から目を背けるのを止やめないと……でないと、俺のことを少女と示す言葉にずっと嫌悪や小さな痛みを覚えてしまう。

　その言葉を発する友人たちに悪気はないのに。

　彼女フレンドたちと心から笑い合いたい。

　怯おびえて縮こまり、あきらめ続けるなんて嫌だ。

　なら自分にできることを一つ一つ、積み重ねていくんだ。そう、錬金術と同じはず。

「お二人とも、今日はたくさんお世話になりました！　俺はそろそろログアウトします！　また明日っ」

　くすぶる不安を押し込めて、俺は二人へ微笑む。

　明後日の【妖精の舞踏会】、それが終わったら身体の変化を市役所に相談しに行こう。それから、やっぱり病院なのかな。

　とにかく姉が帰ってくる前にできることをしておくんだ。

　ログアウトした俺は、ベッドへ横に転がる。そしてクーラーのリモコンへと小さな手を伸ばし、『微風』ボタンを押して目を閉じる。

「妖精の舞踏会……どうなるのかな……」

　クーラーの稼働音だけが響く静かな部屋に、幼い女の子おれの呟きがこぼれた。





９話　法玉のありか







　深夜遅くに寝ついたわりに、俺は10時に起床という偉業を達成していた。

「よし、錬金術をしよう」

　寝起き一発目のカップ麵を食した後、俺は速攻でクラン・クランへとログインしている。

　これは逃げではない。

　そう、クラン・クランをプレイして気持ちを静め、英気を養う戦略なのだ。

「錬金術の前に、ミソラさんの所に行って『結晶』素材を集めるか……」

　妖精が現実に現れたと知ってから、まだ一度も行ってない。少し怖いという気持ちもあったけど、現実改変の件で何か新しい発見ができるかもしれないし、放置しておくのは悪手なはず。

『妖精の首飾り』を使い、空と妖精の守護者と呼ばれる賢者ミソラさんの元へとワープする。

「あるれ、あれれ。こんにちはタロちゃん」

　とんがり帽子を被った魔女っ子ルックのミソラさんが俺の訪問をにこやかに迎えてくれる。

「【妖精の舞踏会】は明日だよ、だよね？　心の準備はＯＫかな？　ＯＫだよね？」

「あはは……多分、大丈夫だと思います？」

　本心を言えば全然大丈夫ではない。ぶっちゃけクラン・クランこっちでの【妖精の舞踏会】が、後にどう現実に影響するか謎過ぎるのだ。

「ほむふむ。どうやら最近の人間たちは物騒だって、風たちが囁ささやいていたけれど。タロちゃんに妖精たちを連れていってもらえるなら大丈夫かな。うん、大丈夫だよ」

　舞踏会を前に傭兵プレイヤーたちの動きが活発化しているのは、ミソラさんの耳にも届いているようだった。

「が、がんばります……！」

　不安な気持ちを押し隠しながら、俺は『結晶』素材を採取する。そして時には妖精たちと踊り、語り、親交を深めてゆけば『妖精の粉』も大量に入手だ。

　そんな中、１匹の妖精が結晶の木に成る実とぶつかった。その衝撃からポトリと煌きらめく実が落ちる。その現象がひどく楽しかったのか、次々と他の妖精たちは真似をして実を降らせてしまう。

「妖精さんたちの羽から出てくる光は、とっても綺き麗れいだね。それに降り注ぐ結晶の実はまるで宝石の雨だ」

「たろん、ありがとん♪」

　やっぱり妖精たちは可愛い。小さな身体を一生懸命に伸ばしたり縮めたりしながら、俺の周囲をパタパタと飛び回る姿は、いつまでも眺めていられる。それが宝石の雨の中であれば、輝きは増すばかり。

　ほんと、こういう平和な光景がずっと続けばいいのになあー。

　彼女、彼らの存在に癒やされながらクルクルと踊っていると、妖精たちが頭の上にちょこんと乗ってきた。

「たろんの髪、きれーい！」

「たろんの髪ってお月さまみたい♪」

「たろんと踊るの、お月さまと踊るみたい？」

「たろんはわたしたちを悪い人間から守ってくれるのん」

「ミソラがそう言ってる」

「たろん、月光、踊る？　お姫さま？」

「ほむふむ。【月光に踊る守護姫】。いい響きだね、いい響きだよ」




：ミソラ領域に住む風妖精たちの好感度が50に到達しました：

：自然称号【月光に踊る守護姫】を獲得：




　わっ。

　突然のログに驚くも、俺は聞き慣れない単語『自然称号』というのが気になってすぐに読み尽くす。




：【自然称号】通常の称号と違い、着脱不可。常にその効果は発揮し続ける：




　ええええ……。

　これ、もし称号の効果内容が悪かったら終わりじゃないか。

　戦々恐々としながら、ゆっくりと獲得した自然称号の説明欄へと目を向ける。




【月光に踊る守護姫】

『親愛なる友、月明かり、踊り手、守護姫。風妖精たちは、とある傭兵プレイヤーをそう語り継ぐ』

【効果：天候に関係なく、周囲30メートルに『月夜属性』を追加する】

【効果：『妖精の輝き』を手にすることができる】




　これは……クラン・クラン内の天候が何であっても、『天候：月夜に限り効果を発揮する』系統のアイテム効果を、発動させ放題!?

　やった！　当たり称号じゃないか！

　これで魔笛『戦慄の調べ【月夜の晩に】』の天候：月夜のみ発揮するクリティカルヒットと魔力＋１００、ＭＰ＋40の追加効果を、天候関係なしにつけ放題!?

　でも、デメリットも状況によってあるのか？　例えばモンスターの中には月夜状態だと強化されるってパターンもありえるだろう。ともかく、自分の周囲はいつも月夜状態であるのを忘れないようにしよう。

　というか、『宝石を生む森クリステアリー』に住む妖精たちって風妖精だったんだ。てっきり一応は森にいるわけだから土とか木の妖精かなーって思っていたけど……。

　空を司る賢者ミソラの元にいる妖精さん、つまりは大空を自由に舞えるのは風だけ。だからミソラさんの傍には風妖精が集まり、彼女に庇ひ護ごを求めたのかも？

「しかし、うーん。【妖精の輝き】って何だ？」

　最後の説明欄に記された『妖精の輝き』についてだけは判然としなかった。そんな俺の疑問に答えてくれたのは賢者ミソラさんだ。

「ほむふむ。【妖精の輝き】はね、【妖精の粉】よりもさらに強力な煌めきを宿した物だよ。そうね、【妖テ精ィ女タ王ル候ニ補ア】の燐りん粉ぷんだよ、確かよ」

「燐粉ですか……」

　ほぇー、妖精女王の候補なんているんだ。なんか強そうだな。

　いつかは会えるのかな。そんな淡い期待を胸に、しばらくはミソラさんたちとの会話を楽しんだ。

『宝石を生む森クリステアリー』はいつも通りで、現実改変の関係で何か変わったとも思えない。不安が杞憂に終わったと判断したところで、俺はミソラさんたちと別れの挨拶を交わす。

「特に変化はない。やっぱり【妖精の舞踏会】が始まってから……か」

　ミケランジェロに戻った俺は、すっかり習慣となったジョージのお店通いを敢行する。

　フレンドリストをチェックすると、どうやらジョージはログインしていないようなので、またまた勝手にお邪魔させてもらおう。

「さて、まずは新装備だ」

　実は俺……ジョージが装飾スキルを使用する際、装備を変えたのを目撃してから少しだけ影響を受けていた。今更になるが、装備屋で『錬金術士』に適した装備を探して買ったのだ。全部位フルコンプでお値段なんと、たったの１０００エソ！　まぁLv３用の装備なので、ミソラさんからもらったドレス『空踊る円ロ舞ン曲ド』みたいにすごい効果付きとかではない。全体で知力＋40になるという地味な効果だけど、錬金術を少しでも成功させるためには欠かせない装備だと思う。

「これからは錬金術をする時、これに着替えよう！」

　購入したばかりの『学術都市ハロルド・ギアの古式制服』シリーズにドレスチェンジ。

「む……思ったよりピタッとしたコスチュームだけど……錬金術のためなら背に腹は代えられない！」

　上着は黒のセーラー服みたいなデザインで、ところどころに白の縁取りが施されている。そして左胸あたりから歯車を象った銅の装飾具が何個かつけられている。下半身は右側が紺のプリーツミニスカート、左半分は身体のラインがくっきり見えるショートパンツという奇抜な物だった。足元は簡素なニーソックスにローファー。

　なんというか、学生服にちょこっとスチームパンク要素が加わったような装備だった。

　まぁデザインよりも効果重視ということでさっそく『合成』してみよう。

「合成釜よ。我に栄光への道を示したまえ」

　俺は迷わず『妖精の粉』を１つ目の素材として選び、合成釜に投入。そして２個目のとある素材を釜の上に掲げて相性確認を始める。

「ん……やはり……２個目も『妖精の粉』が最有力素材ね」

　合成釜の中は、今まで目にしたことが無いほど綺麗に澄み渡っていた。

　大概の素材と相性良好な万能素材『妖精の粉』、それを１個目の素材に選んだ理由は明白だ。

　ミソラさんは言った。『妖精の輝き』は燐粉だと。

　そして『妖精の粉』も同じく燐粉。であるならば、ここから『妖精の輝き』を作れるのでは……？　と、仮説を立てるにはそう時間はかからなかった。

　俺の今までの研究成果では、『妖精の粉』をベースに合成してもことごとくが失敗、もしくは『妖精の粉』のままだった。しかし、今の俺は自然称号【月光に踊る守護姫】の効果がある。

「輝け、妖精たちよッ！」

　潔く『妖精の粉』を投入。さらにアビリティ【飽くなき探求】を発動して、ビーカーにフラスコにと『妖精の粉』を入れてゆく。

「３個目、４個目、全て輝け！」

　合計４つの『妖精の粉』を混ぜ合わせれば、合成釜から成功を示す青い煙が巻き上がる。




：合成が成功しました：

：『妖精の粉』＋『妖精の粉』＋『妖精の粉』＋『妖精の粉』→『風妖精の輝き』がレシピに追加されました：




「よしよしよーしッ！」




【風妖精の輝き】

『妖精たちが守護姫と讃たたえる者にしか触れることのできない貴重な燐粉。その優しき風が囁きかけた時、絶対の覇者ですら耳を傾けるという』

【粉をふりかけた者に『30秒間：風属性アビリティの効果を50％アップさせる』を付与する】







「風妖精……？　属性はランダムなのか？」

　効果はミナの魔法を補助するには最適なアイテムと判断し、俺は次々と合成してゆき５個ほど『風妖精の輝き』を作成した。

「全て風……ふむ。ベースとなった『妖精の粉』は風妖精の物だから、【風妖精の輝き】なのか？」

　いや待てよ？　俺は『妖精の粉』を『復元を司る拷問台座』へと置いて、各種耐性を分析する。すると属性値の部分で【風２】と表記されているのに気付く。

　もしや火ひノの丸まるで『妖精の粉』の炎耐性を強化してゆけば、【炎妖精の輝き】なんてのも作れるかもしれない？

　この推測を元に炎耐性を高めた『妖精の粉』を４つ作り、合成してみたところ【伝承：在りし火の輝きオールド・フォティア】というアイテムが完成した。アイテムと言っても不思議な物で、赤と白の蛍光みたいな粒子が炎のように揺らめき、手の平の上で燻くすぶっているのだ。




【伝承：在りし火の輝き】

『古き炎。その語り部となるは、妖精たちが守護姫と讃える者のみ。妖精族を守る勇猛な炎が吹き荒れた時、虐殺王ロンドールの意志ですら溶かすと語り継がれている』

【タイプ：伝承『古の日々、在りし陽だまりを守りし妖精たちの炎は、神血に背きし愚者を焼き尽くさん』】

【上記の伝承を詠唱すると『赤魔法：古城崩しの炎シュロス・ブレンネン』が発動する】




「『炎妖精の輝き』にはならないか……」

　おそらく採取した『妖精の粉』自身が正真正銘の火を司る妖精からではないと、各種妖精の輝きは作成できないと見る。

「けどタイプ伝承とか、これってもう魔法アビリティと同義なアイテムじゃん!?」

　いや、おそらく魔法発動するための問題が出題されずに即時発動なため、魔法アビリティよりも実戦向けかもしれない。詠唱がやや長い部類だが、確実に発動できるのはかなりの強みだ。

「今日は調子がいいから、ついにアレに手を出す時が来たかもしれない……」

　この勢いに乗じ、俺は朱色の光沢を帯びた延べ棒を取り出す。




『竜血を照らす緋色ドラディル・スカーレット』【延べ棒】【小】

【光の終わりを告げる紅色が込められた竜血金属。『インク』と合成すると、塗料としても使用できる。また、このままでも武具の素材として扱える。血の祝福と呪い、竜の吐く緋ひ色いろの炎に希望の光を見出すか、絶望の闇を生み出すか、それは創造する職人の手に委ねられる】




　間違いなくこの竜血金属こそが、俺が持つなかでは最高峰の素材。

　武具作りの素材にできる、というが俺は鍛冶職人ではない。できるのは錬金術。

　錬金術とは古来、金属と向き合い、練成し、決して存在するはずのない物体を創り出す術の総称だ。祝福か呪いを帯びた竜血金属を御し切れるかどうかは俺の腕一つにかかっている。

　一つしかない素材を失いたくない、その思いは確かにある。

　だが、ここで『竜血を照らす緋色ドラディル・スカーレット』を『合成』し、その先を目にできるのなら──

「我が手に染まれ、竜血よ！」

　合成釜へと竜血金属を投入。ついで金属相手とならば容赦せず、強火に変更。

　次に素早く『妖精の粉』を先に掲げる。

　案の定、空模様は良好だ。

　で、あるならば……『風妖精の輝き』ではどうなるだろうか？

「おぉぉおおお！」

　夜空の輝きは星雲のごとき、激しい煌めきを放つ。天の川が流れているかのようなその美しさ、思わず歓喜の声が漏れ出てしまう。

　相性抜群と豪語する合成釜の空模様へ、『風妖精の輝き』を投入。

「さらに『飽くなき探求』！　ビーカー、フラスコにッッ」

　液体化させるは『風妖精の輝き』と『伝承：在りし火の輝き』だ。

　緑と紫が入り混じった輝きが合成釜の空模様を雅みやびに色づかせる。夜闇に咲き開く風の麗しさに魅入られ、俺は一心不乱になって『かき混ぜ棒』をグルグルと回し続ける。

「まるで……【神々の宝飾宮殿アルビオンアート】だ」

　かつて神々が守護した伝説の地、【神々の宝飾宮殿アルビオンアート】。そこには燦さん然ぜんと煌めく宝の大地が、海が、空が、永遠と続いていたと言われている。その輝きと見まがうほどの美が、俺の合成釜の中で激しく奔流している。まるで竜の咆ほう哮こう、荒ぶる炎熱が猛り狂うみたいな激しさから目が離せない。

「踊れ、鳴け、創造せよ！」

　赤、黒、緑、紫、この４色がそれぞれ異なる産声を上げ、一つの物体として昇華してゆく。

「追いついてみせたぞ、神々よ」

　俺の掌には神々の威光すら霞かすむほどの、美麗かつ荘厳な宝石が転がる。細かい金銀の装飾に縁取られたそれは、紅玉ルビー、緑柱石エメラルドと紫水晶アメジストが複雑に絡み合い、星々の輝きを閉じ込めたかのような宝石だった。

「ふむ……『聖せい風ふうに愛された竜りゅう鳴めい石』……？」




【聖風に愛された竜鳴石】

『風妖精たちの慈しみ溢あふれる聖風に祝福されし竜鳴石。気高く強大な、絶対法聖アニキュラーの竜鳴がいくつか宿っている』

【タイプ：神託の法石オラクル・ジェム】




【装備条件：知力２００・魔力１００】

【ステータス：素早さ＋１２００】

【砕くとエクストラスキル『竜鳴魔法』とスキルポイント15が取得できる】




「ふむふむ、タイプ【神託の法石オラクル・ジェム】？　装飾枠の装備品で、ほわぁ!?　ステータス素早さ＋１２００!?　砕けばエクストラスキル【竜鳴魔法】とスキルポイントが15も手に入るのか……」

　できれば装備して、超スピードを誇る縦横無尽な無双プレイがしたい。

　ぶっちゃけ現時点ではこの装備さえあれば傭兵プレイヤー最強を名乗れるかもしれない。だけど、俺のステータスは魔力が１００もないし、これから優先的に魔力を上げるつもりもない。レベルポイントは、知力と素早さを優先するのが俺の王道なのだ。

「んん、装備すれば素早さ＋１２００は嬉うれしいけど……キルされて他の傭兵プレイヤーに奪われちゃったら意味ないからなぁ……」

　そうなると答えは一つ。

「砕くか」

『竜鳴魔法』なるエクストラスキルも気になるし、手に入るスキルポイントでちょっと振ってみるのもありかな。

　俺は【聖風に愛された竜鳴石】をタップし、砕くの選択項目をポチッと押した。




◇




〈クラン・クラン〉

【公式サイト　傭よう兵へいたちの宴会　掲示板】

（ジャンル　生活系）




スレッド名　【天使ちゃん】ＰｖＰ【親衛隊の集い】




723：いよいよでござるな、みなの衆

724：だな。妖精の舞踏会か

725：ふぉっふぉっ、果たして天使ちゃんはミケランジェロの舞踏会に来るかのぉ

726：いつもミケランジェロにいるぽ。きっと、来るぽ

727：マジ、俺フレンドになるチャンス。マジでガチで高ぶる！

728：みな、目的を忘れてはならぬでござるよ

729：ござるどんの言う通りでごわす

730：確かにな。今まで、天使ちゃんに近付く輩は俺たちが、なんとか撃退してきたものの、今回のミケランジェロで開催される妖精の舞踏会では大おお御ご所しょが集結する

731：ちと、わしらの手に余るのぉ

732：個人個人で動くのにも限界があるな

733：いっそのこと天使ちゃんのための傭ク兵ラ団ンを結成するか？

734：っていうか、マジ俺ら天使ちゃんのガチ傭ク兵ラ団ンみたいなもんだよな

735：ふひっ。彼女が作ったら即入団するぺろ

736：その可能性があったか。じゃあ今、誰かが作るわけにはいかないな

737：おいどんも天使ちゃんのいる傭ク兵ラ団ンに入団したいでごわす

738：じゃが、今日はいかように天使ちゃんを守れば良いのかのぉ

739：むむむむ、無念でござる……

740：キミたち！　そんな気概で、純真にして神々しくも尊き花をお守りできると思っているのか！

741：ぽ、その口調は

742：ひさびさのメルヘン卿きょうだな

743：メルヘン卿、マジどっか行っておｋ

744：メルヘン丼でごわすな

745：ちぃとばかし、戻ってくるのが遅いんじゃないんかのぉ若造よ

746：おお、メルヘン卿、復活したでござるか！

747：ぐっ。復活が遅くなってしまってすまない。だが、ボクが戻ってきたからには、美しき花嫁を必ずや我が炎で守りきってみせる！

748：やれやれ、途中参加のくせに偉そうだな、メルヘン卿

749：まぁまぁ、みなの衆。同志が増えるのはいいことでござるよ

750：押お忍す！　ござるどんがそう言うなら！

751：そうじゃのぉ

752：マジござるっちがそう判断するならマジおｋ

753：天使殿は不遇スキルの錬金術しかもっておらぬ。某それがしらが一致団結せねばならぬ時ぞ

754：プフゥ、錬金術といえばいいアイテムを作れても、地味にステータス＋10や+20が限度っぽね

755：ポーション一つ作るのにもガチの苦労って話マジ乙

756：そんなか弱い天使どんを守れるか、でごわすな……

757：どっか行ってたメルヘン卿にはわからないだろーな。この危機感

758：ボクは決して消えたのでは……ただ、自分を見つめ直し、鍛え直し、真に彼女にふさわしい自分になるために研けん鑽さんを積んでいたのだ……

759：その間に俺たちは必死こいて、天使ちゃんにちょっかいをかける輩の情報収集をしたり、暗殺、奇襲、乱戦と駆けずり回ったんだが？

760：まぁ楽しかったからいいぽっ

761：マジでガチで、あーいうの、ガチ初めてでハンパないっ！

762：それは、その。すまなかった……ボクとしたことが……愛しの姫君をキミたちに任せきりにしてしまうとは……

763：若いうちは頭を下げる柔軟さがあって良いのぉ。歳は取りたくないものじゃな

764：何だかんだ、毎回メルヘン卿の話題が出てたでござるよ。みな、心配してたでござる

765：おい、ござる侍！　ソレを言ったらまたこいつは調子づくからダメだろ

766：しかたないっぽ。とにかく、メルヘン卿、おかえりぽ

767：おかえりでごわす！

768：キミたちがボクのことを……そんなに思ってくれていたとは……

769：メルヘン卿、マジでガチどっか行っておｋ

770：やめてくれぽ、メルヘン卿は趣味じゃないっぽ

771：メルヘン卿がメンヘラ卿になったでごわす！

772：若いとは何とも、愚かしく、おもしろいのぉ

773：ござる侍のガチレスわろたぽ

774：と、とにかく、このボクが来たからには彼女の安全は心配ない！　キミたちは舞踏会に備えて、万端の態勢を整えたのか!?　馬車持ち傭兵プレイヤーはどれほどいるのか！

775：あー、それがっぽ……天使ちゃんの護衛で金策できなかったぽ

776：そのへんはガチで厳しかったわ……俺っちはマジで二輪馬車ギリギリ買えた

777：うむぅ。わしも同じくじゃ

778：馬車なー俺も欲しかった……

779：そういえば、大層綺麗で立派な白色の馬車がミケランジェロに出現したって噂うわさがあるのぉ

780：一部の目撃者によって、道具屋には売ってないと騒がれてる馬車でござるな？

781：誰の馬車ぽね？

782：まぁともかく！　徒歩勢も馬車勢も、天使ちゃんを守るでごわす！

783：今日はガチ戦の予感ｗ

784：ぷひぃっ。楽しみっぽ

785：天使殿の守人たちよ、いざ参るでござる！





10話　特権階級







　明くる日。

【妖精の舞踏会】当日は、万人の休日でもある日曜日。

　俺はクラン・クランにログインし、お決まりの瀟洒な輝剣屋スキル・ジョージで目覚める。

「やっほぉん、天使ちゅわん☆」

「こんにちは、天使さま」

　約束していた時間の10分前にログインしてきた俺だが、二人は既にログインをして待っていたようだ。

　ウキウキしている色黒アフロなジョージと、どこかそわそわしている金髪神官童女。

　ミスマッチな組み合わせの二人だが、今日の舞踏会のお伴はこの二人なのだ。

「二人とも、もうログインしてたんだ」

　正直、俺も内心は興奮気味なのだが、至って平静な態度でジョージとミナに挨拶をする。

「そうよぉん！　いてもたってもいられないわぁん！　ついに今日から舞踏会が始まるわよぉん！　素敵なダ・ン・ナ・候補探しの始まりよぉぉおん」

「天使さまをお待たせするわけにはいきませんので」

　現在時刻は午後１時。

　ログインしたらすぐに運営より『妖精と舞う夜明け』『黄たそ昏がれに染まる玉座』という２通の通知が届き、どうやらイベント【妖精の舞踏会】は２部構成になっているそうだ。

　運営からの通知内容を流し読みしたところ、前編の『妖精と舞う夜明け』は２週間続き、各町、各都市で一日２回開催される。期間中であれば何度足を運んでもＯＫで、目ぼしい傭兵プレイヤーと親睦を深めるといった催しものだと告知されている。そして会場で妖精らと踊り、その採点を競い合うものらしい。

　後編の『黄昏に染まる玉座』は、前編の採点次第で入れる会場が異なるとのこと。

「妖精の舞踏会ぃん♪　一体、なにが起きるのかしらぁん！　いいオトコがたぁーっくさん集まるわよねん!?」

「天使さまと一緒に行けるのが、ミナはとても嬉うれしいです」

　テンションＭＡＸなジョージに対し、ミナは平常運転だ。どころか少しだけ表情に陰りが見えた。

　やっぱり、未だにアンノウンさんから袴はかまが完成したという報告がないからだろうか。

「ミナ……やっぱり今日行くのは……」

　ミナの服が完成してから出席するのでも遅くはない。せっかくの舞踏会なら二人で着飾って行く方が楽しいと思い、今日行くのはやめにしようと俺が提案しかけた時。

　決して鳴ることのない、来客を知らせるベルが入り口から発せられた。

　カランコロンと心地よくも乾いた音が、俺たちの視線を色ガラスのドアへと集中させる。

　もしかしてアンノウンさんかな！

　そんな期待を込めて、向けた視線の先には──

「やぁよぉ、タロちゃん。それにタロちゃんのご友人たち」

　その澄んだ空色の髪の毛をすっぽりと隠すように、目深なとんがり帽子をかぶる美少女が入店してきた。

　輝剣アーツ屋スキル☆ジョージの門戸を開いたのは、賢者ミソラさんだった。

「ミッ……ミソラさん!?　こんにちは」

　突然の賢者訪問に驚きつつ、俺は無難な挨拶を送る。

「賢者さま……こんにちはです」

「ミソラちゅわ～んっブホワッ」

　ジョージのミソラさんに対する挨拶は、賢者がその手に持った杖つえの先端をジョージの顔面にめり込ませたので中断されてしまう。どうやら右目にクリーンヒットしたらしく、床でのたうち回るジョージ。

「ホワッツゥ!?」

「変な呼び方はよしてくれないかな、くれるよね？　人間」

　有無を言わさぬ態度でジョージを絶対零度の眼差しで睥へい睨げいするミソラさん。

　登場から数秒で怖過ぎるっす、賢者ミソラさん。

「あっ、タロちゃんはなんて呼んでもいいからね？　いいんだよ。ミソラお姉ちゃんとかいいんじゃないかな、いいよね？」

　うめくジョージを全無視し、賢者さんは朗らかな笑みを携える。名案でも思いついたかのように腕組みをしながら『うんうん』と頷うなずいている。

「ミソラ、おねえちゃん、ですか……」

「あるれ、あれれ。敬語なんかいらないわ、いらないよ」

「あはは……」

　完全にジョージを視界から消しているミソラさん怖こえぇ。

「ほむ。そんなことよりも、今日からいよいよ【妖精の舞踏会】だね」

　いよいよ本題か。

　今から行くかどうかは別にして、このタイミングでの賢者ミソラさんの出現は何か意味があるのかもしれない。

　俺はゴクリと唾を飲み込み、頷く。

「あるれ、あれれ。タロちゃん緊張してるね？　でも、大丈夫だよ。きっと楽しいものになるからさ。タロちゃんが人間たちに悪さをされたら、私たちは黙ってないから」

　物騒な発言をしながら彼女はローブの袖をもそもそまさぐる。

　ミソラさん恒例の四次元袖のお出ましか。

　今日は一体、何が出てくるのやら。

「とは言いつつも、今日は面倒を見てもらうのはこちらの方かな？　ささーおまえたちー出ておいで、おるれー」

　ミソラさんが呼びかけると、彼女の袖から羽の生えた小人がシュシュシュッと風を切るような速さで飛び出してきた。

　勢いのまま天井に行きつくかと思われた妖精たちは、クルリとこちらへ方向転換し、錐きり揉もみ降下よろしく俺に接近してくる。

「わわっ、たろんだ！」

「たろたろ、きのうは楽しかったん！」

「ニンゲンの街、うるさいね♪」

　３匹の妖精たちは、俺をグルグルと周回してははしゃぎ出す。

　半ば予想していた妖精たちとの再会。

　やはり『気ままな雲の流れ亭』でミソラさんがお願いしてきた、妖精を舞踏会に連れていってほしいという案件は本気だったようだ。

「みんなやっほい」

　にっこりと微笑みかけると、妖精たちもにぱーっと笑みを返してくれた。

「ねぇ、妖精さん」

　俺が飛び回る彼らに声をかけると、３匹の妖精たちはすぐに俺の前に整列した。なんか訓練された軍隊みたいに俊敏な動きだったのは気のせいか。

　だがパタパタと羽を動かしながら、空中に停止する３匹はかなり可愛らしい。

「なに、たろん？」

「たろん、どしたー？」

「たろったろー♪」

　三者三様の返答だが、その全てが子供っぽい反応で思わずにやけてしまう。

「俺の友達を紹介するよ。隣の女の子がミナ。床で転がってるのがジョージ。二人とも今日は一緒に行動をするから」

「「「はーい！」」」

　妖精たちの元気のいい返事を聞いて、俺は隣でうずうずしているミナに目配せをする。

　ミナは俺の意を汲くんで、おずおずと前に歩み出た。

「妖精さん、こんにちは。わたしはミナヅキ。よろしくお願いします」

　ミナは現実あっちで一度見ているからなのか、若干こわばった声で妖精たちに近付いた。

　だが、妖精たちはサッと後方に下がりミナと距離をあける。

　彼女の挨拶に妖精たちの反応は首を縦に振っただけで喋しゃべろうとはしなかったのだ。それどころか、はためかせていた小さな背中の羽をパタッと停止させ、どこか様子を窺うかがうような眼差しで警戒をしているようにも見える。

　あの羽って動いてなくても空中に飛んでいられるんだ……。

「ほむ、ふむ。森の中でも、一際警戒心の強い妖精を連れてきたわ。きたよ。好奇心よりも警戒心の方が強い子たちなの。だから下手な行動には出ないだろうし、タロちゃんの言うことにはすぐ反応するようにも言ってあるの、あるんだ。どうか気を悪くしないであげて、タロちゃんのご友人」

　ミソラさんが妖精とミナの間に入り、そんな説明をしてきた。

「そうなのですか……」

　それを聞いてちょっとしょんぼり気味のミナ。以前踊った時は何だかんだ楽しそうだったもんな。

「妖精さんたち。ミナはいい子だから、そんなに離れなくても大丈夫だよ」

　ミナを避ける妖精さんたちをなんとか近付けたくて、そう語りかけてみる。すると先ほどまで止まっていた妖精たちの羽は再びパタパタと動き始めた。

「たろんがそう言うなら」

「しかたないなー、たろぉー」

「たろったろん♪」

　犬のしっぽみたいだな、妖精の羽って。

　急に上機嫌になる妖精たちを見て、ふとそんなことが頭に浮かんだ。

　３匹の妖精たちはその身をゆっくりとミナに近付け、ゆるやかに彼女の頭の上を旋回したと思ったら、そのうちの１匹がちょこんっと俺の頭上に乗ってきた。

「わわっずるいーずるいー」

「たろっちたろっち♪」

　俺の頭上に居を構えた妖精に見習って他の２匹も俺の両肩にちょこっと座った。

「あるれ、あれれ。タロちゃんは本当に妖精たちに好かれてるわ、好かれてるよ。じゃあタロちゃん、私があげたドレスを着てこの子たちと舞踏会を楽しんでおいでね？　楽しむんだ」

　妖精を乗せた俺に、ミソラさんはクスクスと笑いながら顔を耳に近付けてくる。そして『妖精たちのお守もりは任せたわ、任せたよ』と囁ささやいてきた。




：秘匿クエスト『風妖精のお守り』が発生しました：

：【クエストクリア条件】イベント『妖精と舞う夜明け』に参加中、妖精３匹のＨＰを０にしない：

：【クエスト失敗条件】妖精が１匹でもキルされる：

：【クエスト報酬】妖精の粉×１００　スキル『風妖精の友ゆう訊じん』：




　発生したログにビックリするが、さらにビックリするのはクリア報酬だ。

『妖精の粉』もかなり嬉しいが、スキル『風妖精の友訊』!?

　なんだ、これは。

　ものすごく、ものすごく気になる。わりとかなり、いや、もうかなり。

　とにかくこのクエスト、失敗条件に妖精のキルが表記されてるってことは、攻撃されればダメージが発生し、モンスターや傭兵プレイヤーみたいにキルされる可能性がある。

　正直、妖精を引き連れて舞踏会に出るとか重荷以外の何ものでもないと思っていた。絶対、目立つだろうし、色々聞かれるだろうし疲れるだろうって。

　でも、目の前にこんな素晴らしそうな報酬をぶら下げられてしまったら、俄が然ぜんやる気が湧き出てくる。同時に警戒度も一気に跳ね上がった。

　こんな貴重なクエスト、失敗は許されない。

「任せてください！」

　鼻息荒く、ミソラさんにそう宣言する。

　俺だってやってみせる！　と意気込めばミソラさんはこくりと頷き、未だ床に倒れているジョージとミナを見回した。そして最後にローブの裾を両手でつまみ、一礼をする。

「では、みなさん。タロちゃんとの舞踏会を楽しむと良いわ、良いよ。ちょうどお客さんも来たようだし、私はこのへんで帰るわ、帰るよ」

　お客？

　ミソラさんの言葉に首を傾げると、またもや鳴ることのないはずの来客ベルが揺れた。

「タロ氏うじ！　ミナ氏うじ！　はらはら、良きかな良きかな！」

　輝剣アーツ屋スキル☆ジョージの扉を勢いよく開いたのは、いつもの艶やかな佇たたずまいとはかけ離れたアンノウンさんだった。

「間に合わむ」

　アンノウンさんは俺とミナを見て安あん堵どしているのか、ホッと肩をなでおろしている。その横をとんがり帽子を目深にかぶったミソラさんがスッと通り抜けていった。一瞬、アンノウンさんはミソラさんに視線を移したがすぐに興味が逸れたようで、そそくさと俺とミナに近付いてくる。

「……お二方が未だ【妖精の舞踏会】に行かず、げにとてもこころよし」




：アンノウンより『蒼そう雲うん流し袴ぱかま』が譲渡されています：

：受託or拒否：




　うんうんと一人で満足顔のアンノウンさんは、いきなり俺にアイテムトレードを飛ばしてきた。確かにお金は既に違う商品を購入した際にお店で支払っているけど……これは俺ではなく、ミナに渡してほしい。ちなみに金額は１万エソだ。

「おお、これがミナの袴……「完成したのですか！」

　俺がログに驚いてる横でミナが歓喜の声を上げる。

　アンノウンさんに飛びつく勢いで、背伸びしながら質問をするミナが少し可愛らしい。やっぱり自分の着る袴が、舞踏会でお披露目できるかどうか気にしていたのだろう。

「ええ、長らくお待たせして申し訳ない」

　アンノウンさんは清々しい笑みで袴の完成を表明してくる。

「依頼主はタロ氏であった。ゆえにタロ氏に渡すのが常道でありんすね？」

「あぁ、はい。じゃあアンノウンさん」

　フフフと笑い、袖で口元を隠すアンノウンさん。

「ミナ、キミの袴だ」

　そして、手に入れた袴を俺からミナへと譲渡する。その際にミナも何か物を譲渡すると主張してきたが、俺も男だ。女の子にプレゼントをする時ぐらいはかっこつけたい。

　それにミナには７万エソ分の借金があるのだから、１万エソじゃまだまだ返しきれないのだ。

「ミナにはいつもお世話になってるから。これはそのお返し」

　ニカッと笑い、ミナに『蒼雲流し袴』を譲渡すると『それだったらわたしだって、天使さまにはいつもお世話に……』とゴニョゴニョと口ごもっていたが、『ミナは俺のお願いが聞けない？』と尋ねてみると、細い首をふるふると振り『あ、ありがとうございます』と了承してくれた。

　その後、ミナはさっそくその袴を着てみた。

『蒼雲流し袴』は、下にいくごとに濃厚な青のグラデーションが施されている。それに伴い、灰色の淡い模様が青を引き立たせるように、ところどころに織り交ぜられている。そして驚くべきは、その雲のような灰が下地の青を殺していない。つまり、透き通っているのだ。

　やんわりと漂う雲は蒼あお空ぞらを決して曇らせてはいない。

　さらに腕から袖にかけた部分、それと微妙に脇わきの箇所が薄い灰色に染まっており、そこは光の加減でチラチラと透ける。

　つまり金髪ロリッ子の脇や二の腕がすけすけ！

　普段は神官服で露出度ゼロの装備を着ているミナが、局部的とはいえ露出している事実がなんとも男心をくすぐる。

　その絶妙な健康美かつ、未成熟な妖艶さがなんともいい！
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　これぞまさに、合法金髪和装ロリ。

　……おっと危ない危ない。

　ミナの言うロリゴンなんかじゃないからな？

　穴があくほどミナの袴姿を観察していると、背中をチョンチョンと叩たたかれる。

「それはそうとタロ氏」

「ほいほい」

「その頭と肩に乗っている小人は何でありんすか？」




◇




　アンノウンさんの疑問に妖精と答え、彼女の興奮と質問攻めに無難な範囲で返答していき一ひと悶もん着ちゃくを収めた俺たちは、いよいよ完全武装で【妖精の舞踏会】に向かうことにした。

　俺はミソラさんからもらったドレス、重力を６分の１に軽減できるという特殊能力付きの『空踊る円ロ舞ン曲ド』を着る。

　やはり女性モノの装備は膝あたりがスースーとしており、落ち着かない。だが、せっかく舞踏会用にもらったモノだし、着るほかにない。

　さらにこのドレスは、俺が歩くたびにフワフワと地上から10センチ程だが浮いてしまう。

　それに合わせて妖精たちも、俺の周囲を飛び回るものだから、『絵になるわぁん』と床ノックアウトから復活したジョージは恍こう惚こつの顔で呟つぶやく。ミナに至っては両の手を結んで地に膝をつき、瞳を輝かせながら神に祈るポーズを取っている。

「あはは……」

　アンノウンさんはというと、『はらはら、げに美しゅう』とどこから取り出したのかわからない扇子をファサファサと仰ぎながら凝視してくる。

　どうでもいいんだけど、ジョージの服がわりとまともというか、普通でよかった。いや、コレをまともと思ってしまうのは既に俺の感覚が毒されているのかもしれないが。

　ジョージは深いスリットの入ったチャイナドレスを着ていた。

　これがアンノウンさんに作ってもらったオーダーメイドの舞踏会用のドレスであるらしい。燃えるような赤に塗り尽くされ、金の縁取りが際立つゴージャスなチャイナドレス。さらに黄色のラメがちりばめられており、優雅さと力強さといった印象をヒトに与える。そんなステキな服も、スリットの奥から引き締まった黒い筋肉が見え隠れし、アフロ頭のパープルアイシャドウ、化粧が濃ゆいジョージが着ているものだから、うん……何もかもを強調し過ぎて、ちょっと台無しである。

　まぁとにかく、これで準備は整ったのだ。

　そろそろ出発といこうじゃないか。

「じゃあ、みんな。行こうか」

　俺の合図を皮きりに、その場の全員がジョージの店を出る。

　みんなの足取りは軽く、それを目にした俺は緊張が和らいだ。

　屋内から屋外へ出たため目に入った日差しが眩まぶしい。俺は軽く影をつくるため、右手をかざしながら考える。

　光があれば、影もある。

　期待と不安が渦巻く【妖精の舞踏会】。

　無用に絡んできそうな傭ク兵ラ団ン、『一いっ匹ぴき狼おおかみ』はミケランジェロの舞踏会に来るのだろうか。なるべくなら来てほしくない。

　いや、来ていたってあんな気に食わない奴ら、歯牙にもかけずに振るまってやる。どんなことが起きても対応できるように、この日のために色々と準備してきたんだ。

　俺は錬金術で作成した品々、アイテムストレージ内を確認し後ろで待機している仲間を見渡す。

　相変わらず、ミナは可愛いし、ジョージは頼もしい。

　アンノウンさんはリアルの用事があるらしく今日の舞踏会は出席できないそうだが、後日一緒に行く約束をしてある。

　とても心強い仲間たちだ。

　さらに今日は、ミナとジョージに加えて晃こう夜やや夕ゆう輝きとも会場で合流する予定になっている。

　何を不安がることがあるのだろうか。

　肩にちょんちょんと触れてくる妖精のコロコロと変わる表情を見て、俺の口元には自然と笑みが広がる。

「行こうか」

　アイテムストレージから馬車のフィギュアを取り出す。

　ミソラさんからもらったそれを使用すれば、『銀精アルジェントたちの馬車』が街道に出現する。

　白馬４頭に引かれる立派な四輪馬車が金の粉を爆散させて登場したことに周囲の傭兵プレイヤーが一瞬ざわめく。さらに俺がそれに乗ろうとすると、一段とざわつく声が大きくなった。

「我が主あるじ様、どちらに行かれますか？」

　御者の黒人間、クロスケが俺に質問をしてくる。

「ミケランジェロの王城へ」

【妖精の舞踏会】実装と同時に開放される、ミケランジェロの支配層エリア、ミケランジェロの王城へ。周囲のざわめきを置き去りにし、俺たちは出発した。

　ふと、馬車の窓から空を見上げると、気持ちのいい澄み渡った青がミケランジェロの上空を支配していた。
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【妖精の舞踏会】が開催されると同時に、ミケランジェロでは新しいエリアが開放された。それはテアリー公の屋敷を通り抜けた先にある、城へと続く坂だ。

　ジョージの店から馬車で出発した俺たち一行は、その新エリア『大城門橋』にいる。

「おらおら！　歩きの通行人ども！　どけどけ！」

　坂道は蛇のようにうねったカーブを何度も描きつつ、その高度を少しずつ上げて城門へと辿たどり着く。そして今、ここでは多くの傭兵プレイヤーたちが押し合いながら登っているのであった。

　その人口密度に耐えかねたのか、もしくは別の理由で癇かん癪しゃくを起こしたのか、周りの傭兵プレイヤーに喚き散らし、道を譲れと恫どう喝かつする傭兵プレイヤーも出始めている。

「どうせ馬車を持ってないお前らは、城門前で渡される選別証で別塔行きになるのがオチだろ！　馬車持ちである俺らに道をさっさとあけろ！」

　石を積みあげて作られた頑強そうな坂道ではあるが、これにはかなり不親切と言っていい設計が組み込まれている。

　城門までの高さは目算にしておよそ20メートルとなかなか高所だ。つまり、橋の両端には落下防止のための手すりや、欄らん干かんなどが設置されていてもいいはずなのにソレがない。

「馬車も買えない貧乏人は邪魔だ！　落ちろ！　落ちちまえ！」

　横幅はさすがに王城への道と言っていいほどにある。

　坂道の幅は、４メートルはある。だが、イベント初日ということもあって、人はごった返しになっている。さらに最悪なのが、よく『大城門橋』を観察すると、門に近付くにつれて道幅は狭くなっているようだ。馬車が一列で通れるか通れないかぐらいの規模である。

「ふざけんな！　俺たちが先に並んでたんだぞ！　馬車持ちだろうがなんだろうが順番は守れ！」

「うるせえなぁ！　どかねえなら、こうだ！」

　俺たちの前を行く馬車が歩行者と口くち喧げん嘩かになり、強引に突破してしまう。すると密集していた歩行者の群れは馬車に押し出されるように、橋の両端から落ちていった。

　まるで、ボウリングのピンみたいに弾き飛ばされた傭兵プレイヤーもいる。

「ふざけんなてめえ！」

　一度落下すれば、また人で溢あふれかえっている『大城門橋』を上り直さなければならない。

　落とされた傭兵プレイヤーたちは馬車に遠距離攻撃を仕掛けようと、いきり立つ。だが、それは俺たちを見下すように、高くそびえる城壁にずらっと整列した神兵デウスが阻む。灰色の巨大な石で積まれた壁はそれだけで圧迫感があるのに、それに加えて神兵デウスである。傭兵プレイヤーに恐れられている彼らは微み塵じんのためらいもなく、迅速かつ冷酷に手にした弓から矢を放った。

　その一連の動作は目で追えない神速で、飛ひ翔しょうしてくる矢も驚嘆するスピードを誇っていた。

「お前らに死の裁きをッッごあッ」

「ちきしょうめぇええぇええ」

「ポピィッ」

　落とされ憤怒し、ＰｖＰを始めるモーションをした傭兵プレイヤーが、避よける間もなく弓矢に身体を貫かれる。全員が等しく一撃でキルされているので、ものすごい威力なのだろう。

「そ、某それがしには、まだ果たさねばならぬ使命があるでござるぅううう」

「ぽおおっ、ぺろりすとぽおっ」

　ある者は周囲を巻き込んで派手に吹っ飛び、ある者はとっさに構えることができた盾ごと矢が貫通し、その身に刺さって倒れ伏す。

　俺は王城へと続く、そんな惨状の『大城門橋』で自分の馬車を進めながら、周囲の様子を我関せずといった体ていで眺めていた。

　馬車の中は安全で平和だ。

「あらぁん、容赦ないわねぇん」

　外の様子を見ていたジョージの呟つぶやきにも確かに頷うなずける。

　どう見ても、馬車持ちの傭兵プレイヤーが悪い。でも青の鎧よろいに身を包み、無心の瞳でこちらを窺うかがう神兵デウスたちは、馬車を攻撃する素振りは一切しない。弾き落とされ、報復行為を試みる傭兵プレイヤーにのみ、容赦なく矢を射かけている。

　馬車持ち傭兵プレイヤーは優先して【妖精の舞踏会】に参加できるってアナウンスは、こういう意味だったのか？

「どこの都市もこのような感じなのでしょうか？」

　ミナの疑問にジョージが吐息まじりに唸うなり、アフロのもさり具合を右手で調整しながら答える。

「違うかもしれないわぁん。規模の小さな村とかでもぉん【妖精の舞踏会】は開催されるぅって聞いてるからぁん」

「なるほど……村じゃ、こんなに神兵デウスが配置されないだろうし、そもそも建物がこんな設計にはならないか……」

　晃こう夜やや夕ゆう輝きたちはこのありさまで無事に城門内へと入ることができたのだろうか。

　そんな心配をしつつ、俺はジョージにならって窓から外の様子を覗のぞき込む。

「綺き麗れいな馬車ね……」

「店であんなの見たことないよな」

「銀色のちっこい光が飛んでないか？　あれ、なんだよ」

　そして俺たちの馬車の周りは人だかりができるどころか、微妙な距離を保たれている。遠巻きって程でもないが、どこかそわそわしながらもこちらの様子を観察しているといった風情だ。そのおかげか、俺たちの馬車は順調なスピードで城門へ上り詰めていた。

「おい！　今ものすごい美少女が窓から見えたぞ！」

「あんな子が馬車の中に乗ってるのか!?」

「傭兵プレイヤーか!?　それともイベント用のＮＰＣとか!?」

　ふと目が合った傭兵プレイヤーに続き、その周辺の傭兵プレイヤーがざわつき始めたので、即座に俺は車窓のカーテンを垂らす。

「どこの姫様だ！　舞踏会に出席するのか!?」

「くぅ～～～～！　こりゃあ何が何でも舞踏会に出席してぇ！」

「反対の窓には……ヒイッ！」

「アフロの、お、オネェ!?」

　もう少し城壁の景観を見ておきたいところだけど、顔を出すのはやめよう。代わりと言ってはなんだが、外に『うふぅんっ♪』とか投げキッスを発射しているジョージに周囲の警戒は任せておくとする。

　そう決心して馬車にゆっくりと揺られること５分。

　何やら、前方が騒がしくなってきた。

「おい、俺たちがここは先に行く」

「何を言ってるのかね？　ここは我々が先に行くのだ」

「厚かましいこと言ってんじゃねぇよ。たかだか、二頭馬車ふぜいが二頭四輪馬車である俺たちに指図するな！」

「なるほど、馬車は確かにそちらの方が上うわ手て。しかし、それと戦いの実力が同じとは限らないですな？」

「あぁん？　試してみるか？」

「お望みとあらば、中身のないその頭に叩たたき込んでさしあげるとするかね。どちらが上か、と」

　またもや揉もめ事の発生だ。

　どうやら、道幅がついに馬車１台分しか進めない狭さになった地点で、２台の馬車がつばぜり合いを始め、どちらが先に行くかで言い合いになっているようだ。

　そのせいで、後ろにいる俺たちや徒歩の傭兵プレイヤーたちは停滞している。

　しかも、その馬車に乗っている傭兵プレイヤーたちは、ＰｖＰをすれば城壁にいる神兵デウスに狙撃されるかもしれないという可能性から、双方ともに罵り合うだけで一向に事態は進展しないありさまである。

　しばらくは我慢できたものの、そのやり取りが５分と続けば周りの傭兵プレイヤーたちも苛立ちを募らせ始め、色々と野次が飛んでいる。

「早く行きたいです……」

　俺の気持ちを代弁した呟きをこぼすミナ。

　さっきまで巨大な城壁を目にして『天使さまっ、見てください！　あの大きな壁を！　壁があれだけ大きいのなら、お城はもっと大きいのでしょうか！　王子さまがいたらどうしましょうっ』などと、ウキウキしていた彼女だが、今はどこか不安気な表情である。

　馬車から顔を出さないと決めた俺だが、ウチの神官さんをこんな顔にさせるのはいただけない。

「ジョージ、ちょっと一言モノ申すから、警戒度を上げてもらってもいい？」

「あらぁん、ほどほどにするのよぉん。もちのロンでぇ、いい漢オトコがいないか目を光らせておくわぁん！」

「天使さま!?」

「たろん、どこに行く？」

「たろん、馬車出るー？」

「たろりん、たろりん？」

　慌てるミナや妖精たちに、大丈夫だと笑顔を送る。

「少し、話すだけだから。このままじゃ、俺たちも待っている人たちも迷惑だし。妖精さんたちは馬車の中で待ってて？」

「て、天使さまがそう仰るのであれば……でも無理はしないでくださいね？」

「「「わかったーん♪」」」

　俺は仲間の了承を得て窓を開け、縁ふちに両手をついて外へと身を乗り出す。

　すると幾人かの徒歩傭兵プレイヤーがこちらに視線を移してきたが、ほとんどの傭兵プレイヤーたちは前方で揉めている馬車集団に苛立ちを含めた目を向けている。

「そこの傭兵プレイヤーさん」

　俺の馬車と、喧嘩中の馬車たちとの間は、20名ほどの人垣で隔へだたっている。なので、まずはすぐ前方にいる徒歩傭兵プレイヤーたちに声をかける。

「ひ、お姫さま!?」

「すげえ馬車だとは思ってたが、中にお姫様が乗ってる!?」

　俺の声に幾人かが振り向くと、大げさな反応を返してくる。

　姫様ってなんだよ。姫様って……。でも、なんか偉そうな称号だし、ここは姫様然とした態度でふるまえばこちらの要求も通りやすくなるのではないか？

「あの、申し訳ないのですが。そこを通してもらってもよろしいでしょうか？　あちらで御お騒さわぎになっている殿方たちに、後続の者が待ち侘わびている旨をお伝えしたいのです」

　こんな感じが姫様だろうか？

　だが、話しかけられた傭兵プレイヤーたちの反応は芳しくない。

　なぜかポヤーッと俺を凝視するばかりで、返答がない。

　交渉失敗か？

　……あぁ、順番抜かしがいけなかったのか。それなら──

「あの、傭兵プレイヤーさん？　もちろんお話をした後、私わたくしたちは下がって元の順番通りにしますのでご安心ください。みなさんをないがしろにするような行為は決していたしません」

　再度、願いを申し出ると無視を決め込んで硬直していた傭兵プレイヤーたちは、やっとこちらに気付いたかのようにハッとして、おずおずと返答してきた。

「も、もちろんですとも」

　お。どうやら、このまま膠こう着ちゃく状態が続くより、俺の提案を飲み、試してみた方が有意義だと気付いたのかもしれない。

「そ、そ、それに！　順番など俺らはどうでもいいです！　どうか、姫様の好きにしてください」

「姫様が先に行ってください！　ボクたちなんかのためにそこまで気を遣わなくても大丈夫です」

「そうだ、そうだ、少しぐれえ順番が遅くなろうとも、乙女の歩む道を阻むほど、俺たち傭兵プレイヤーは野暮じゃないぜ！　なぁみんな！」

「「「おうよ！」」」

　急にテンションの上がり出した徒歩の傭兵プレイヤーたちは、肩と肩でど突き合いながらも友情と賛同を示している。そんなオトコ同士ならではの仕草に、ちょっとだけ羨ましさを覚える。

　あぁ、俺もちょっと前までは夕輝や晃夜とあんな感じで……あ、肩がぶつかった拍子に、一人の傭兵プレイヤーが坂の端っこから落ちていったぞ!?

　だが、落とした方も、落っこちた方も何やら穏やかな笑顔で俺を眺めている。そんな彼らに驚きつつも、しっかりお礼を述べておく。ついでに営業スマイルを浮かべ、馬車をゆっくりと前方へ進める。

「はぅあ！」

「天使や！」

「お姫さま、可愛い……」

　すると、どうしたことか道を譲ってくれた傭兵プレイヤーたちが次々に『姫様のお通りだー』『道をあけてさし上げろ』『おい、姫様のお通りだぞ！』『すげえ』『生きててよかった……』

　と、ざわめきが徒歩傭兵プレイヤーたちの間で波及していく。

　なんだか後に引けなくなった俺は、引き続き姫様モードで揉めている馬車の傭兵プレイヤーたちに語りかける。

「譲り合いをしてはどうでしょうか？　後続の方々にご迷惑がかかってしまいます」

　いがみ合いを続ける双方の馬車持ち傭兵プレイヤーらは俺を見て、次に『銀精アルジェントたちの馬車』をまじまじと眺めた。

「誰だ……ＮＰＣか？　これもイベントかぁ？」

　渋滞を生み出した諸悪の根源の片割れ、恰かっ幅ぷくのいい赤ら顔のオッサン傭兵プレイヤーが見当違いの答えを出す。

「なんと荘厳な馬車であることか……」

　かたや、エリート口調の細身の青年傭兵プレイヤーが俺の馬車に魅入られたかのように呟く。

　両者とも突然の闖入者おれに、不機嫌そうに顔をしかめながら、どうしたものかと考えあぐねているようだ。

　この様子だと言葉を重ねて、説得していく他なさそうだ……。俺が口を開こうとすると、背後で徒歩集団の傭兵プレイヤーたちがガヤガヤと騒ぎ立て始めた。

「あんなに立派な馬車に乗ってる姫様が譲り合おうって言ってるんだ」

「すげえ馬車に乗ってるだけあって、懐ふところの深さが違うなぁ」

　周囲の傭兵プレイヤーたちが、俺を支持し出したのだ。

「対するアイツらはなんだ、器うつわがちっちぇえな！」

「あれじゃ男として笑いもんだな」

　さらに嘲ちょう笑しょうする空気にもなりつつある。

「どっちの器がでかいか、姫様の前で証明するのは見物だな！　賭けるか？　俺は賭博師スキルもってるぜ！」

「二頭馬車に１０００エソ賭けるぜ！」

「ボクらは二頭四輪馬車に２０００エソ！」

　いつの間にか道を譲った方に軍配が上がるという風潮になっていき、揉めていた馬車持ち傭兵プレイヤーらはバツの悪そうな顔で互いに見つめ合った。

「っち」

「しかたないですな」

　示し合わせたかのように、双方の声が重なる。

「ここは姫様に道を譲る！「ましょう」

　それは俺すらも予想できなかった返答で、硬直してしまう。

「どうだ、俺たちはこのＮＰＣに道を譲るぜ」

「どっちが上か下かも関係ないですな」

　中年傭兵プレイヤーとエリート青年の両陣営は、共に下卑た笑みを浮かべていた。

　なるほど、これなら体裁を保つこともできて、どっちの自尊心も納得いくと。似た者同士というか、お前らホントは仲良しなんじゃないか？　って疑いたくなるほどの息の合いっぷりにウンザリとした。

「残念だったなぁ、野次馬ども！　賭けは成立しねぇ！　ってことで元締料として、賭け金は俺たちに渡せ」

「ふっ。そういうことですな。さもなくば、馬車を後退させて落としてさし上げましょうかね？」

　そして両者はとんでもないことをのたまう。

「ふざけんじゃねぇよ！　こっちはお前らのせいで待たされたんだからな！」

「お前ら、馬車持ちだからって調子にのるなよ」

　次々と不服の声がそこかしこから上がっていき、あたりには肌を刺すようなピリピリとした空気が漂い始めた。そんな中、俺は憤りを越してもはや呆あきれの一言しか湧いてこない。

「うるせぇんだよ。徒歩の貧乏傭兵プレイヤーを馬車が突き落としても御お上かみは知らん顔だからなぁ」

　中年傭兵プレイヤーは悪い顔つきで、城壁に並び立つ神兵デウスを仰ぎ見る。

「キミたちは金を置いていくべきだ。そこの賭博師スキル持ちの傭兵プレイヤー、おわかりいただけるね？」

　青年傭兵プレイヤーもしたり顔で、さっきまで揉めていた傭兵プレイヤーの主張に賛同する。

　なるほど。

　やはり馬車で押し出すのであれば、神兵デウスたちはこちらを攻撃しないと。

　彼らは馬車を所持していることを誇示し、自らが貴族にでもなったつもりでいるのだろうか。

　ならば、と俺の脳裏にある考えが浮かぶ。

　徒歩傭兵プレイヤーをいびる前方の馬車をよく観察すれば、馬は俺の馬車を引く白馬より一回り小さい。毛並みは酷く劣り、筋肉のつき具合が見るからに貧弱だ。

　馬車の造りはしっかりしているが、俺の馬車と比べたら、大きさ、車輪のサイズは小さい。車軸の頑強さは木製を基準としており、対する俺の馬車は大きく、素材は不明だが金属類をふんだんに使用している。

「クロスケ」

「はい、我が主」

　俺は御者台に座る、タキシードに身を包んだ赤目の黒影くんに命ずる。

「前の２つの馬車の真ん中に割り込んで、突き進んでちょうだい」

「かしこまりました」

　クロスケは力強く手綱を握りしめながら、やや強めにムチを白馬におろした。その一切のよどみない動きは、主人の命令を嬉き々きとして受け入れているように映った。

　そんな御者のクロスケの意気込みが伝でん播ぱしたかのように、俺の白馬たちも雄々しくいななき声を上げ、猛進を開始した。

「な、なんだぁ!?」

「き、キミ、やめたまへ！　なにをするのかね!?」

　慌てふためく二人の馬車持ち傭兵プレイヤーを俺は無視し、背後でブーイングを飛ばしていた徒歩傭兵プレイヤーへと振りかえる。

「今日はせっかくの舞踏会ですもの！」

　激突音が響き、前方で戸惑いの声が上がる。

　俺の思惑通り、数瞬でぶつかり合う音はおさまり、代わりに何かが落下する音と悲鳴が遠のいていく。

　……ふぅ、姫様にあるまじき強硬手段、やっちゃった！

「みなさまが待ちわび、私わたくしも楽しみにしておりましたの！」

　前方のハタ迷惑な傭兵プレイヤーたちを突き落としたと確信し、姫様にしては落第点の言い訳を吐き出す。

「ですので、みなさま。気分の高揚した私わたくしが、少々はしたなくはしゃいでしまったのも、どうかお許しになって！」

　もうどうでもいいから、さっさと会場に行きたい。そんな本音を悟られぬよう、すっきり気分爽快な笑顔を浮かべ、半分なげやりに徒歩傭兵プレイヤーたちに手を振る。

　これで姫メッキは剝がれちゃったかなーと予想していた俺だが。

「姫様、万歳！」

　ドッと、歓声が上がった。

「銀の姫君に乾杯！」

「ひめ！」

　え、マジか。

「「「ひーめ！　ひーめ！　ひーめ！」」」

　姫コールは瞬く間に波及していき、橋の後方まで連鎖していく。

　何が起きていたのかわからない傭兵プレイヤーもいるようで、口々に周りの傭兵プレイヤーが『銀姫』と連呼するものだから、釣られて叫んでいる者もいる。とりあえず合わせておけ、舞踏会だ、姫様どこだ!?　イベントか!?　などと浮き足立った姿もチラホラ見受けられる。

　あはは。

　内心で苦い思いをしながら、俺は手をもう一度振り、馬車の中に身をひっこめた。背後で俺を讃たたえる声の大波に恥ずかしさを感じつつ、馬車内にいる仲間にチラリと視線を向ければ。

「天使ちゅわぁん、お姫様にジョブチェンジでもしたのぉん？」

　目を輝かせるジョージがそこにいた。

　おまえは何を見ていたんだ。

「天使さま……お姫さまだったのですね！　さすがです！」

　お姫さまより天使の方がジョブ的に強い気がするけど。

　ミナは何に感心したのだろうか。

「たろんは『月光に踊る守護姫』だよ？」

「たろんは妖精の友達なんだよー」

「たろっちゃ、たろっちゃ」

　肩や頭を飛び回る妖精たちに苦笑いを浮かべ、俺は早く城門に着かないかなと思った。




◇




「馬車持ちの傭兵プレイヤーなら『選別証』を配る必要はないな」

　城の出入り口、いわゆる城門に辿り着いた俺たちは神兵デウスに対応してもらっていた。馬車窓から兜かぶとの面頰をおろした神兵デウスは頭だけを覗かせる恰かっ好こうで説明を続ける。

「馬車持ち傭兵プレイヤーは好きな会場を選ぶことができる。『灰王の妖精広場』、『中庭』、『招客塔』の３つのうち、どの場所でも選択可能だ」

　チラッと外の様子をうかがったところ、城の巨大かつ重厚な扉は両開きにされており、その両端には槍やりと盾を持った神兵デウスが２列に整列している。

「なぜ『選別証』があるのですか？」

「妖精の舞踏会で、陛下がお姿をお見せになるのは『灰王の妖精広場』に繫つながる玉座の間のみ。其処な会場は定員があるため、傭兵プレイヤーに選ばせずに抽選制を設けている」

　俺の質問に案外丁寧に答えてくれる神兵デウス。

　というか、やっぱりミケランジェロの王様も舞踏会の後編あたりで顔を出してくるのか。確かにこの混み具合では、抽選制を施さなければ『灰王の妖精広場』に人が殺到していただろう。

　だが、かといって徒歩傭兵プレイヤーは抽選制で選択の余地がなく、馬車持ち傭兵プレイヤーは自由に会場を選べるとか、不公平ではないだろうか。待遇の差がある。

「なぜ、馬車持ちは会場を選べるのですか？」

「我らが陛下は、力ある者を好む」

　なるほど。馬車は高額だ。

　経済力が最も力を示すのにわかりやすい指標ってわけか。

　王に会いたいなら、それなりの力を持っていろと。それをまずは財力で示せってことなのか。

　俺たちは迷わず、『灰王の妖精広場』を選択した。

「選択した会場に着いてから、一度でも会場外に出た場合、自動で城門外へと転送される」

　城門までの行程然しかり、こんなに塩対応なミケランジェロの君主とやらの顔を一目拝んでみたいな。

「平時は特別な許可を下賜された者しか入城できないことになっている。今回はこれが貴様らの通行証だ」

　神兵デウスがそう言うと、システムログが流れた。




：『ミケランジェロの舞踏会入城許可証　【灰王の妖精広場】』を手に入れた：




「では、ゆけ」

　神兵デウスの指示に従い、俺たちは黙って城門をくぐりぬけた。
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　城門内に入るとすぐに馬車ごと光に包まれ、気付けば青空が見える庭園の一角にいた。

　よく手入れされた芝生が一面に広がり、花々が囲むようにして周辺を彩っている。まるで巨大な部屋……そう、壁は植物で作られ、床は整えられた緑の草々だ。

　ふと隣に目を向ければ、俺たちと同じように転送された馬車もいくつか出現している。

「あれが王城かな……」

　この広間の先には、さほど高くはない城がずっしりと構えていた。高度よりも横幅が広く、尖せん塔とうといったものがない。灰色の石を組み上げて建設された物なのか、どれも太く四角い造りの建築様式だった。

　どっしりとした灰城を眺めながら、他の馬車たちと並走すること数十秒。




：【妖精の舞踏会】の会場に到着しました：

：馬車を降りて、会場入りしてください：




　と、ログが流れる。

　てっきり『灰王の妖精広場』とやらは城の中にあるかと思いきや、城の外部だった。

「神兵デウスの数が多いわねぇん……」

　ジョージが会場を見て唸る。

　ここまでの道中、神兵デウスの数は今までに見たことのない数だったが、会場に至っては別格だと思う。

「ここが会場か……」

　どうやら妖精広場とは、端的に言い表すと王城の入り口付近である。

　城の扉がある周辺は２段３段と高い場所となっており、その門戸は固く閉ざされている。というのも、小盾と剣を腰に携えた神兵デウスが30～40人ほど密集していて、侵入できる空気ではない。

　会場となっている場には灰色のテーブルクロスが敷かれた丸テーブルがいくつも配置されており、豪勢な料理や飲み物がそこかしこに盛られている。しかし愉快に踊り合うといった気配は微塵もない。

「これが……舞踏会場？」

　舞踏会といったらもっと煌きらびやかな場を想像していたが、これではなんというか青空立食会といった風情である。

　これもまた、お日様のもと陽気に食事を楽しめそうな雰囲気があるけど、神兵デウスがこんなにいると、そんなお気楽に構えられない。

　既に会場入りした傭兵プレイヤーたちの中には、料理や飲み物を片手に談笑を交わす人々も見受けられる。しかし、当然どこか警戒しているような空気が漂っている。

　というか、会場にいる傭兵プレイヤーたちが俺の馬車に注目している。

　うん、明らかに周りに停まってる馬車と意匠が違うもんね。

「天使ちゅわぁん？　行かないのぉん？」

「あ、いや……なんていうか、胃がね」

　なかなか外に出ようとしない俺に、ジョージが疑問を投げかけてくる。

「天使さま、顔色が少し悪いです」

「たろんは病気？」

「たろん、いたいのー？」

「たろろ、たろろ？」

　さらに妖精連れだしな……どのみち、好奇の視線を浴びるのは免れない。

　ならば、さっきみたいに姫ＮＰＣのフリをして出ていけば、何も問題ないのでは？

　我ながら名案だわ！

「さっきからぁん、熱いオ・ト・コ・たちの視線がぁん、あちきに注がれてるみたぃん♪　興奮しちゃうわねぇん！　天使ちゅわんは何も気にせず、あちきの後ろから出てきなさぁいん」

　ジョージが俺の両の手を握る。

「でもぉん、無理はしないことぉん☆　馬車も買えて、初日のミケランジェロ舞踏会にわざわざ来る傭兵プレイヤーってことわぁん、猛者がたっきゅさん……あちきは引き返すのもありだと思うわぁん」

　ジョージの気遣いに俺は覚悟を決め、ふるふると首を振る。

「心配してくれてありがとう。でも、どんな傭兵プレイヤーたちが来るのか楽しみでもあったから。それに、妖精さんたちと美味しい食べ物をいただきたいし？」

　緊張を揉み消すように妖精へウィンクを飛ばしてみせる。

　きゃっきゃと上機嫌になる妖精たちに、なぜかジョージも俺に続いて、『あらぁん♪』と両目閉じウィンクをバチリとかましたら、妖精たちはボトボトッと落下していった。

「ジョージさんのウィンクは顔をしわくちゃにして、ただ両目を閉じているだけです」

　冷たくツッコミをいれるミナ。

「あらぁん！　一瞬、視界が暗くなるとはおもってたのぉん！　教えてくれて、ありがとぉん♪」

　そんなやり取りに自然と笑い声が出てしまう。

　いつの間にか緊張も和らいでいく。

「あははっ、じゃあみんな。少し思いついたことがあるのだけどいい？」

　俺の提案を聞き、復活を遂げた妖精たちはちょこんっと頭と肩に乗っかる。そしてジョージとミナは顔を近付けてきた。

「なにかしらぁん？」

「なんでしょうか？」

　先ほどの俺の思いつき、姫ＮＰＣを演じれば余計な絡みは減るかもしれない。その作戦を、馬車の中で顔を突き合わせる仲間たちに提案してみるのだった。





12話　真のエスコート役は誰？







「エスコートはあちきに任せなさぃん♪」

　先陣切って馬車から降りたのは、深紅のチャイナドレス姿のジョージ。

　スリットから見えるしなやかな褐色の筋肉はもはや造形美と言っても過言ではない。隙のない動きに加え堂々とした佇たたずまい、豪ごう奢しゃかつ洗練された『銀精アルジェントたちの馬車』から一歩一歩降り立つ姿はまさに華族。

　パンチパーマアフロじゃなければ。

「変なオネェが出てきたぞ」

「馬車も規格外なら、乗車してる奴もヤバいな……」

　しなを作るように、腰を必要以上にクイックイッと扇情的にクネらせる意味は何かあるのかと、ジョージを背後から冷静な目で眺める。

　おっと、こうしちゃいられない。

　せっかくジョージが注目の的まとを一手に担ってるんだ。今のうちに２番手の俺が出陣だ。

「よっと」

　俺はなるべく地味に馬車から降りたくて、素早く足を運ぼうとした。

　だが、それがいけなかった。

　右足で踏ん張り左足で次の段差に着地しようとしたが、身体が浮いてしまったのだ。

　自分が今装備しているドレス、『空踊る円ロ舞ン曲ド』の特殊効果をすっかり失念していた。おかげで風に舞う綿毛のごとく、ふわりとその身を宙空に浮かせてしまう。

　さらに妖精たちがにこやかに俺の周りをクルクルと飛び回るものだから、もうこの上なく視線の嵐が突き刺さる。

　俺は重力が６分の１になった流れに身を任せ、なんとか体勢を崩さないように集中する。結果、上品に着地するのに成功した。

「オネェの次は、美少女!?」

「今飛んでなかったか？」

「馬車もすごいけど、あの子の周りを飛んでいる小人って……」

　一気にあたりがざわめき始める。

「まさか妖精か!?」

「どう見ても妖精っぽいな！」

「これがイベントの本題か！　妖精の舞踏会だもんな！」

　よし！　今がチャンスだ！

「ごきげんよう、みなさま。どうか今日という日を楽しんでください」

　俺はドレスの裾すそを両手でつまみ、少し腰を落として頭を下げる。

　いわゆる、貴族の子女などがやるカーテシーってやつだ。

「うおっ……可愛らしいな」

「どこぞの国の姫さまみたいだ……」

「名前、キミ！　名前はなんていうんだ？」

　さっそく接近し始めた傭兵プレイヤーたち。

　だが、俺はお決まりの文句で即座に返す。

「ごきげんよう、みなさま。どうか今日という日を楽しんでください」

　先ほど同様のカーテシーを繰り返す。

　すると烏う合ごうの衆となりつつあった傭兵プレイヤーたちの足は止まる。

「ん、どういうことだ？」

「き、きみはどこから来たんだい？　その妖精みたいな生き物は何なんだ？」

　それでも質問を続ける傭兵プレイヤーたちに対して、俺はまたも同じ対応をする。

「ごきげんよう、みなさま。どうか今日という日を楽しんでください」

　ここまでくれば、鈍い傭兵プレイヤーたちもピンと来たようだ。

「決まった台詞と、同じ挙動……ってことはあの子はＮＰＣか！」

「でも頭の上に名前が表示されてないってことは傭兵プレイヤーなんじゃないか？」

「ばっか、あんなキャラクリできねえだろ」

「銀髪に……なんだ、髪の毛が青く光ってる？」

「それにあの北欧ちっくな顔立ち、ＮＰＣに間違いないだろ」

「リアルモジュールって線は？」

「あんな美少女がいたら、全俺が泣く（笑）」

「妖精っぽいのを引き連れてるわけだし、イベント用の特別なＮＰＣじゃないのか!?」

「それだ！」

「あ、でも俺、噂うわさで銀髪の可愛い子がいるってのを聞いたこと……」

「それよりも、あのＮＰＣと一緒にいる奴の方が重要だろ」

　おお。計画通りＮＰＣとして納得してくれてんよ！

　やったぜ！

「あのオネェ……【鉄血ジョージ】だな」

「あいつ、いつの間にあんなＮＰＣと！　個別ルートか、秘匿クエストを発生させた口か!?」

「金髪の和服美少女もいるじゃねえか！　男にしか興味ないって話だったのに！」

「オネェと姫様ＮＰＣ、それに和装の金髪美少女……どんな組み合わせだよ！」

　いつの間にやらミナは俺の背後に忍び寄っていた。

　ジョージ、俺、ミナの順で一列に並んで歩く珍妙なＰＴパーティが、会場入りを無事に果たした。

　馬車から全員が降りたのを確認した俺は、『銀精アルジェントたちの馬車』をフィギュアに戻してアイテムストレージに収納する。

「うらやま……いや、あのロリコン野郎が！」

「おい、やめておけ！　あいつはマジでヤバい。下手に絡むと後が怖いぞ」

「奴に目をつけられた男は、鉄をもひしゃぐ拳で迫られ続け……」

「果ては血の涙が出るまで追い込まれる……鉄血ジョージ……」

　うあ。ジョージ、すまん。

　そして恩にきる。このお礼は必ずや……。

　ジョージは周囲の声を一切気にせず、むしろ周りに見せつけるように胸を張り、腰クイかましながら俺の前を歩き続けていた。よく知らんけど彼女の評判が、傭兵プレイヤーたちを近付けさせなかった。

　その大人の強さに甘えてしまう自分にやるせなさを感じつつも、このままＮＰＣ然としてれば面倒事に巻き込まれずに済むかもと安あん堵どしてしまう。

　そんな折、スッと俺の両サイドを固めるように近付いてきた傭兵プレイヤーがいたのだが、緊張と考えごとで頭がいっぱいになっていた俺は、その接近者に声をかけられるまで気付けなかった。

「よう、タロ。上手く（ネカマ）やってるじゃねぇか」

　耳元で急に囁ささやかれて、俺はビックリ仰天。

「こ、こ、コウ!?」

　ニカッと笑うメガネイケメン、晃こう夜やの出現に思わず素っ頓狂な声を出してしまう。

「タロ。いや、今はお嬢様かお姫様かな？　お迎えにあがりましたよ」

　夕ゆう輝きがイジりを入れた挨拶をかましてくる。

「ゆ、ユウ……やめてくれよ」

　先ほどまでの素振りをこいつらは全部見てたんだろうな。それを思うとゲンナリしてきた。なんと恥ずかしい場面を見られてしまったのだろう。

「いきなり話しかけてくるなよ……」

　半ば、八つ当たり気味に晃夜と夕輝に愚痴る。

「おいおい、俺たちはお前に呼ばれて【ミケランジェロ】の舞踏会にきたんだぜ？」

「ボクたち、馬車を買うのもギリギリのカッツカツだったんだからね？」

　うん。

　緊張と興奮で二人と会場で合流する算段だったのをすっかり忘れてた。

　夕輝と晃夜は、俺がミケランジェロの舞踏会に出席すると言ったら、護衛も兼ねて一緒に舞踏会を楽しもうと提案してくれたのだ。

　言い出してくれたのは二人からだが、賢者ミソラさんの件で『一いっ匹ぴき狼おおかみ』に狙われていると相談したのは俺だった。

「うぅ……わかってる。ありがとな」

「わかればいいんだよ」

　晃夜がいつも通りメガネをクイッと偉そうに返してきたので、少しだけ反撃に出てみる。

「でも、あんまりいじめると泣くぞ」

　ふふ。俺みたいな少女に泣かれたら晃夜は降参だ！

　瞳を全力で潤ませ、ん、これちゃんとできてるか？　女子は涙すらも武器にできると聞いたことがあるので試してみたものの……目じりにしわが寄ってるだけのような気もする。

「や、そ、それは、タロ。や、やめろよ」

　予想に反して上手くいっているのか、たじたじになる晃夜を見て俺はほくそ笑む。

　ちょろいぜ晃夜。

「ご無礼をお許しください、姫様？」

　意趣返しとばかりに夕輝がニコリと微笑み、颯さっ爽そうと片膝を地面について俺に傅かしずいてきた。

「グッ」

　俺の一歩引いた反応を見た晃夜が、我が意を得たりとばかりに夕輝に続いて俺に臣下の礼を取り、傅いた。

「むううう」
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　まさかの姫様いじりが続き、予想外の反撃をくらってしまう。

　ゲーム内でのプレイヤーにならいくら姫様プレイを見られようとも、苦笑気味にしかならない。しかしリアルの俺を知っている二人に見られるのは別問題だ。

　できれば忘れてほしい恥ち部ぶです。だって考えてみろ……ネカマして、姫様の真似ごとしてるのをクラスメイトに目撃されるとか、そんな痛い奴おもしろ過ぎる。

　……そんな愉快な人物が俺本人じゃなければな。

　的確な夕輝の弱点攻撃に、俺は簡単に音を上げる。

「ちょ、わかった。わかった、ごめんって二人とも！」

　さすが小規模ながらも一傭ク兵ラ団ンを統率している夕輝だ。一筋縄ではいかなかった。

　そんなこんなで合流を喜ぶ俺たち。

　じゃあさっそくミナとジョージを紹介しようかと思った矢先。

「あの子、普通に喋しゃべってるぞ！」

「ＮＰＣじゃないのか!?」

　はい、バレた。

「誰なんだ、その子は！」

「傭兵プレイヤーが妖精と一緒にいる!?」

「銀髪美少女の傭兵プレイヤー……？」

　旧友とのやり取りを目撃されると、会場はより喧けん騒そうを増していったのだった。




◇




　俺たちは互いの自己紹介をする間もなく、厳戒態勢に移行した。

　ＮＰＣではないと、バレてしまったのは仕方ない。

　ならばここは強気で行進するのみ。

　がやがやとさざめく傭兵プレイヤーの群れを、先頭を進むジョージが無言で切り開いていく。ジョージの正面に立った傭兵プレイヤーはなぜか『ヒッ』と怯おびえた顔をして道をあけてくれるから不思議だ。

　まぁそんなジョージのおかげで進む足が止まることもない。もっと絡まれるかと思っていたのだが、俺とミナを挟むように、周囲に対して威嚇をあらわにした晃夜と夕輝がいるのもあって、直接話しかけようとする傭兵プレイヤーは出てきていない。

　夕輝は腰に差した剣の柄を握り、いつでも剣を抜けると周りに示している。

　晃夜もメイン武器の籠手ガントレットを装着している。

「完全武装とか。あいつら、どこの誰だ」

「あれは……小規模傭ク兵ラ団ンの中堅、『百騎夜行』ってとこのユウコウだ」

「百騎夜行ねぇ……さしずめ、謎の姫を守る騎士ナイトといったところか？」

　口々に憶測や感想を述べる傭兵プレイヤーたちの囁ささやきが耳に入ってくる。

　そんな観衆のどよめきに、割って入るようによく通る声が周囲に問い掛けた。

「たかだか騎士ごときでは力不足だと思わないか！　諸君！」

　声の主は両手を広げ、恐れるものなど何もないといった、傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度でこちらを一心に見つめている。

　燃えるような赤髪に上質なローブを着込んだ少年、『百鬼夜行』のグレン君だ。後ろには副団長であるユキオ君を引き連れている。

「我が姫、お迎えにあがりました」

　ツカツカとこちらに歩み寄ってきたかと思いきや、素早くジョージと俺の間に割り込んで片膝をついた眠らずの魔導師。

　グレン君は自信満々に前髪を右手でかきあげ、左手を差し伸べてくる。

　なんだかこれが当たり前だと語る親密な態度に、思わず首を傾げてしまう。

「ずいぶんな態度じゃないかグレン」

　晃夜がグレン君を諫いさめる。

「『戦争』中のボクたちが敵であるキミへ、友タ人ロをすんなり渡すとでも？」

　すかさず夕輝も追撃をかける。

　しかしグレン君は二人の発言など意にも介さず、涼しい笑みで以って答えた。

「愚かしい。これは我と姫、二人の問題であって貴様らは横から口を挟む資格などない」

　いや、まぁ確かにそうかもしれないけどさ。

「この舞踏会で姫をエスコートする大役は我と決まっている。なぜなら、可か憐れんな姫君ご自身が、良き友人である我を指名するからだ」

　なんでグレン君はそんなに自信満々なんだろ。

　俺はどちらかと言ったら、夕輝や晃夜と敵対している傭ク兵ラ団ン、『百鬼夜行』のみなさんにいい感情は持ち合わせていないのに。

　どう対応するのがベストなのか判断しあぐねていると、足を止めたジョージがくるりと振り返り、グレン君のおしりをなでた。

「ひぐぅっ!?」

　その動きは清らかな流水のごとく、滑らかにして俊敏。

　見事な不意打ちにこの場の誰もが反応できなかった。

　グレン君の少しみっともない声が上がるのをにこやかに眺め、ジョージは語りかける。

「あらあらぁん、ただのオトコたちに、天使ちゅわんのエスコート役は務まるかしらぁン」

　ただのオトコではない、究極の女性であるジョージが口に出すとその言葉の重みが増す。

「オトコなら無駄な争いをしてる場合じゃないと思うわぁん？　グレンちゃんは天使ちゅわんの敵なのかしらぁん？」

「いっいえっ」

　ジョージの両目閉じウィンクに気圧されたかのように、裏返った声でしどろもどろになるグレン君。

「なぁらぁ、話は簡単ねぇン？　天使ちゅわんさえ良ければ後についてきなさぁいん」

　ジョージがチラッと俺に視線を寄越した。

　確かにここでグレン君と無駄に争うのは悪手にしかならない。ならば、夕輝や晃夜に敵てき愾がい心しんがあっても、俺に対してそういった素振りがないのであれば……俺が中心になってさりげなくフォローしていけば良いのではないだろうか。

「コウ、ユウ、グレン君。俺のために争わないで」

　俺の了承を得たジョージは、有無を言わさぬ動作でグレン君の腕を握り、彼を立たせては歩けと促す。

　こうして先頭がジョージ、そのすぐ後ろにグレン君とユキオ君。

　左右に夕輝と晃夜。５人の壁に守られながら、俺とミナは会場の奥深くへと進んでいく。

　ちなみに『百騎夜行』が買えた馬車は一頭二輪馬車で、乗車人数が二人まで。だから今回、この場にいるのは晃夜と夕輝のみだ。後日、馬車を交代で使ってシズクちゃんとゆらちも会場入りすると言っていたが、初めての舞踏会を一緒に体験できないのはちょっぴり寂しく思う。

　そんなことを考えていた矢先。

　ジョージの前に立ちはだかる大男が現れた。

「ようよう、よぉーう。ジョージじゃねえか」

　ガサツな喋り方の男はジョージに親しげに挨拶を飛ばした。

　その粗野な口調とは正反対で、ピシッと黒の正装に身を包む三十代半ばぐらいと思われる傭兵プレイヤーは、ジョージに負けず劣らずの鍛え抜かれた筋肉が黒服の上からでも窺うかがえた。

「あらぁん、ベンテンスじゃないのぉん」

　ベンテンスと呼ばれた男は、自分の髪の毛をゆっくりと両手でなでつける。彼は黒髪をポマードか何かで固め、オールバックにしているようだ。

　さらに右目は刀傷か何かでつぶれていて、黒スーツ姿＋悪人相とかぶっちゃけマフィアの幹部みたいな雰囲気を出している。

「元気そうじゃねえか、ジョージぃ。おめえさんには世話になってるから、たまには連絡くれると嬉うれしいんだがなぁ」

　程良く角張った顎あごに手を添えながら、こちらおれを値踏みするように見下ろすベンテンス。

「あらあらぁん♪　あちきに興味があるのかしらぁん？」

「あんたも気になるが、そこの綺き麗れいな羽は虫むしを引き連れたぁ嬢ちゃんも気になるなぁ」

　ガハハと大きな図体を揺らして笑うさまは、怖くもあるがどこか愛あい嬌きょうもある。正直、同じ男として少しカッコイイとさえ思える。

「やだん、妬やけちゃうわねんっ。天使ちゅわんはあちきのだぁーいじなお友達なのよぉん☆　いくらベンテンスでもぉん、女の交友関係を探るのは男としてどうかと思うわぁン？」

「そう、ケチなこと言うなよジョージぃ。俺とお前の仲だろうが」

　そう言ってベンテンスはグイッとグレン君を押しのけ、俺に近付いてきた。

「よぉう、嬢ちゃん。俺は『黄昏たそがれ時の酒喰くらい』って傭ク兵ラ団ンの副団長をやってるベンテンスっちゅうもんだぁ。よろしくな」

　差し出された右手は太くてごつい。握られたら、潰されてしまいそうだ。

　俺とベンテンスとでは体格差がだいぶあり、山のような大きさの彼を見上げる。

　油断のならない相手に俺はニコリと微笑み、ドレスの裾を両手で摑つかむ。

　そして軽く膝を折り、頭を下げる。

「タロと言います。ジョージとは懇意の仲であるとか。どうぞ、今後ともお見知りおきを」

　握手は遠慮させてもらった。

「おおう、ちっこいくせに肝っ玉の据わった嬢ちゃんだなぁ？　いい友達じゃねえかジョージぃ」

「えぇん、そうでしょうともん♪」

「んで、嬢ちゃんや。その羽虫はなんだ？」

　ズイッと顔を近付けてくるベンテンスに、思わずたじろぐ。

　彼は俺の肩にちんまりいる小人を凝視してはニマリと笑う。

「挨拶代わり、いや友好の印として俺に教えてくれねえか」

　やっぱりそう来たか。

　どうやら周囲も話の流れに聞き耳を立てているのか、そわそわとし出す。さらに今更ながら気付いたのだが、ベンテンスと同じ黒スーツを着たガタイのいい傭兵プレイヤーが他に３人、俺たちを囲むように立っていた。

　おそらく、ベンテンスと同じ傭ク兵ラ団ンなのだろう。しかも、４人で会場入りしているなら、『二頭四輪馬車』で来たに違いない。

　つまり『黄昏時の酒喰らい』は、かなりの財力を持つ傭ク兵ラ団ンである。

　どう答えるべきか迷う。

　ここで素直に妖精ですと答えれば、果たして簡単に解放してくれるのだろうか。

「そろそろボクたちは会場のさらに奥へ向かおうと思いますので」

　颯爽とベンテンスと俺の間に入ったのは夕輝だ。にこやかな笑みを飛ばしているが目は笑っていない。

「そうだな。そろそろウチの姫さんがしびれを切らすところだ。というわけでオッサン、そこどいてくれ」

　続いて晃夜も俺やミナを庇かばうように立ち位置を変えた。

　二人は高校１年にしては身長がだいぶ高い。

　夕輝は１７８センチで、晃夜は１８３センチ。

　リアルモジュールでキャラを作ったから、その背せ恰かっ好こうはなんら現実と変わらない。そもそもクラン・クランは現実との身長の誤差５センチ未満でキャラクリをしなければならないのだが、敢えて言おう。

　その二人が壁役としてベンテンスの前に立ちはだかっても、ベンテンスは頭一つ分高く、大熊のような威圧感を放っていた。

「あぁん？　てめぇらは勝手に歩いてろよ。俺はジョージと銀髪の嬢ちゃんに話しかけてんだよ」

　ベンテンスはうるさいハエを追い払うみたいに掌を閃ひらめかし、俺のクラスメイトを見下ろす。

「そうはいきません。ボクたちは貴方が言う『銀髪の嬢ちゃん』と友達なので」

「早い話、俺らはおっさんに構ってるヒマはない、だ」

　二人の不退転な態度に、少し苛立ちを募らせたのかベンテンスのこめかみに一筋の脈が走る。

「おまえら、どこの誰だ？」

「『百騎夜行』のユウ」

「同じくコウだ」

　名乗りを上げる夕輝と晃夜に、追いつこうと今更ながらグレン君が慌てた様子で声を上げる。

「我は眠らずの魔導師グ「お前は知ってる、いらん。中二病のガキだろ」

　グレン君の口上を遮り、ユウとコウに向き合うベンテンス。

　横にいたミナも手が震えているのに、俺の前に立ってくれたりしている。

「お前らなんぞ、聞いたこともない弱小傭ク兵ラ団ンだろうが。俺に指図するとはどういった了見だぁ？　どうなるかわかってんだろうな？」

　やはり『黄昏時の酒喰らい』という傭ク兵ラ団ンは、一級傭ク兵ラ団ンのようだ。そんな傭ク兵ラ団ンに、中堅クラスの夕輝たちが俺のせいで目を付けられ、『戦争』なんて仕掛けられたら最悪だ……。

　俺は脅しをかけるベンテンスを睨にらみ、晃夜や夕輝を押しのけて自らの力で対たい峙じしようとする。

　だが、その動きを止まらせたのは、俺の肩にソッと手を置いてウフフと微笑むジョージだった。

「ベンテンスぅん♪」

「あんだよ、ジョージぃ」

　向き合う二人。

　ジョージもそこそこの長身であるが太さ、高さ、共にベンテンスが上だ。

　そんなジョージの闖ちん入にゅうに、先ほどまで臨戦態勢をとっていた夕輝と晃夜が腰を引いた。主にジョージの方を見て。

　俺からは自分の背が低いのもあり、さらにジョージが前を向いているからどんな表情をしているのか見えない。興味が湧いたので覗のぞき込もうとするが、珍しく青い顔をした晃夜に押しとどめられた。

「こんなとこでぇん、あちきと男の子を取り合おうっていうのぉん？　この子たちは、あちきの獲物よぉん」

　ジョージは晃夜と夕輝を指差す。

　アフロが心なしか１・５倍に膨れ上がったような気がする。さらに、二の腕の筋肉がモコリと動く。

　どうでもいいが、晃夜と夕輝、ドンマイ。

　さすがはイケメンだよ、お前ら。さっそくジョージにマークされたな。

「お、おうっ。ジョージぃ、そんなこええ顔すんなよ。今日はせっかくの宴だろ？　そりゃあ俺だって普段より興きょうがのっちまうってもんだ」

　強面のベンテンスであったが、額には汗が流れ始めている。

「あちきのお友達がぁん、気を悪くする前にぃん、また場を改めて会いましょぉねぇン？」

「…………お、うよ。おら、おまえら行くぞッッ」

　ベンテンスがそう言うと、黒服の３人は彼の後に続いてさらに会場の奥へと進んでいった。

　彼らが去った後、夕輝と晃夜が一息つく。

「あのジョージさんがいて助かった」

　夕輝の独り言に、すっかり空気と化していたグレン君がジョージに疑問を投げかける。

「しかし、なぜもっと早急に奴を追い返さなかったの、ですか？」

　ぎこちない敬語を使うグレン君にジョージは満面の笑みで答える。

「だってぇん、彼。お得意さまだものぉん♪」

　ジョージは上機嫌にウフンッと投げキッスを、去り行くベンテンスの背中に飛ばす。

　なるほど。ジョージが作る輝剣アーツの貴重な買い手だったというわけか。

　すごすごと離れゆくベンテンスの後ろ姿を眺めれば──

『ただのオトコたちに、天使ちゅわんのエスコート役は務まるかしら』

　先ほどのジョージの言葉が、なぜか頭の中で残響した。




◇




「おい、タロ」

　再び会場を進み始めると、右隣を固める晃夜が小声で耳うちをしてきた。

「なに？」

「なにじゃないよ、タロ。なんで、あのジョージさんが知り合いなわけ？」

　晃夜がしようとした質問を、夕輝が取って代わり逆サイドからヒソヒソと伝えてくる。

「え、一番最初にフレンドになったのがジョージなんだ。言ってなかったっけ？」

「「聞いてない……」」

　二人は盛大に溜ため息いきをつく。

　そんな態度に俺は少し不安になる。

　この二人はゲイやビアン、バイ、パンセクシュアルといった人たちを苦手とするのだろうか？　ジョージのことが気に入らなかったなら……それは俺も同じで、絶賛リアルが女体化中な俺は、真っ先に二人から距離を置かれそうな存在だ。

「……な、なにか問題があるの？」

　自然と声が小さくなってしまう。

「いや、問題はないけど驚いてるってだけ」

「早い話が、ジョージさんはかなりすごい人だ」

「あのグレン君が、敬語を使うほどにね」

　確かに夕輝の指摘通り、さっきグレン君はキャラに似合わない敬語を使っていた気がする。

「というかね、タロ。こうやってボクたちが安全に人ごみを通り抜けられているのもジョージさんの威光あってのものだからね？」

　それはなんとなく察してはいたが。

「ジョージさん……侮あなどれないですね。最大のライバルですかね……」

　ミナは俺の腕にしがみつきながらもブツブツと呟つぶやいている。

「ジョージってそんなに有名人なの？」

「知らないで付き合っていたのか」

　メガネをクイッと持ちあげ、呆あきれたようにこちらを見つめる晃夜。

「ジョージさんは、『サディ☆スティック』って傭ク兵ラ団ンの副団長だ」

「そこの団員はほぼ全員が一級の職人スキルを持っていて、最前線を攻略する傭兵プレイヤーたちの大きな支えになっているんだ」

「しかも、職人気質な傭ク兵ラ団ンのわりに戦力も十二分にある」

「あそこの団長が職人一筋な分、実質傭ク兵ラ団ンの武力サイドを担当しているのがジョージさんだよ」

　マジすか。

「☆マークの名前が入ってる傭兵プレイヤー運営の店舗は全て、あの傭兵団員クランメンバーのものだ」

　ここで明かされる、ジョージの正体。

　前からタダ者じゃないとは感じていたが、まさか有名傭ク兵ラ団ンの副団長だったとは、驚きである。

　一言ぐらい教えてくれてもいいのに。

　というか全店舗に☆がついてるとか、ネタとしか思えないのは俺だけか？

「どうでもいい情報だけど、『マゾ★スティック』という傭ク兵ラ団ンと戦争中でもあるよね」

「早い話が、奴らは攻められて喜ぶ連中ってだけだ」

「確かに、『サディ☆スティック』に嬉き々きとして攻撃されてるし、そのためだけにちょっかいを出してる節ふしがあるよね」

　俺は今更ながら傭ク兵ラ団ンに関しての知識不足だと気付く。

　強力な傭ク兵ラ団ンが集まるこの場で、勉強不足も甚だしい。即物的な対応策、いわゆるアイテムの生成やＰｖＰの戦術面にばかり目がいってた……。

　傭ク兵ラ団ン同士の勢力図や関係性的なものを、頭に叩たたき込んでおく必要があったと後悔する。

「……えと、特に警戒するべき傭ク兵ラ団ンとかってある？」

　今、早急に把握するのはここだろう。

　周りの目もあるし、時間もないし、この一点に尽きる。

　こそこそとした内緒話は早々に打ち切らなければなるまい。

「タロの場合『一匹狼』もそうだが……」

「やっぱり問題を起こしちゃいけない相手といえば、今一番勢いもあってＰｖＰに特化してる最強の傭ク兵ラ団ンと呼ばれてるあそこかな」

　夕輝と晃夜は少し思案し、重い鉛を吐き出すようにその名を口にした。

「「『首狩る酔狂共』だ（ね）」」

　……。

　…………あるぇー？

　そこって姉あねが団長やってる傭ク兵ラ団ンだった気が……？

「早い話がトップクランの一つだ。絶対に敵に回しちゃいけないぜ」

「一番、軍閣候補として名があがっている傭ク兵ラ団ンでもあるしね」

　うーん……？　姉がそんな強い傭ク兵ラ団ンの団長やってるわけないか。

「悪い噂は聞かないが、怖い噂はいくつもある」

「良識のある対人戦特化の傭ク兵ラ団ンなんだろうね？」

　そういえば、この二人にはまだ姉を紹介してなかったな。姉の職業的理由もあって、今までリアルで親友たちと顔合わせする機会もなかったけど……同じゲームをやってるのだから紹介するチャンスはあるかも？

　そんな考えが芽生えたところで、前を行くジョージの足が止まった。

　今度はとある集団が前方を塞いでいるようだ。

「あらあら、可愛い乙女がいるわぁ。そしてとっても可愛らしい妖精さんもいるわね？」

「チッチッチィ、時は金なり。美しい娘っ子と妖精は時に勝る金なり」

　妖精と断定してきたのは、中世ヨーロッパ風の派手なドレスを着込んだ女性傭兵プレイヤーが二人、黄金色の鎧よろいで身を固めた傭兵プレイヤーが８人。発言内容から、明らかに俺を標的にしているのがわかる。

「傭ク兵ラ団ン『乙女会』に『黄金時計の処刑人』か。貴様らに、我が姫が歩む道を阻む権利はない！　退け！」

　そんな彼らと知り合いだったのか、グレン君がスッと一歩前に出て威勢良く牽けん制せいした。

「痛い子供には興味ないわ」

「チキチキッ。中二病の少年が出る幕に終刻を告げるよ」

「フハハハッ！　我々『百鬼夜行』に楯たて突つくのか？」

　互いの表情はにこやかだが、双方まったく譲るつもりはないといった張りつめた空気が漂い始める。頼みの綱のジョージはと疑問に思い、彼女の動向をうかがってみるとなぜか明後日の方向を見ていた。

　ジョージはジーッと会場の奥を食い入るように見つめている。

　一体、何をそんな真剣に眺めているのかと、俺も釣られてジョージが注視する方角を見る。

「あ……」

　思わず声が出てしまう。

　争いの種とも言える俺の声に反応して、睨み合いをする両陣営の視線が俺に集中する。

　だが、そんなことに構っている場合ではない。

　ジョージと俺が見据えるその先にいるのは──

　５人の傭兵プレイヤーを付き従えた女性傭兵プレイヤーだ。

　その中には見知った顔もある。

　有象無象の傭兵プレイヤーたちを割るように、いや、アレは自らすすんで周囲の傭兵プレイヤーたちが道をあけている。人口が密集している舞踏会場であるにもかかわらず、自然と己が道を何の造作もなく生み出している女性傭兵プレイヤーがこちらに、ゆっくりと歩みを進めてくる。

　漆黒の長い髪は頭の高い部分で、上品な青い刺し繡しゅうの入った細めのリボンで結い上げられている。

　女性であるにもかかわらず、社交界の貴公子が身につけていそうな軍服と燕えん尾び服ふくを足して二で割ったような恰好をしていて、あれは男装の麗人と表現すればいいのだろうか。

　彼女の美貌も相まってまったく不自然さはなく、むしろ彼女のためにあると言っていいほどに似合っていた。

　悠然と突き進む歩調によどみはなく、まるで宝塚の有名女優のような優雅な動きだ。

　だが、彼女が纏まとっている空気は怒り。

　もともと切れ長の瞳には、深く、重く、激しい、憤怒がのたうち回っていた。目の合う者全てを屠ほふるとでもいうかのような気概が周囲にばらまかれており、会場にいる傭兵プレイヤーたちは我関せずといった態度で、目を逸らしては次々と距離をあけている。

「あれ、あの人って……」

　ここでようやく夕輝は、俺が目で追っている人物に気付く。

　夕輝の発したその声が、わずかながらに震えていたのは気のせいではないはずだ。

「な、なんで、こっちにくるんだ……？」

　続いて晃夜の声も、若干上うわずっている。

「き、危険だわ……風の狩人のシンじゃない」

「チッチチキッチブルブル、『首狩る酔狂共』……」

　彼女を見た『乙女会』と『黄金時計の処刑人』が浮き足立つ。

　そんな恐怖の権ごん化げのように扱われた彼女が、俺たちの前でカツンッと足を止めた。

　俺と目が合った彼女はフッと、ここで初めて破顔する。

　そのにこやかな笑みに、緊張が頂点に達していた周囲の傭兵プレイヤーは一瞬だけ弛し緩かんしたようにホッと溜息を吐いた。

　だが次の瞬間、彼女が腰に差した双剣の柄を静かに両手でなでつけると、瞬く間に張りつめた空気へと変貌した。

　誰もが無言になる。

　一同の生唾を飲み込む音が聞こえるほどの静寂が──この場の主導権を握ったのが、一体誰なのかを明確に示していた。

　先ほどまで口争いを繰り広げていた傭兵プレイヤーたちは、蛇に睨まれたカエルのように大人しくなり、彼女を怯える目で見つめる。

　狩人と呼ばれた女性傭兵プレイヤーは、冷淡な目つきでそれに応える。

「私の太郎に変なムシがついているな」

　特に俺の両脇を固めるように立つ、夕輝と晃夜に突き刺すような視線を送った気がする……。

　こ、こわいよ。

「女性同士で無為に戯れるのも、暇つぶしにはいいだろう……」

　急にポツリと彼女は呟いた。

「時の貴重さを語るのは構わない……」

　先ほどの言い争いを指しているのか、冷たい声音があたりを席巻する。

「粋がるのも構わない……欲しいものは手に入れたい。当然の心理だよ、ねぇ？」

　彼女はグレン君にゆっくりと向き直る。その目は大蛇だ。さながら神話に出てくるメデューサと目が合ったかのごとく、グレン君は石のように微動だにしない。

　そんな彼を無視して彼女は次に、晃夜たちへと近付く。

「私だって大事にしてる人はいる。例えばそこにいる、私の大切な銀髪女子に変な虫がついていたら、むしり取り、払い、潰してあげたくなる」

　そっと、彼女の右足が夕輝のブーツの上に触れた。

「お前は虫か？」

　その言葉を合図にゆっくりと右足に体重をかけた。

　ブーツの軋きしむ音が聞こえる。夕輝は恐怖のあまり白目をむきかけているし、晃夜もしきりにメガネをクイクイッといじりながら青い顔で下を向いている。

　トラウマになりそうな光景だ。

　夕輝の足を踏みながら彼女は周囲を見渡し、静かに、しかし全員に聞こえるように言葉を吐いた。

「傭兵プレイヤーとは名ばかりの虫共、心して聞け。そこの銀髪女子に少しでもちょっかいを出してみろ」

　彼女の口角が徐々に上がり、弧を描く。

　ただし、目は獲物に狙いを定める大蛇そのもの。

「その時は、私たちが、根こそぎ、お前らの、魂ごと、狩り尽くして、やるからな」

　一言一言にわざわざ区切りを付け、荒ぶる感情を抑え込むように、怒気の込められた台詞が聴衆の耳にこだまする。

「そして、この子に悲劇を与えた者には……」

　蠟ろう燭そくの炎が消えるように、彼女から表情が消えるとかすかに聞き取れるくらいの声が響く。

「リアルでお前らの兄弟や姉妹か、あるいは家族に……何かしてあげたくなるな」

　もう会場がドン引きになったのがわかった。

　姉、こわいよ。そんなキャラだった？

　一人の傭兵プレイヤーが、俺に憐れん憫びんの眼差しを送ってきた。

　やめてくれ。

　そんな、『ヤバい奴に絡まれて可か哀わいそう、俺だったら死ぬ』みたいな目で見るな。

　辛つらいです。

「さぁ、私の太郎。行こうか？」

　痛いほどのブラコン過ぎる姉がご降臨。

　思わず俺は両手で顔を覆ってしまう。だけど手の隙間からバッチリ、姉と目が合ってる……。

　この手で、むしろ姉を覆い隠すことはできないだろうか？

　特権階級に許されたどこよりも豪奢だったはずのパーティ会場は、俺たちを中心にどの会場よりも殺伐とした状況になった。
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　静寂の中、姉あねから差し伸ばされた手を見つめる。

　この手を取るか、否か。

　そんな選択を考えている場合ではない。

　せっかくの妖精の舞踏会だというのに、会場は静まり返っているし、一緒に来た夕ゆう輝きや晃こう夜や、ミナまで姉の登場でブルっている。

　おまけに両肩と頭に乗っかっていた妖精さんたちは、３匹とも俺の背中に隠れる始末。

　これは、まずい。

　妖精さんたちがますます人間を怖がってしまう。

　この場をどうにかできるのは、どう考えても俺しかいない。

「……っみ、」

　うっ。

　姉を諫いさめようとしたが、緊張のせいか舌が上手く回らず、言葉がつっかえてしまった。

「み？」

　そんな俺に、姉は優しく聞き返してきた。

　その表情は数瞬前とは打って変わって、朗らかだ。

　一体、先ほどまでの不気味な能面顔はどこへ鳴なりを潜ひそめたのか、とツッコミたくなるぐらいだ。とにかく、そんないつも通りの姉の態度に後押しされ、俺がこの場で言いたいことを胸の内で反はん芻すうする。

　よし、大丈夫。

　あとは伝えるだけ。

　俺はすぅーーっと息を吸い込み、姉を見つめながら正直な気持ちをぶつけた。




「……っみ、みんな仲良くー！！！」




　俺の大声に、姉はキョトンとした表情になる。

　周囲も釣られて、おお？　っと、どよめきの声を上げる。

「姉……そんな、みんなを威嚇する必要ないから」

　俺の遅まきながらのツッコミに、晃夜や夕輝は俺と姉を交互に目だけでチラッチラッと見返す。

　周りの傭兵プレイヤーたちも、『え……』とか『姉？』と疑念の言葉を発して固まる。

「いや、でもな太郎。ここにいる奴らの中には太郎を利用しようとする輩がいるかもしれない」

　そんな周囲を完全にスルーする姉は尤もっともな理由を述べてくる。

「そうかもしれないけど、ユウとコウは友達だから」

　俺は硬直しきっている夕輝と晃夜に触れる。

　そんな二人の陰から、ボクはボクは？　となんだか捨てられた子犬のような眼差しでグレン君が何かを訴えてきているが、今はキミに構っている暇はないんだ。ごめん。

「私の可愛い太郎が、今はさらに可愛くなっているのだ。ジョージとミナちゃんなら、まぁ許容の範囲だが、見る限り高校生以上に値する男子が、太郎のようなキャラに近付くなんて……そんな輩を信用しろと？」

　姉の言い分に、ところどころで『うんうん……』『確かに』とか、『奴らはロリコンだな』とか小さな賛同の声がポツポツと上がる。

　俺はそれに溜ため息いきをつく。

「姉、ユウとコウは俺のリアルを知ってるよ」

　その言葉に、姉はようやくピンときたようだ。

　ユウとコウは俺の学校の同級生だと理解したのだろう。

「し、しかしだな……そんな二人組より、私が太郎をエスコートした方が安全だぞ」

　はいはい。その気持ちは嬉うれしいし、ぜひそうしてほしい。むしろ強い傭ク兵ラ団ンの団長やってるなら、こちらからお願いしたいほどだけど。

　その申し出を受ける前に、姉には言ってもらわねばならないことがある。

「姉、そこはもちろん姉にお願いしたいけど、まず先にさ」

「そうだろ、そうだろ。さっ太郎、私の傭兵団員クランメンバーを紹介するぞっ」

　姉がよどみない動きでクルリと会場の奥へ身体を向け、何事もなかったかのように歩み出そうとした。

　俺はそんな姉の背中に一言放つ。

「ユウとコウに謝って？」

「あ、う……」

　ピクリと動きを止めた風の狩人のシン。

「ね？」

　なんとなく、決まりが悪いのはわかる。

　あれだけ大きな啖たん呵かを切って、俺の同級生をいびった後なのだ。でも、夕輝も晃夜も大事な友達だし、そんな二人と姉との間で変な距離が空いてしまうのは寂しい。

「姉、おねがい」

　俺の再三のお願いに、姉はぎぎぎぎっと音が鳴りそうなほど、ギクシャクした動きでこちらに向き直った。

「は……う、ぁ…………ハィ……」

　小さな声だけど、了承の返事が返ってきたことに俺はホッと安あん堵どする。

　そして、姉が俺の隣に立つと親友二人の目を真っすぐ見据えた。

「い、いつも、太郎がお世話になっている。私は太郎の姉だ。先ほどはその……」

　だが、途中から視線はあさっての方向に泳ぎ始めた。

　そんな姉は苦虫を嚙かみ潰したような表情になり、素早く腰を深く折って、頭をひょいっと下げた。

「ご……ごめんなさい」

　姉と共に俺も頭を下げる。

「俺ももっと、早く口を出すべきだった」

　それを二人に簡潔に説明する。

　俺の弁明を受けた夕輝と晃夜は、深く深く胸をなでおろした。

「はぁーー……シンさんに目をつけられた時はどうなることかと……今後のクラン・クラン生活終わったと思ったよ」

「早い話が、無抵抗を貫き通すしかなかった……」

　実姉が『首狩る酔狂共』の団長かもしれないという思いを、俺が先に伝えておけば二人もこんなにビクつかなかったろうに。

　俺は謝罪も込めて、二人へ両手を広げ引き寄せるように抱く。

「ごめんな。こんな形で初対面とか……」

　今の俺じゃ腰あたりにしがみつくような形になってしまうが……精一杯、友を安心させようと努力を試みる。感謝の意も含めて。

「タロ、それはさすがに……」

「お、おうっ、」

　何を驚いているんだ。

　こんな絡みは学校ではしょっちゅうしてるじゃないか。

　肩を組むようなものだろ。

　二人を見上げると、彼らは落ち着かない様子で俺を見ている。

　そんな二人の態度を見て、安心させようとしていた俺が逆に不安に駆られた。

　俺は……見た目が変わっても、変わらないものもあるってことを証明したくて、半ば照れる二人に無理矢理くっつく。

　すると二人は互いに顔を見合わせ、呆あきれたように眉尻を下げた。

　それから夕輝と晃夜はおもむろに、しゃがんでくれ身長差を埋めてくれる。そして夕輝の右腕が俺の肩へと回され、晃夜の左手が同じ動きをする。

「怖かったけど、仕方ないよね」

「早い話が、何にも気にしてないな」

　のっそりと持ち上がっていた不安はどこかへ消え失せた。

　やはり俺たちの友情は永遠不滅。

　周囲の傭兵プレイヤーたちは『現実で姉妹？』『でも、あの見た目じゃ……』『異母姉妹とか？』『バカッ、そんなこと詮索するな』『命がなくなるぞ』『おい、あいつらあんな美少女に』『あんな羨ましいことを』『許すまじ！』と、勝手な発言をコソコソとし出しているが、そこは放っておこう。

　外野なんて、どうでもいい。

　なんだか久しぶりにちゃんと夕輝や晃夜と対話ができた気がして、今は嬉しいのだ。

「太郎、セクシャルガードは設定してないのか？」

　なぜか不機嫌そうな姉の声が、俺たちの友情に水を差す。

「フレンドには設定してないけど？」

　その発言になぜかどよめき、『聞いたか今の！』『イエスロリータ！　ゴータッチ！』『そんなことしたら、殺やられるぞ』『でもさっきの見てただろ。あの風の狩人のシンが頭を下げてたんだ』『妹最強説』などと、一部テンションが急上昇する輩が出始めた。

「今すぐセクシャルガードを！　私以外、全カット設定にしなさい！」

　有無を言わさぬ顔で姉は詰め寄ってきたが、俺はプイッとそっぽを向く。

「やだね」

　そんなやり取りを間近で見ていたジョージが、なぜか吹き出した。

　さらには姉の後方で待機していた傭兵団員クランメンバーさんたちもクスクスと笑い始めた。

　明るい空気に釣られて、周囲もこの騒動が一件落着したと判断したようだ。止まった時が動き出したみたいにガヤガヤと各々の会話を再開し始める。

「姉御も妹さんには敵わないと」

「こりゃあ、傑作だあ！」

　姉の傭兵団員クランメンバー、トムとジェリーさんがいじる。

「「弟だ！（ですから！）」」

　俺と姉のツッコミがハモる頃には、会場の賑にぎわいはすっかり元に戻っていた。





14話　妖精と踊る夜明け







　いつの間にか会場にはギターやフルート、アイリッシュハープが奏でるケルト音楽が流れていた。その陽気な曲調に身を委ね、傭兵プレイヤーたちの手には飲み物や食べ物が行ったり来たりしている。

　俺もそんな雰囲気にのまれ、文字通りふわふわと会場の最奥で談笑していた。

「太郎、そんなにひらひらと舞っていたら色々と危ないだろ」

　ミソラさんからもらったドレスの特殊能力、重力を６分の１にするという効果がどうしても俺を浮かしてしまう。特に足のスースー具合がとても気になりはするけど……意識しないようにしている！

「シンちゃんったらぁん、過保護ちゃんねぇん？　女性は魅せてなんぼのものでしょう？」

　俺は男だ、ジョージよ。

　だけど今はミナの袴はかま姿と二人セットで、この舞踏会を楽しむのは悪くないと思っている。

　金髪和装美少女最高！

「ジョージ、貴様に太郎の様子を見ておいてくれと頼んだけど、私の可愛い太郎を貴様の価値観に染めろと許可してないわ」

　どうやら姉あねはここ数日ジョージと連絡を取り、俺の周辺を警護させていたようだった。

　姉とジョージがフレンドだったのも驚きだが、姉が想像以上に俺の身の周りに気を配っていたことに感謝半分、呆あきれ半分だ。

「しかし、本当にお美しい姉妹きょうだいですな」

「どうしても目がいっちまうもんなぁ」

「まさか、『首狩る酔狂共』がこんな見目麗しい娘こと縁をもっているとは」

　俺と姉を賛美するのは、『首狩る酔狂共』に挨拶がてらにと自然に集結し出した一級傭ク兵ラ団ンの団長や副団長だった。

「ん、ありゃ誰だ？」

　談笑がしばらく続くと、城門前に並び揃そろっていた神兵デウスたちの中央が割れ、紳士的な壮年男性が姿を現した。

　一時は俺や姉にばかり注目していた傭兵プレイヤーらも、その時ばかりは壇上の方へと視線を注ぐ。

「テアリー公……」

　神兵デウスの名門家、その代表ＮＰＣテアリー公の出現。

　彼は腰に差した装飾剣を抜き放ち、俺たち傭兵プレイヤーらに厳かな表情を向ける。

「我らがミケランジェロの王は、より強者を望む」

　テアリー公が放った言葉に談笑を続ける傭兵プレイヤーは即座にいなくなった。みなが手に持った杯や皿をテーブルに置き、代わりに触れるのは自らの相ぶ棒き。

「幸運なことに、此こ度たびの舞踏会は妖精らが姿を現す。勇猛、獰どう猛もう、そして野蛮なる傭兵プレイヤー諸君。この伝説、しかと目に焼き付け、大いに楽しむがよかろう」

　突如として舞踏会の始まりを告げるテアリー公によって、周囲の緊張感は高まる。

「これより妖精とペアを組み、踊るが良い！　採点の高い者のみ、『黄昏たそがれに染まる玉座』にて王城内への入場を許可する！」

　彼が口にしたのは事前にアナウンスで聞いていた内容だ。しかし、実際に耳で聞き、目で見るとでは迫力が桁違いだった。

「あれはなんだっ!?」

　すぐ近くの傭兵プレイヤーが驚嘆の声をもらすのも無理はない。

　テアリー公の文言が終わるか否かのタイミングで、黒と灰が混じった不思議な物体が突如として湧き出したのだ。

　それは鋭利な針、いや無数に生成された結晶の刃。１本１メートル以上の長さを誇る結晶たちは、嵐のごとく空中で激しく吹き荒れる。

　俺たちはその美しさに見み惚ほれつつも、これから何が起きるのかと固唾を飲んで見守る。

　刃は即座に重なり合ってゆき、刺とげ々とげしい輝きを放ちながら形成されたのは細長い結晶の塔が３つ。さらにガラスが割れるような亀裂音が響いたかと思えば、塔の中腹あたりがバラバラに弾け飛んだ。

　鋭利な刃の集合体を砕いて現れたのは、『宝石を生む森クリステアリー』で見かける妖精たちよりも神々しいオーラに包まれた妖精だった。

　透き通った羽が６枚もあり、一枚一枚が大きい。そして、その身に纏まとう風力が強力過ぎるのか、緑色の魔力が可視化できるほどだ。

「……あれは、もしかして【妖テ精ィ女タ王ル候ニ補ア】か？」

　ミソラさんに聞いていたことを思い出し口にすれば、俺の傍にいた妖精たちがコクコクと頷うなずく。

　合計３匹の妖精女王の候補が出現し、彼女たちはテアリー公から引き継ぎ、言葉を紡いだ。

「踊って、人間」

「証を見せてよ、人間」

「妖精と、人間、仲良くできる？」

　こうして妖精女王の候補らが問い掛けると、どこからともなく多くの妖精たちが姿を現した。そして周囲にいた傭兵プレイヤーたちへ次々と近付く。

「妖精が、来た……？」

「俺の方には来ないぞ？」

　一人の傭兵プレイヤーに対し、１匹の妖精が傍に来る。しかし、傭兵プレイヤー全員につくわけではなかった。




：妖精がついた傭兵プレイヤーたちは踊りましょう：

：順番に妖精がつきます：

：【妖テ精ィ女タ王ル候ニ補ア】へのダンスアピール制限時間は４分間です：

：ダンス中の妨害行為は容認しています：




　流れたログによって、妖精がついた傭兵プレイヤーたちは我先にと駆ける。妖精女王の候補が浮遊する前へと進み、各々のやり方で踊り始めようとする。

　それはもちろん、俺も例外ではない。

　元から妖精を３匹も連れている俺にとって、制限時間が今も有効か定かではない。けれど踊らずに採点が低くなってしまうリスクを考えると踊らずにはいられない。

　隣を見ればミナにも妖精はついていて、俺は彼女へ前に進もうって意味を込めて頷く。するとミナはニパッと破顔して応えてくれる。

　そんな俺たちへ姉が心配気な声をこぼす。

「太郎、大丈夫か？」

　姉が懸念したのは最後に流れたログの内容だ。おそらく妨害行為をしてもいい、というのはダンス中に攻撃しても良いといった解釈ができる。つまりＰｖＰを規制するはずの神兵デウスの働きが期待できない状況になるかもしれない。

「ふんッ。まったく、呆れるほどの過保護だな」

　俺が平気だよ、と答える前に割り込んだのは年若い男子の声。

　やはりと言うべきだろうか。

　唐突に嫌味を放ってきたのは『一いっ匹ぴき狼おおかみ』のヴォルフだった。

　灰髪の少年と目が合った俺は、軽く睨にらむ。

「ガハハッ。役立たずのミナが一緒じゃあ、過保護になるしかねえな」

　相変わらず挑発的で感じの悪い野人、ヴァイキンもいる。

　どうやら彼らにも妖精たちは１匹ずつついており、踊るターンが一緒らしい。

「ふんッ。姉が無類の戦闘狂とくれば、妹は何の生産性もない錬金術士か」

「使えねぇばかりの、道化ピエロ共だなぁ」

　馬鹿にするようにヴォルフとヴァイキンは俺と姉の前に出た。

　これには周囲の傭兵プレイヤーたちもざわつく。

　噂うわさに名高い『首狩る酔狂共』に絡んだこともそうだけど、特に驚いてる部分は『俺がスキル錬金術持ち』である点らしかった。

『風の狩人シンの妹が錬金術を？』なんて眉をひそめたり、『うわ、そりゃ庇ひ護ご対象にするよな』『弱小スキル持ちとか心配するわなぁ……』とかヒソヒソと語り合っている。

「白銀の天使、お前だけが３匹の妖精を連れているのはなぜだ？」

「錬金術みたいな使えないスキルを持ってんのによ、ラッキーに出くわしでもしたのかぁ？」

　とっさに答えられない俺に、ヴォルフは核心を衝ついたとばかりにせせら笑う。

　そして一同がこのやり取りに興味を引かれる中、ヴォルフは心底呆れ気味に毒を吐いた。

「ふんッ、ただ運に恵まれただけの弱者か」

「ちげぇねえなぁ！」

　そんな彼らの敵てき愾がい心しんむき出しの態度に、姉が涼しい笑顔で受け流す。

「太郎の妖精に関する情報を聞き出す対価が、無償というわけではあるまいな？」

　姉の流麗な声がその場を制す。

　周囲で興味深そうに聞き耳を立てている傭兵プレイヤーたちに、さりげなく牽けん制せいをかけたようだ。

　だが、そんな風に姉が俺を庇かばう姿を見てヴォルフがまたもせせら笑う。

「ふんッ。戦闘狂は強欲でもあるようだな」

「口を慎め、狼もどき。この場でお前をキルしてやってもいいんだぞ」

　姉が高圧的にヴォルフを睨みつけるが、その視線を遮るように長身のヴァイキンが間に入る。

「フンッ、風の狩人さんよぉ、せっかくの舞踏会を自慢の剣技で台無しにする気か？」

　そう言って、得意顔で神兵デウスたちにチラリと目を向ける野人。

「お前らの生意気な鼻っつらを叩たたくには、それぐらいの大惨事がお似合いだ」

　姉はというと神兵デウスの存在にも怯おびえることなく、剣の柄に手をかける。

　その動きに反応して、周囲で一連の流れを見守っていたミナやジョージ、夕ゆう輝きや晃こう夜やがスッと俺の周りを固める。あ、グレン君も。

「ふんッ、老害を相手にする時間はない。俺たちは踊りに行かないと」

「おうおう！　俺らも『今』は手出ししねぇぜ？　なにせ踊ってる最中なら、踊ってる相手に手ェ出し放題らしいからなぁ？」

　二人はわざと俺とミナをねめつけるように見る。わかりやすい宣戦布告だ。

　そんな挑発を受けて、プツンと何かがキレてしまった姉が双剣をシャリンと抜き放つ。

「決めた、今すぐキルしよう。イベントの進行度など──」

　ヴォルフはフンッと鼻を鳴らし、チラリと侮蔑の視線を俺に寄越す。

　目は口ほどに物を言うとはよく言ったものだ。彼の俺を見る瞳は『使えない錬金術スキルを持つ奴は、そうやって大勢に守られていないと何もできない』と語りかけてくる。

　その侮辱に満ちた表情が悔しくて、俺は思わず全員の前に出た。

「みんな、待って！　姉も！」

　ここで姉や親友たちが『一匹狼』に対して攻撃をしてしまったら、仲間は神兵デウスに襲われてイベントを進行できなくなる。

　いちいち嚙かみついてくる『一匹狼』に姉たちが制裁を加えるのは簡単だ。だが、今後もそういった輩が出るたびに、俺はゲーム内で姉の威光を笠かさに着てプレイするつもりは毛頭ない。

　そんなのは、俺の男としてのプライドが許さない。

「俺とミナは平気だから、ね……？」

　そう言って守ってくれようとする人たちに笑みを向ける。

　妖精とは何度も踊ってきた俺だ。あいつらに劣る部分など一つとしてありはしない。それに運だけ、の一言で一蹴されてしまうほど俺の錬金術に注ぐ愛は浅くはないと証明してやる。

　なにせ、こういう時のためにいろんな準備をしてきたのだ。

　ミナに目を向けると、彼女も馬鹿にされて悔しい気持ちは一緒なのか力強く頷いてくれる。

　そのまま俺たちは手を握り合い、周囲に何かを言われる前に歩を進めた。

「いよいよ舞踏会の始まりだね、ミナ」

「この時のために天使さまと、たっくさん練習しましたから！」

「奴らに俺たちの演舞を見せてやろうか」

「はい！」

　身につけた空色のドレス、『空踊る円ロ舞ン曲ド』のおかげでふわりと俺たちは浮かぶ。

　俺たちの一歩で優雅にヴォルフたちの頭上を飛び超え、先に妖精女王の候補の前に集まりかけていた傭兵プレイヤーたちを容易く追い越す。

　それだけで最前線にいた傭兵プレイヤーは俺たちに注目してくるけど、既に会場からは陽気な曲が流れ始めているのでダンスに集中だ。

　ミナは自分についた１匹の妖精と、俺は３匹の妖精らと空中を舞う。

　ただし、ミナと俺は互いの身体の一部が常に触れているよう細心の注意を払いながら。なぜなら、ミナも俺と接触さえしていれば『空踊る円ロ舞ン曲ド』の恩恵を受けられるからだ。

　時に身体をひねり、回転さえして、優雅に楽しく妖精たちと踊る。

　実は傭ク兵ラ団ン『一匹狼』に襲われたのがきっかけでこの動きを練習していた。というのも少年らにカツアゲされ、空中へと逃げたのは記憶に新しい。また同じ目にあった時、二人で飛ひ翔しょうしながら互いがベストの姿勢で戦えるようにと、あれこれ試行錯誤したのだ。つまり飛翔戦を想定したものを、ただダンス風になぞっているだけなのだ。

「ふぉっふぉっふぉ、あの二人は……すごいのぉ……」

「天使ちゃんたち、マジのガチで可愛いっす……」

　妖精らと踊る傭兵プレイヤーたちの間で称賛の声が上がる一方で、俺の気はより引き締まってゆく。

　不安分子であるヴォルフらを探すため、チラリと視線を下へと移すが彼らの姿を見つけられない。しかし、予想していた事態は既に起きていると悟る。

「あら、失礼」

「いえいえ、別に気にしないでくれ……って、何だ!?　うぉぉぉあ!?」

　ドレス姿の女性傭兵プレイヤーがとある男性傭兵プレイヤーの肩に触れたのが目に入る。それは一見、女性がダンス中に体勢を崩してもたれかかったように映ったけど……男性傭兵プレイヤーの肩には呪符のような紙が張ってあり、そこから火の手が上がり始めた。

「ごめんあそばせ」

　またまた他の女性傭兵プレイヤーが長いスカートをたくし上げたと思えば、そこから無数のビー玉らしき物がばらまかれたではないか。

「今度は何だ!?　うわぁぁあ、すべっ転ぶぅぅぅ！」

「ちきしょう！　傭ク兵ラ団ン『乙女会』のやつだ！」

　そう、地上のダンスパーティは妨害工作の合戦場と化していたのだ。

　もちろん誰よりも目立つ俺たちが、誰かの標的になる可能性は大きい。それでも今のところ平穏無事に踊れているのは、きっと姉の発言力のおかげなのだろう。

　しかし、その範はん疇ちゅうにない傭兵プレイヤーらも確かに存在する。

「ふんッ。優雅に踊ってはいるが、そろそろ潰させてもらおう」

「クソザコのミナと一緒によぉ、大人しくうちの傭ク兵ラ団ンに入っておきゃぁこんな目に遭わなかったのになぁ」

　傭ク兵ラ団ン『一匹狼』の二人組が、俺たちが地面に着地するタイミングを狙って襲いかかる。

　ヴォルフはサーベルで、ヴァイキンは大きなトゲ付き棍こん棒ぼうを振り回してきたのだ。あわや奴らの武器が身体をかすめたところで再び俺たちは浮上する。

「あいつら、やっぱり狙ってきたね……」

「ですね……」

　次の着地までおよそ５秒といったところか。

　それまでに何か対策を──

「たろん、困ってる？」

「たろたろ～力貸すよ？」

「たろん大好きだもん！」

　俺が少ない時間で戦略を立てていると、予想もしなかったところで救いの手が差し伸べられる。それは一緒に踊っていた３匹の妖精たちだ。協力を申し出てくれた妖精へとっさに顔を向ければ、みんなが楽しそうにキャッキャと笑っている。

　そんな様子を見て、俺もこの戦いに満ちた舞踏会を楽しもうと思う。

「妖精さんたち、お願いだ！　俺を、俺たちを風で浮かせられる？」

　ミソラの森から来た妖精たちであるなら、それは間違いなく風妖精。ならば、風の力を駆使して、重力が６分の１の俺たちなら浮かせ続けることだって可能なのでは!?

　そんな思いで妖精たちへお願いすれば──

「もっちのろーん！」

「でもちょこーっとたろんの魔力をもらうよ！」

「おいちい、おいちい！」

　大はしゃぎの妖精たちに呼応して、俺のＭＰが10程減る。しかし、その代償として得られた結果は大きな恩恵だった。

「ふんッ……」

「ちぃ、あいつら降りてこねえぞ。どうなってやがる……」

　悔しそうに眼下で俺たちを見据えてくる『一匹狼』の二人組を、俺は涼しい笑みで見下ろす。

「じゃあ、ミナ。当初の予定通り、俺に触れていて」

「はい！」

　妖精のおかげでかなりの余裕ができた俺たちは、もともと用意しておいた作戦を決行する。

　アイテムストレージから魔笛『戦せん慄りつの調べ【月夜の晩に】』を取り出す。そして宙空で妖精らと踊りながら、以前にさんざん金策で練習しておいた曲を奏でる。

「見ろ、なんて美しいんだ！　妖精と天使が踊ってるぞ！」

「ふぉっふぉっふぉ……可愛いのぅ」

「白銀の天使ちゃん！　ガチのマジで美の象徴だ……」

　外野が騒がしいけど、ここで集中を切らすわけにはいかない。

　このアイテムはＰＴパーティメンバーに魔法防御に対するバットステータスを一時的に無効化するバフと、天候が月夜の場合はＭＰ＋40と魔力＋１００、初撃が必ずクリティカルヒットするという効果をつけてくれる。

　俺には今、【月光に踊る守護姫】という常に天候月夜を周囲にもたらす自然称号がある。

　つまり、ＭＰ不足であらゆる魔法を使えないミナはその限りではなくなる。

「よし！」

　なんとか簡易的に演奏し終えた俺は笑みを浮かべる。

　ミナはもともと、魔力にばかりステータスポイントを振り続けてしまって、使えない奴だとレッテルを張られたが……ここに至っては、お化け火力＋クリティカルヒット、さらには上空から一方的に相手を殲せん滅めつできる爆弾そのものに昇華したわけだ。

「やっちゃえ、ミナ」

　ついでに30秒間だけ風属性のアビリティ効果を50％アップさせる『風妖精の輝き』をふりまいておくのも忘れない。

「はい！　天使さま！」

　綺き麗れいな金髪をゆらめかせ、ニコッと笑うミナこそが天使そのものに見える。だが、その可愛らしさとは裏腹に、容赦のない結果を引き起こす詠唱文が小さな唇から流れ出る。

「祖そは流星、素そは風と光、其そは無尽の短剣となり──」

　妖精と共に空を舞い、魔法を諳そらんじるミナはまさに魔法少女そのものだ。

「地に縫いとめられし翼を持たぬ者共に、戒めの傷を刻め──」

　現時点でのミナにとって最高レベルの魔法詠唱が完結する。そして発動のために正解するべき問題が、彼女の視界にのみ出現したのだろう。

　幼い少女は一生懸命に宙空を睨み、ポツリと何事かを口パクで呟つぶやいた。

　そして次の瞬間には舞踏会場の空から、声高らかに魔法を振りおろす。

「『麦穂揺らすフルール風乙女の刃メイデン』！」

　ミナの声に呼応して、幾筋もの光が無秩序な軌道を描いてヴォルフたちを襲う。それは風の道筋であり、緑に発光しながら彼らへと集中する様は局所的に発生した流星雨に似ていた。

「ぐっ、これほどの、魔法……」

「ちきしょうっ、がっ！」

　さすがに一撃では沈まない彼らも、無数の小さな光に切り刻まれ、立ち上がるのがやっとのご様子。それを見越して、ミナは続けて同じ魔法を放つ。

「さばき、きれないッ！」

「あのクソザコがぁぁああ！　かッ、なんだこの威力はっ！」

　俺たちの真下で『一匹狼』の団長と副団長ともあろう御方が、無様に踊り狂っている。

　ありとあらゆる方向から見えない風の刃によって無数に被弾すれば、防具が弾け散り、頭や腕、足が勢いよく仰け反る。

　だが全方位からの攻撃によって、彼らは倒れることを許されない。

　後ろに弾かれたと思えば前に弾かれる。足を弾かれ膝をつこうとしたら、肩や腕を弾かれ、強制的に立たされる。

「グッ、クソッ、クッ！」

　まるで糸で操られた人形のごとく、奇怪な動きをしている。

　というか、すごい威力だ。

　実はこの魔法、ミナとの連携を試みるためにも何度か見せてもらっていたりもしたが、ここまでの勢いはなかったはずだ。

　傭兵プレイヤーたちを実りある黄金の麦穂に見立て、その効果を増幅させたのはわかる。本来、『麦穂揺らすフルール風乙女の刃メイデン』は、風が通り抜ける障害物が多いフィールドほど威力が大きくなっていく。今回は風の通り道となる障壁を、傭兵プレイヤーに設定したのだろう。つまり、ここには数多くの傭兵プレイヤーがいるわけで、風がかいくぐる障害物は自然と多くなり、威力も増えると。

　だが、それだけでは説明のつかない高火力になっている理由は……おのずと俺の肩に座り、悲惨な『一匹狼』の踊りをニコニコと眺めている風妖精たちに視線がいってしまう。

　……おそらく風こ妖の精子たちの助力も加わっているのだろう。

「退却だ……！」

「……クソがッ！」

　ミナの魔法効果が切れてもなお二人のＨＰは全損を免れていた。さすがと言いたいところだけど、彼らは無様に妖精らと踊るのを放棄し、人波の中へいそいそと姿をくらます。

　俺たちはそんな二人の様子を空から眺め、執しつ拗ように追いかけるのも可能だった。実際そうしてしっかりとケジメをつけようと思っていたが、とある叫び声が耳に入ってそれどころではなくなってしまう。

「おい、妖精にも攻撃できるぞ!?」

　その言葉が舞踏会場に響き渡った時、何人もの傭兵プレイヤーが動きを止める。

　そしてヒソヒソとざわめきが伝でん播ぱしてゆき、会場内には不穏な空気が漂い始めた。

「ちょっと攻撃を当てちまったら、すぐにキルしちゃったぜ……おぉ！　なんかドロップした！　『妖精の粉』だとさ！」

　妖精が……殺された……？

「これってもしかして高額素材じゃないのか!?」

「どうせ妨害ばっかで、ダンスの採点に望みがないなら……」

「キルしちゃった方が良くないか……？」

　俺は急いでテアリー公や神兵デウス、ダンスの採点役でもある【妖テ精ィ女タ王ル候ニ補ア】に目を向けるが、彼らはまるで無介入を貫くように微動だにしない。

　何か……いや、明らかな不自然さを覚える。

　だってテアリー公は妖精との友好をあれだけ望んでいて、ミソラさんにも親切にしていた。それなのに、肝心の人間と妖精の友好を願う舞踏会で、妖精が殺されたのに庇おうともしないだなんておかしいじゃないか。

「どうして……ッ。妖精さんたちが危ないのに！」

「天使さま……」

　妖精女王の候補にしたって自分の同族がキルされてしまったのに、守ることすらしないで静観してるなんて……まるでコレは、試されているような……？

　そこで俺は、はたと気付く。

　もし仮に……神兵デウスを現実の警察と称するなら、ミケランジェロの王やテアリー公は日本の統治機構、内閣に準ずる何かだ。

　そしてこの会場にはトップレベルの傭兵プレイヤーたちが集まっている。現実で置き換えるとしたら、日本の富裕層や権力者たちを暗示しているのでは？

　政府は国民の、権力者たちの動向を見定めて国の方針を決める。つまり、間違いなくトップが集結したこの場の行く末が、現実の未来を決めてしまう!?

　そして今、少なくとも妖精の虐殺が数人の傭兵プレイヤーの手によって行われている。

　これがさらに波及したら、現実の日本はどうなってしまう……？

　日本の上空に浮かぶ透明で美しい森。あれらと日本の関係が悪化し、何かを理由に襲いかかってきたら──ゾッとするような結末を想像し、俺は夢中になって大声で呼びかける。

「みんな、仲良くー！」

　睨み合う必要はない。争う場面ではない。

　舞踏会なのだから、親睦を深めるために来たのなら、踊って、楽しめばいいはず。

　そんな俺の心の叫びを空から落としたとしても、耳を傾けてくれるのは数瞬だけのこと。

　採点をあきらめた傭兵プレイヤーたちは、妖精をキルする行為をやめてはくれなかった。

　だから俺は──本当はここぞという時のために残しておいたスキルを、秘策を躊ちゅう躇ちょなく使った。

　今まさにペアである妖精に槍やりの穂先を向けた傭兵プレイヤー、剣を振りおろそうとする傭兵プレイヤー、拳を突き出そうとした傭兵プレイヤー、少なくとも俺の周囲で妖精に危害を加えようとする人に向けて新アビリティを発動する。




「【法ヴ聖ァ言イ語ス：王風竜の咆ほう哮こう】──」




『聖せい風ふうに愛された竜りゅう鳴めい石』を砕いて会得した新スキル、『竜鳴魔法』。竜語の活用である。

　古来、世界に法を制定するために使われた言語、竜のみが語れる事象強制力。それが竜語、つまりは法ヴ聖ァ言イ語スなのだ。

　俺は『神託の法石オラクル・ジェム』を砕いた際に手に入ったスキルポイントで10まで『竜鳴魔法』へと振っておいたのだ。習得できた法聖言語は【圧倒シランス】と【恐怖ルグロ】の２単語。

【圧倒】は静止を強制させる言葉であり、【恐怖】は逃走の動きを強制させる。

　この静と動を含む単語は、オリジナルの文を作成することでその汎用性を増す。

　例えば──

「【圧倒】されし矮わい小しょうなる者よ──！　我が威光に触れんとするならば──」

　今回【圧倒】には特にアレンジを加えずに発動すれば、周囲の傭兵プレイヤーたちはガクッと動きを不自然に停止させた。

「【恐怖】にのまれ、頭こうべを垂れて無礼を詫わびよ──それが──」

【恐怖】で後ずさる素振りを見せた数瞬後には、自然と片膝をついて頭を下げる傭兵プレイヤーたち。




「──それこそが、我わが世界に望む法」




　これがスキル竜鳴魔法。

　口にした竜語を世界に強制させる。法ヴ聖ァ言イ語スとはよく言ったもので、その実、抗えぬ力で以って法を制定する、まさに法制だろう。効果範囲は俺が認識している敵で、かつ半径８メートル以内。

　この強大なる力の代償は、クールタイムが１時間ほど。そして一見すると最強に見えるこのアビリティだが、それぞれの効果時間が非常に短い。【圧倒】は２秒、【恐怖】は４秒だけ。それでも合わせれば６秒も敵の動きを強制できるわけで、かなりの戦略的な優位性を発揮するアビリティである。

　ただ事前準備が手間取る。実は無数に存在するであろう例文を自分なりに考え、効果が発揮されるかを検証する必要があった。コレは実際にアビリティを発動せずとも、効果が発動するか確認できるので、何度も例文を作っては検証し続けたのだ。存外に反応してくれないケースが多くて一番難航した作業だった。

　さて、傭兵プレイヤーらが法ヴ聖ァ言イ語スによって拘束されているうちに、俺は自分の主張を述べる。

「妖精たちに、危害を加えないでください！」

　ポカンと自分の身に何が起きたのか理解していない様子の傭兵プレイヤーたちだったが、誰がやったのかは一目瞭然だったらしい。

　多方面から空中に漂う俺へと視線が集中しているのが何よりの証拠だ。

「もう一度、言います！　妖精たちを攻撃しないでください！」

　それでもなお、妖精たちに暴力を向ける傭兵プレイヤーたちには容赦しない。

　俺の言葉が聞こえたかどうか定かではないけれど、見える限り二人の傭兵プレイヤーが新たに妖精たちに手を出そうとしていた。

　だからアイテム【伝承：在りし火の輝きオールド・フォティア】を取り出し、詠唱を即座に口ずさむ。

「古の日々、在りし陽だまりを守りし妖精たちの炎は、神血に背きし愚者を焼き尽くさん」

　普通の魔法ではなかったのか、発動のための問題文が視界に浮かび上がらなかった。しかし『赤魔法：古城崩しの炎シュロス・ブレンネン』は尋常ではない発動速度を以って、周囲の傭兵プレイヤーらを火の大波で飲み込んでいく。

　さながら結晶の炎が会場を満たす勢いで、さらに原材料が『風妖精の輝き』だからなのか、妖精たちを焼くこともなかった。それどころか妖精たちは炎の流れに乗って、その行き先を導くようにしていくつかの馬車へと着地した。

「あぁぁ!?　俺の馬車が!?」

「わたしの馬車が燃えてる!?」

　まさに妖精に攻撃をしかけた傭兵プレイヤーたちの馬車をピンポイントで溶かし、それだけではなく周辺のテーブルや建築物も半壊させてしまう。

「『赤魔法：古城崩しの炎シュロス・ブレンネン』はオブジェクト兼、マウント破壊ができる魔法……？」

　ちなみに傭兵プレイヤーへのダメージはそこまで高くはない？　どちらかと言うと、迫力のわりにはだいぶ威力低めの範囲攻撃だと悟る。

「ふざ、ふざけるなぁあぁあ！」

「あの馬車、いくらしたと思ってるの!?」

　俺の魔法によって馬車を燃やされてしまった傭兵プレイヤーらの何人かが、これにはたまらず激げき昂こうする。俺たちが宙に浮かんでいるため、弓や魔法などといった遠距離攻撃の準備をするのが見えた。

　だが、それを弾く傭兵プレイヤーが横から颯さっ爽そうと現れる。

「やっと戦闘許可が下りたぜ、お姫様っと」

「ボクらのお姫様は無事かな？」

　晃夜が拳で黙らせ、夕輝が盾で傭兵プレイヤーを吹き飛ばす。

　親友らの傍らには１匹ずつ妖精が飛んでいる。

「言わなかったか？　私の太郎に何かするなら、狩ってやると」

「あらぁぁん♪　イイ男はいないかしらぁん！」

　双剣を閃ひらめかせた姉が切り刻み、伸縮自在のジョージアフロが傭兵プレイヤー一人をまるまる吞のみ込んだ。

　そんな様子を目撃していた傭兵プレイヤーたちは、俺を見上げ、そして姉たちを凝視してまた俺へと視線を戻した。

「妖精を守る姫……？」

「馬車を失いたくなくば、【妖精姫】には逆らっちゃダメだ！」

　瞬く間にその伝言ゲームは舞踏会場へと広がってゆき、妖精に危害を加える者は見る限りいなくなった。

　恐怖の眼差しで俺を見つめる人もいれば、中には崇敬の眼差しで見つめてくる者もいたのでちょこっとだけおもはゆい。

「ちなみに俺は……ずーっとこの妖精さんたちが傍にいるから、踊ってる限りみんなに攻撃し続けられる」

　にっこりと微笑み、ちゃんと釘くぎを刺しておく。すると周囲の傭兵プレイヤーたちは『アハハハ』とカラ笑いで返事をしてくれた。

「ヴォルフ、ヴァイキン」

　もちろんソレは傭兵プレイヤーらの陰に隠れていた二人に対しても同じだ。

　そっと彼らの背後に降り立ち、ニコニコと笑顔を向ける。

「ふん……」

「あんだよ……降参だっての……」

　二人はバツが悪いのか、ふてくされた表情で顔を逸らす。

「理解できたかな？　これが錬金術の力だよ。そしてミナの力だ」

「……ッ」

　何かを言いかけたヴォルフだったけど、なぜか俺の背後に目を向けてから口をつぐむ。

　気になって振り返れば、多くの妖精たちが両目を赤く光らせてにこやかに微笑んでいた。まるで俺に付き従い、俺に仇あだなす敵にはいたずらしちゃうぞと言わんばかりの態度だ。

「今は使えないものだとしても、人間ってのは進化するんだよ」

　それは俺の錬金術を貶おとしめたこと、ミナをバカにしたこと、その両方が過ちであったと認めさせるに十分な言葉だと思う。

　彼らはまだ中学生で、色々とやんちゃしちゃう年頃だから。

　今回は高校生である俺が、先輩として寛大な処置を施してあげよう。

「忘れないでね」

　まわりが騒然となるなか、俺は姉に振り返りドヤッと笑顔を作る。

　姉もフフフッと満足そうに微笑んでくれた。

「これは驚かされたぜ……やはりシンさんの妹さんだなぁ」

　周囲の傭兵プレイヤーたちは、感慨深げに姉と俺を見て呟く。

　その顔にはさっきまでの混乱は鳴なりを潜ひそめ、どこか感服した様子だった。

　冷静になってくれて、妖精たちも怯えずに済むのは嬉うれしいことだ。

　だけど、俺は妹じゃないです……。

「「弟よ（です）」」

　姉と俺の声が重なる。

　それには晃夜と夕輝がクスクスと笑い、呼応するかのように周りも口元をニヤつかせながら生ぬるい視線を送ってきた。

「ご冗談を。仲の良い姉妹ですな」

　そんな誰かの言葉が会場に響き、ついで笑い声に包まれる。

　こうして、イベント【妖精の舞踏会】前編、『妖精と舞う夜明け』は無事に終わりを迎えた。

　もちろん【妖テ精ィ女タ王ル候ニ補ア】が採点した、俺たちのダンスの点数は満点だった。





15話　友と見る雪月花







『妖精と舞う夜明け』から数時間後。

【妖精の舞踏会】の後編、一週間後から始まる『黄昏たそがれに染まる玉座』の準備をする。というのもストックが激減したアイテムを補充するために、素材集めを一人で黙々としていたのだ。

　しかし、唐突に来たジョージからのフレンドメッセージで刺激的な準備へと変わる。それは先日、俺とジョージで作りあげた『冬の落とし子』という輝剣アーツの熟成場所が確定したので、一緒に取りに行こうとのお誘いだった。

　実は街中を歩けば、俺の方へと視線を向けてヒソヒソ話をしてくる傭兵プレイヤーたちが後を絶たず、非常にミケランジェロにいづらい雰囲気だったので願ったり叶かなったりだ。

「特に何の妨害もなく、無事に輝剣アーツを取れたね……」

　拍子抜けするほどにあっさりと回収は成功し、俺たちはジョージのお店へとんぼ返り。

　熟成場所はやはり以前にジョージが目をつけていた『氷ひょう狼ろうの縄張り』で正解だったようだ。あと二人で取りに行く作業で、輝剣アーツ回収のタイミングを狙った傭兵プレイヤーたちの待ち伏せを警戒していたけれど……誰にも襲われなかったのだ。

「今やぁん、噂うわさの『妖精姫』ちゃんといるんだもん。襲ってくる輩なんて、そうそういないわよぉん」

　ジョージの何気ない発言に、疑問が浮かぶ。

「え、なに？　妖精姫？」

「あらぁん、『首狩る酔狂共』や、妖精たちを率いる『妖精姫』って噂でもちきりよぉん？　派手に暴れ回ったものねん♪　しかも一部の傭兵プレイヤーからはすぅぅぅーっごく人気者ねぇん？」

「そ、そうなんだ……」

「妖精ちゃんたちをいじめる傭兵プレイヤーもかなり減ってるみたい？　どうやら妖精ちゃんに危害を加えた傭兵プレイヤーには制裁が下るって吹聴してくれてる集団がいるらしいのん。まるで天使ちゅわんの意向を理解し、そっと微笑ましく見守る親衛隊みたいな雰囲気でね？　あちきがボコすまでもなかったわぁん」

「親衛隊、ボコ……!?」

　不穏な言葉を聞いて動揺する俺に、ジョージは『そんなことよりぃん』と話題転換をしてくる。

「さっそく、あちきたちの子供のお披露目会をしましょ？」

「あぁ……ジョージ、本当にありがとう。ありがたく『冬の落とし子』をいただくよ」

「いいのよぉん」

　こうして俺は輝剣アーツを自身の薄い胸に刺す。




：スキル『冬の落とし子』を習得：




　ログを確認し、『聖せい風ふうに愛された竜りゅう鳴めい石』を砕いた時にもらったスキルポイントがまだ５ポイント残っているので、慎重に１ポイントずつ振ってみる。




：スキル『冬の落とし子』がLv４になりました：

：アビリティ『白ダイ虹ヤモにンド狂ダスいト咲・くカ雪ー月テ花ン』を習得：




　４ポイントを振ったところで、さっそくそれらしきアビリティを習得。




『白ダイ虹ヤモにンド狂ダスいト咲・くカ雪ー月テ花ン』

【タイプ：魔法】

【大きく柔らかなカーテンのように降り注ぐ粉雪。そこに描かれるは白虹の中に浮かぶ雪月花】

【ＭＰを30消費するたびに、自身を中心に半径25メートル圏内の温度を急激に下げ、『天候：粉雪』に変更する。有効時間は５分。重複して発動すると20メートルずつ、効果範囲を増大できる】

【詠唱文：我、冬を願い、天上の白き恵みを呼ぶ者なり】

【隠し条件：知力２００が解放されています　→　無詠唱で発動可能】




「ふむふむ。やっぱり雪を降らせて天候を変化させる魔法アビリティっぽいよ？」

　しかし最後の文がすごいな。隠し条件って、もしや知力って高ければ高いほど……魔法関連のアビリティの詠唱文を短縮できたりするのか!?

「あらぁん、素敵ねぇん！　でも戦闘に直接的な効果を及ぼしにくいスキルかしら？」

「ジョージ、一旦お店の外に出てみよっか」

「あらぁん？　もしかして、貴重なスキルポイントを振ってくれたのォん？」

「だって、ジョージとの合作だからね。すぐにでも見てみたいでしょ？」

「あらあらあらぁん……嬉うれしぃん☆」

　頰を赤らめたジョージの手を引いて、俺はさっそくお店の前でスキルを発動。

「『我、冬を願い、天上の白き恵みを呼ぶ者なり』」

　無詠唱で発動しても良かったけれど、せっかくの初披露なので丁寧に詠唱文を口ずさむ。




：全ての生物は──からできている　（空白を答えよ）：




　ほー……これが例の『魔法を発動するために正解しなくてはいけない問題』ね。

　もちろん答えは、全ての生物は『細胞』からできているだ。頭の中でそう思い浮かべれば──




：正解です。魔法名を口ずさめば発動します：




　正解ログが流れたので、自然と笑顔が浮かぶ。

　あとは、ジョージへ示すように両手を空にかざす。

「──『白ダイ虹ヤモにンド狂ダスいト咲・くカ雪ー月テ花ン』！」

　ＭＰが30消費され、粉雪がはらはらと舞い降り始める。

　キラキラと、まるで無数のダイヤモンドが街に花吹雪くような絶景に見み惚ほれてしまう。

「うふぅん。いいわぁねん」

「うん。いいね」

　しばらく二人でハラハラと落ちゆく雪を眺める。

　この白い雪の一粒一粒が、まるで生まれ落ちては消える、俺たちの大切な時間のようで。粉雪は石畳へと触れれば、切なく溶け消える。

　それでもいつかは積もって、真っ白で美しい雪景色を作れるのかもしれない。

　なんとなく、俺はいろんな人に背中を押されている気がして、少しだけ強くなれたように思う。





16話　真夏の白雪







　ゲームをログアウトした俺は、すぐに両親へと電話を入れた。

「父さんと母さん……電話に出ないな」

　予測していた通りの結果に俺はホッと胸をなでおろす。

　海外で、しかも戦場ジャーナリストとして活動している両親とはすぐに連絡はつかない。わかりきっていたから、ある意味安心して連絡できたのだ。

　両親が電話に出ていたら、俺は自分の状況について上手く説明できただろうか。ちゃんと喋しゃべれただろうか。

　せめてメールだけでもと思い、『大事な話があるから、折り返しの電話を待ってる』といった内容を送信しておく。

　それから俺はカップ麵で遅めの昼食を取りながら、スマホ片手にゲーム内での【妖精の舞踏会】が現実に何らかの改変を起こしていないか調べる。

「あはは……俺が『共存』の象徴ね……」

　ネットの記事には【妖精郷フェアリム】の代表、美ミ空ソラ総統閣下が『新たな親善大使は妖精と【共存】の意を示したので国交を復活させる』と、政府に公式発表したそうだ。

　ゲームでの神兵デウスらが政府に準ずる何か、傭兵プレイヤーが日本国民だったとして、その２要素が妖精を守る動きになった。そのおかげなのか日本と妖精郷フェアリムが協力し、合作兵器を開発するとも宣言している。

「自衛兵器ね……」

　どのような原理で開発されるかは謎だけど、それはどうやら日本上空に展開されるらしい。核ミサイルすら容た易やすく無力化し、放射性物質すらも即座に吸収、洗浄できる代物。そして日本に攻撃さえしなければ絶対に起動しない、絶対防御にして最強の矛だとか。

　空に浮かぶは平和の象徴。その圧倒的な武力によって成り立つ自衛。

　これなら先制自衛権がなくとも問題ない！　なんて相当数の支持を得ているのだとか。

　確かに完璧に防護し、あまつさえ必ず報復を与えられ、一方的に蹂じゅう躙りんできるのなら……武力は、最も要求を通りやすくするための交渉のカードになりえる。

　兵器開発の謳うたい文句は【諸外国が手出しできない、妖精との共存国、日本】だそうだ。

　そんな物を簡単に作れてしまうのだから、世界が【妖精郷フェアリム】に注目し国交を求めるわけだ。

　科学技術が進む昨今において、最新鋭の兵器一発で戦争を容易に終しゅう焉えんへと導くのは可能なはず。ではなぜ未だに人死にを大量に出す戦争は消えないのか。

　答えは至って単純明快、人を死なせなければ人は動かない。そして大量の武器消費は経済を回す上で非常に有意義だから、という説がある。

　しかし少なくとも日本においては例外的に、ドンパチする時代は終わったのだ。

　戦う前の準備……の準備が全てを制する、という考えはより平和的解決のためと言われれば理解できなくもない。だけど急激な変化にやはり不安は生じてしまう。

　この自衛兵器については妖精郷フェアリムと日本の共同管理に置かれる予定らしいけど……もし、日本の首相が利己的な人物で、判断を誤って攻撃決定なんてしたらどうなるかわかったものじゃない。

　武器は、持つ人で結果や意味が変わってくる。

「もう、向き合わないと……だよな」

　ジョージたちとの絡みで決意した内容を口に出す。何より姉あねは近々、家に帰ってくるのだ。

　性転化病の手続きをするべく、また【妖精郷フェアリムの親善大使】として今後どうすればいいのかを尋ねるために、市役所に行く準備を急ぐ。

「……身分証は、保険証と学生証かな」

　仏ふつ訊じん太た郎ろう、本人だと証明する物を持参しないと相手にしてもらえないだろうから、きっちりと身分証明書関係はチェックしておく。

「よし、準備おっけー」

　あとは……俺は鏡の前に立ち、自身の姿を眺める。

　ドンキで買った灰色のスウェットは今やゆるゆるで、ダボダボッとした服装の銀髪美少女が辛気臭い顔でこちらを見ている。

「服装が問題だな」

　さすがにスウェットや、学校の体操着で市役所に行くわけにはいかないだろう。女性用の服なら、姉が置いていった物や義ミ妹ィの部屋で見繕えるかもしれない。

　だが、しかし。

　しかしだ。

　男であるこの俺が、そんな女性用の服などリアルで着ていいのだろうか。着てしまったが最後……何か自分の中での、大事な防波堤が崩れるような気がしてならない。

　だが、しかし。

　しかしだ。

　じゃあ、このダボッとした服装で人の多い市役所に行くのも恥ずかしい。

「ちょっとだけだ。ちょっとだけだからな」

　そう何度も呟つぶやきながら、俺は義理の妹であるミシェルの部屋へと入っていった。




◇




「暑い……ほんとに暑いな……」

　照りつける太陽が容赦なく俺へと降り注ぐ。

　セミ共のミンミンと吞のん気きな声が、腹立たしくなるほど夏々しさを感じさせてくる。クーラーのガンガン効いた部屋にこもってクラン・クランの世界を冒険していると、つい忘れがちになってしまうが……今は夏が大繁盛しているのだ。

「あっつい……」

　短パン型オーバーオールの下に着たＴシャツで顔をぬぐう。

　前髪がおでこにちょこっと貼り付いて気持ち悪い。首筋にも長い銀髪がぺとっとくっついてきて、蒸し焼き状態。

　結局は、妹の服の中でも中性的な装備を選んだつもりだ。でもやっぱり、太ももなどはあられもないことになっていて、気になるには気になる。が、この炎天下では少しでも涼を稼ぐポイントになっているので今は目をつむっている。

「今日も暑いわねぇ……」

　不意に隣にいたお婆さんが俺に話しかけてきた。

「そうですよね。あついです」

「お嬢ちゃん、熱中症には気を付けるんだよ？　お嬢ちゃんみたいなべっぴんさんが、倒れてしまったら大騒ぎになっちゃうからねぇ」

　お婆さんは優しい口調で笑いかけてくれたので、ぎこちなくお礼を述べる。

「は、はい……ありがとうございます」

　お嬢ちゃんか……。

　自分を指す単語に引っ掛かりを覚えつつ、歩を進めようとして……自分の肩にも何かが引っ掛かったのに気付く。

　何だろう？　と振り向いてみれば、それは──

「やほやほ、たろん？」

「また～遊びに来ちゃったん♪」

「たろん、どこ行くのー？」

　まさかの妖精３匹が俺の肩にひっついていたのだ。ちょこんと跳ねては飛び回り、虹色に輝く燐りん粉ぷんをあたりにまき散らしている。

「ちょっ、どうしてここにっ!?」

　市役所のことで頭がいっぱいになっていて、完全に妖精たちが遊びに来るかもしれないという事実を失念していた。俺が驚くなか、周囲の人たちの反応は当然それを遥はるかに上回る。

「ねぇ、あれって妖精じゃない!?」

「うそ!?　本当だ！」

　停車したバスの乗客ですら、窓から身を乗り出してこちらを凝視してくる。

「おいおいおいおい、妖精郷フェアリムとの国交が開いた証じゃないか!?」

「というとあれか、あの銀髪の娘こが……テレビで発表してた、親善大使じゃないか？」

「うお、ガチもんの美少女じゃん……」

「あらあら、お嬢ちゃんが親善大使だったなんてねぇ。あたしゃ嬉うれしいよ。死ぬ前に、この目で妖精さんを拝める日が来るなんてねぇ……」

　一瞬にしてざわめきが広がってゆく。そして喧けん騒そうに気付いた人たちもこぞって集まり出し、数瞬のうちにあたりは興奮と歓喜の渦に吞のみ込まれた。

　完全にお祭り騒ぎで、妖精たちもそれはそれは楽しそうにキャッキャッと笑っている。

　そんな平和な光景を見て、俺は少しだけホッとする。




　ゲームでの出来事が現実に影響するのは確実だ。

　だけど悲嘆に暮れる必要はない。

　なぜなら肝心の選択や、導き出される結果は傭兵プレイヤーの行動に委ねられている。

　俺たちで世界を変えることだってできるんだ。

　原因はクラン・クランにあるのかもしれないし、まだ見ぬ未知の何かなのかもしれない。

　確かなことは一つ。

　大きな何かに抗える唯一の方法、それがあのオンラインゲームなのだ。




　そう、こうやって妖精と人間が現実でも仲良く手を取り合えそうな、目の前の光景を作ったのは紛れもなくあの舞踏会場にいた傭兵プレイヤーたち。

　人には、魔法などなくとも──何かを変えられる力があるのだと、俺は強く思った。

「たろん、踊るー？」

「おどろ、おどろー！」

「おどる～！」

　ゲーム内と変わらぬ可愛らしさで妖精たちがダンスを求めてくるものだから、俺はつい頷うなずいてしまう。

　かなり羞恥心が刺激される状況だけど、周囲からの期待の眼差しに応えないわけにはいかない。ただ心がおもむくままに妖精らと踊れば、こちらを眺めていた人たちは温かな笑みを浮かべて見守ってくれる。

「たろん、楽しい？」

「うんうん。ちょっと、その、恥ずかしいけど」

　周囲の妖精歓迎ムードの熱狂にほだされて、俺は炎天下で妖精たちと踊る。

　回転、ステップ、妖精たちに手を伸ばしては引く。そんな駆け引きはゲーム内で何度もやってみせた動きで、それだけで歓声が沸くものだから気恥ずかしいけど嬉しいのも確かだ。

「なんかキラキラしてんなぁ！」

「あらあら綺き麗れいねぇ……」

　ゲーム内と同じように『妖精の粉』があたりに漂い始める。その美しい空間に当てられて、楽しくなってしまった俺は踊り続ける。

「妖精しゃん！　妖精しゃん！」

　ふと幼く高い声が聞こえ、そちらに目だけを向けると４歳前後の少女がはしゃいでいた。

　その喜びっぷりに癒やされ、微笑ましくなる。

「あッ──」

　しかし高揚しかけた気分を瞬時に凍りつかせてしまうものが視界に飛び込んでくる。

　その少女は妖精の姿に興奮してしまったのか、お母さんの手元から離れて歩いてしまった。彼女はこちらに集中するあまり、足元をよく見ておらず転んでしまう。

　少女がとある成人男性の死角で無防備な姿を晒さらす。その男性がダンスのステップに合わせ、進む足元に少女がいて────どうにかしないと！

　でもここからじゃ、間に合わない。あのままでは少女が大けがを負ってしまう！

　なんとかして、男性の動きを静止させることができないかと、そう一心に願い、俺は自然と２つの単語を口にしてしまった。




「【圧倒シランス】せよ、【恐怖ルグロ】で慄おののけ！」




　自分でもどうしてそんな発言をしたのかわからない。けれど、とっさの判断で言い切った台詞がもたらした効果は絶大だった。

　まるでゲームの時みたいに、周囲の人間はビクンと動作を一時停止。そして次には腰を引きながら数歩下がってしまった。

　それは少女を踏みそうになっていた成人男性も同じで、だから幼い少女は……無事だ。

　だけど俺はこの事態を上手く飲み込めず、頭の中がぐちゃぐちゃになる。

「す、すみません、みなさん！」

　必死になって叫べば、３匹の妖精たちは俺の髪の毛にひっついた。それを確認した後、すぐさま全速力で駆ける。

　自分が何をしたのか、怖くなって逃げ出してしまう。

「あれはッ……なに……？」

　体が熱くて、喉が渇いて、苦しくなっても、ひたすら走り続ける。

　少しでもあの場から離れたいという一心で、後ろを振り向かず懸命に足を動かす。

「はぁっはぁっ……」

　そうして人の気配がまばらになったと感じ、ようやく足を止める。

　心臓がバクバクと鳴り、呼吸がとてもしづらい。それでもどうにか息を整えようとするが、すぐには落ち着いてくれない。

「俺はっ……さっき……何を、した……？」

　膝ひざに両手をつき、アスファルトを睨にらみながら自問自答する。

　徐々に冷静さが戻ってくれば、少しずつ事態を把握できる。

　あれは完全に『竜鳴魔法』である『法ヴ聖ァ言イ語ス：王風竜の咆ほう哮こう』を発動した時に酷似していた。

　その事実に思わず寒気が走る。

　スキルが現実で使えた……？　いや、そんな馬鹿な話、あるはずがない。

　落ち着け、落ち着くんだ俺！

　しかし疲労と動揺、そして暑さで頭がぼぉーっとして上手く考えがまとまらない。

「たろん、たろん、すごい走るん」

「たろん、へいき？」

「たろんどしたの？」

　心配そうに覗のぞいてくる妖精たちへ、気力を振り絞って返事をする。

「はぁっ……はぁ……だいじょぶ」

　下を向きながら流れ出る汗をぬぐい、荒い息を吐く。

「体が熱い……これじゃあ、また熱中症になりそ……」

　せめてもう少し、気温が下がってくれさえすれば──

　そんなことを胸中で呟いてしまったのがいけなかった。まるで俺の願いに呼応するみたいに、今度は急激にあたりが冷え込み始めたのだ。

　怪け訝げんに思って顔を上げれば、そこは突き抜けるような青空が広がっている。しかし次に周囲を見渡せば、すぐに劇的な変化が起きているとわかった。

　それは真夏に降り注ぐ粉雪。

　銀とダイヤが無数に花めく景色は確かに幻想的で美しく、しかしありえない光景だった。

　俺の脳裏に浮かんだのは、『白ダイ虹ヤモにンド狂ダスいト咲・くカ雪ー月テ花ン』の【隠し条件：知力２００が解放されています　→　無詠唱にて発動可能】というゲームで見た説明文だ。

　まさかこれも、無詠唱で、現実で発動させたの……か？

　俺が……？

「あの、キミ……大丈夫かな？」

　ここに来て、妖精以外の問い掛けに俺はハッとする。混乱極まる状況ではあるけれど、警戒心を即座に引き上げて声の主の方へと目を向ける。

「あっ……」

　しかし、次に俺にできたのは言葉を失うだけ。

　夏空の下で粉雪が煌きらめき、俺の大好きな声がもう一度響く。

「キミ……その、すごい具合が悪そうだけど、大丈夫!?」

　全ての思考は停止し、まさに俺の時間は止まってしまう。

　世界が氷漬けになったと錯覚してしまうほどに──

　身動きすら、息すらできずに、俺はただただ彼女を見つめるだけの像になり果てた。




　粉雪の輝きが舞い散る、白宝石の嵐の中、その女子は────

　宮みやノの内うち茜あかねちゃんは立っていた。
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　大好きな茜ちゃんが、ウン告コく白はくをして撃沈した片想いの相手が──

　心配そうに俺の方へと近付く。

「……！」

　彼女を飾るのは薄手の白いワンピース。絶妙な清純さと、茜ちゃんの可愛らしさを引きたてている……とか、休日仕様の彼女にときめいている場合じゃない！

　俺はとっさに両手を前に突き出す。『近付かないで』と、意思表示をすれば彼女は察してくれたのか、それ以上歩を進めるのを止めてくれる。

　さっきから波乱万丈のオンパレードで、脳内はショート寸前だ。

　そう、目の前には大好きな女子がいて──その事実を受け入れられず、目を背けてしまう。

　静かにしてくれと、うるさ過ぎる心臓の鼓動に言い聞かせようにも、まったく鳴り止んではくれない。ただただ、喜びと後悔が複雑に絡み合った俺の心は、茜ちゃんを見たいと叫ぶ。

　だからゆっくりと、本当にゆっくりと再び彼女へと顔を向ける。するともちろん目が合う。

　彼女は俺を見て、そして周囲に吹雪く白銀を少しの間眺め、また俺へと視線を戻した。

「キミがしたんだよね？　これ、すごく綺麗！　【才ホ能ル持ダちー】なんだあ」

「ホ、ホルダー……？」

　聞き慣れない単語に、またもゲーム内の何かが現実に浸食したのだと直感が告げる。

「そっちに行って大丈夫かな？　ほら、私ね、まだ口をつけてない飲み物を持ってるから、キミはこれを飲んだ方がいいと思うの。すごい汗だよ？　顔色も悪いし……」

　彼女は手元のバッグからペットボトルを取り出し、未だに俺を案じる態度でゆっくりと距離を縮めてくる。水分補給を勧めてくる茜ちゃんに対し、俺は微動だにできない。

　ほんの少しだけ困ったような笑顔を張り付けている彼女は、やっぱり優しい女の子で……でも、ウン告コく白はくをかましてしまった時の、驚きょう愕がくに染まり、凍りついた茜ちゃんの顔がフラッシュバックする……。

「あっ、私は宮ノ内茜っていうの」

　あの時の表情とはまったく違う、和やかな様子で彼女は問い掛けてくる。

「キミの名前は？」

　やっぱり硬直して、何も答えられない。

　そんな俺に対し、彼女はしばらく待った後に続けて喋ってくれる。

「『ふつじんたろう』、さんだよね？　女の子にしてはちょこっと特徴的な名前だね」

「ど、どうして……」

　俺の名前を言い当てた彼女に対し、ビクリと肩が揺れてしまう。

「そ、その、あなたが妖精さんを連れてるのを見て？」

　視線を空へと移し、妖精の存在を指し示す茜ちゃん。

「それで、あなたの名前が……ニュースで発表されてた女の子だよね……？」

　胸の鼓動が一際激しく跳ねる。

「すごく偶然なのだけど、私の友達と同姓同名でね？　ちょっと気になっちゃって」

　友達。

　ウン告コく白はくをした、クソみたいな俺を……茜ちゃんは、まだ友達と言ってくれている。

　その事実に嬉しさが込み上げてくる。

「もしかして迷子だったり？　どこかに行く途中？」

「し、市役所に……」

「わ！　それはちょうどいいかも！　実はうちのお父さん、公務員で……その、噂うわさの親善大使を全国の役所総出で探してるらしいの。この街だと『ふつじんたろう』って戸籍登録されている人は、私の友達ぐらいしかいないって悩んでて……その友達は男子で、だからニュースの女子とは違うって」

　心底嬉しそうに語る茜ちゃんに違和感を覚えつつ、俺は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす他ない。

　彼女がすぐ傍まで来ると、その違和感の原因に気付く。




　茜ちゃんの視線が高いのだ。




　そっか、身長……今は俺の方が低いんだ……。

「お姉さんがキミを案内してあげるね」

　茜ちゃんが眩まぶしい笑みを浮かべ、俺の手を取った。

　俺より小さいはずの茜ちゃんの手は、今や大きくて……とても温かかった。





あとがき




　深く、暗い、闇夜の森をひたすら走り続ける。こんな感覚を味わったことはありますか？

　きっと、皆様も経験しているのでしょう。テスト勉強、辛つらいお仕事や残業、人間関係の悩み、心の沈み、闘病生活。

　２０２０年の前半は、私にとって失うものが多くありました。

　本書の主人公たちも二度と手に入らない貴重な何かを失い、そしてまた、光にかざした宝石の輝きのような微笑みを見つけ、進んでゆきます。苦しい暗闇の中でも必死に駆け続ければ、尊い煌きらめきを摑つかめると信じたい。こうして本書を通じ、皆様と触れ合えたのが私にとって至上の幸せです。

　常に私を丹念に導いてくださった担当編集様。作者の創造を超える素晴らしいイラストを描いてくださったネコメガネ様。そして、いつも心の支えとなってくださる読者の方々。ただの屑想鉄いを黄物金語へと錬成できたのは、皆様のおかげです。誠にありがとうございます。

　皆様にとっての暗闇が何かはわかりません。けれど私も走り続けています。

　この本を手に取ってくださった、あなたと共に。








　２０２０年５月31日　星ほし屑くずぽんぽん
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本作品は、二〇二〇年六月、小社より単行本として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







Ｋラノベブックス

美び少しょう女じょになったけど、ネトゲ廃はい人じんやってます。３
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